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第１日目（３月１日） 

○議   長（若井達男君）  おはようございます。ただいまから平成２３年３月南魚沼

市議会定例会を開会いたします。 

○議   長  ただいまの出席議員数は２６名であります。定足数に達しておりますので

直ちに本日の会議を開きます。 

 なお、病院事業管理者、公務のため午後欠席の届出が出ておりますのでこれを許します。 

（午前９時３０分） 

○議   長  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。本定例会の会議録署名議員

は会議規則第８１条の規定により議席番号２４番・岡村雅夫君及び議席番号２６番松原良道

君の両名を指名いたします。 

（「了承」の声あり） 

○議   長  日程第２、会期の決定についてお諮りいたします。 

 本定例会の会期については、去る２月２１日の議会運営委員会において協議していただい

た結果、お手元に配付をした会期日程のとおり決定していただきました。つきましては本定

例会の会期は本日３月１日から３月１８日までの１８日間としたいと思いますがご異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は本日３月１日から３月１８日までの１８

日間と決定いたしました。 

○議   長  日程第３、諸般の報告及び監査結果の報告を行います。報告はお手元に配

付のとおりといたします。 

 なお、ここで総務部長より発言を求められておりますのでこれを許します。 

○総務部長  冒頭から大変恐縮でございますが、議席の上の方に議員各位ということで１

枚上がっていると存じますが、議案それから資料に一部誤りがございましたのでご訂正をお

願いしたいものでございます。１件目でございますが、第２４号議案 南魚沼市学校給食セ

ンター条例の一部改正についてということでございますが、条例の中の柱書といいまして一

部を次のように改正するという字句がもれておりましたので差しかえをさせていただきたい

と存じます。 

それから２番目でございますが、市長施政方針の資料の１１７ページ上段に中小企業金融

についての状況が記載をされております。地方産業育成資金の利用金額につきまして８９５

万円と記載をされておりますが、単位の誤りでございまして８,９５０万円ということで訂正

を後ほどお願いしたいと思います。 

３点目でございますが、一般会計の当初予算の関係資料の２ページでございますが上から

２行目のところに石打保育園及びというふうに書いてございますが、石打保育園につきまし

ては２２年度に対応しておりますので、その部分を削除いただきたいと思います。大変多く

て恐縮でございますがよろしくお願いをいたします。以上でございます。 
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○議   長  日程第４、市長施政方針及び行政報告を行います。 

○市   長  おはようございます。本日から１８日まで３月定例議会ということであり

ます。よろしくお願いを申し上げたいと思っております。なお、傍聴の皆さん方大変お忙し

い中をこうしておいでいただきましてありがとうございました。それでは施政方針を述べさ

せていただきます。 

 平成２３年３月議会定例会の開会に当たり、議員各位のご健勝をお慶び申し上げます。ま

た、日頃から市政発展のためにご尽力いただいておりますことに、深甚なる敬意を表し感謝

を申し上げるところであります。 

 はじめに、今冬の豪雪のために、お亡くなりになられた方々のご冥福をお祈り申し上げま

すとともに、被害に遭われた皆様に心からお見舞いを申し上げます。雪国の宿命といえる雪

との戦いの中で、道路、住宅除雪など交通及び生活環境の確保にご尽力、ご協力いただきま

した市民の皆様を始め、関係各位のご労苦に心からねぎらいとお礼を申し上げます。 

 ここで、平成２２年１２月議会定例会以降の執行状況についてご報告を申し上げますとと

もに、新年度を迎えるに当たり、市政運営に対する私の所信を申し上げまして、議員各位を

始め市民の皆様のご理解とご協力を賜りたいと存じます。 

 はじめに保健・医療・福祉についてであります。 

 子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチンの接種事業につきましては、郡市医師会等関

係機関の協力を得まして、１月１５日から市の接種事業として無料接種を実施しております。

また、当該三ワクチンにつきましては、市単独事業として昨年４月にさかのぼり、助成対象

年齢での自費による接種に対し償還払いを実施しておるところであります。 

 平成１６年１１月の合併以来、ゆきぐに大和病院と城内診療所は、深刻な医師不足の中で、

地域の皆様に安心・安全な医療を提供すべく、地方公営企業法による病院事業を続けてきた

ところでありますが、平成２３年４月１日から城内診療所を病院事業会計から切り離し、特

別会計により運営することといたしました。城内診療所は、引き続き１９床の有床診療所と

して、その特性を生かし、経営の改善を図りながら、地域に密着した医療を安定的に提供す

べく努めてまいります。なお、本定例会に、特別会計設置に伴う関係条例の制定及び一部改

正を提案させていただきますので、よろしくお願い申し上げます。 

 ２月１日に開催されました魚沼地域医療整備協議会において、魚沼基幹病院の基本設計の

概要が発表されました。また、新潟県が２次、３次の医療を確実に提供することを受けまし

て、南魚沼市の「市立病院の基本的な考え方（基本構想）」を公表したところであります。 

 福祉関係では、豪雪対策本部の設置及び災害救助法の適用を受けて、要援護世帯等を対象

に住宅除雪援助事業を実施いたしました。 

 平成２２年度介護基盤緊急整備事業として、六日町地区に建設中のミニ特養１箇所、グル

ープホーム１箇所及びデイサービス１箇所は２月２１日に竣工式が行われ、３月１日本日で

ありますがオープンをいたします。 

 次に教育・文化についてであります。 
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 教育基本計画につきましては１月中旬から２週間をかけてパブリックコメントを募集いた

しました。いただきましたご意見を参考に、家庭・学校・地域・行政の四者が連携協力し、

子どもたちのあふれる笑顔を目指した計画をつくることができました。３月の教育委員会で

決定し、今後、広く市民の皆さんへお知らせし、実りある計画となるように進めてまいりま

す。 

 次に環境共生であります。 

 地下水の保全及び採取に関しまして、以前から深度規制を見直すべきとの意見が寄せられ

ておりました。地下水対策委員会に見直しについてお諮りした結果、一部区域の深度規制を

撤廃すべきとの答申がございましたので、「南魚沼市地下水の採取に関する条例」の一部改正

について本定例会に提案をさせていただきます。 

 地球温暖化対策につきまして、「南魚沼市地球温暖化対策実行計画」の策定では、４回の委

員会の開催に加えてアンケート調査及びパブリックコメントの実施など広く意見をいただき、

現在最終の取りまとめを行っております。緑の分権改革推進事業につきましては、カーボン・

オフセットの調査、クリーンエネルギーの利活用の実証調査を行い、事業は順調に進捗し総

務省への報告の最終取りまとめの段階となっております。それぞれの調査において、発展的

に展開し得る成果が得られたものと考えております。 

 今後、「地球温暖化対策地域推進協議会（仮称）」立ち上げまして、市民、事業者及び市が

協働して具体的な取り組みを推進していくこととしております。また、森林カーボン・オフ

セットにつきましては、平成２３年度に「新潟県カーボン・オフセット制度」への登録を行

うべく準備を進めているところであります。 

 次に都市基盤についてであります。 

 「円高・デフレ対応のための緊急経済対策から新成長戦略実現に向けたステップ２」にお

いて地域の活性化ニーズに応じて、きめ細かな事業を実施できるよう支援を行う、こういう

ことを踏まえまして、平成２２年度補正予算において、地域活性化交付金これは通称きめ細

かな交付金であります、これが創設され配分されたことから、市道の維持修繕関係費として

２,５００万円、公営住宅施設改修費１,０００万円、その他公園関係の施設維持修繕費として

約４５０万円、また、１月の連続した降雪により道路消雪井戸の枯渇や故障等が多数生じた

ため、消雪施設修繕工事費及び不足が予想されます除雪機械修繕料、機械除雪等委託料を２

月８日付専決による補正予算で対応いたしました。また、１２月補正予算で議決いただきま

した追加経済対策による社会資本整備総合交付金につきましては、申請額の全額が配分され

なかったことから不用額を減額補正計上いたしました。 

 直轄事業につきましては、経済危機対応予備費に続いて補正予算が編成され、国道１７号

浦佐バイパスに水無川橋りょうの橋脚追加２基分の工事費として２億円、八箇峠道路に工事

促進のため２億５,０００万円が配分されたところであります。 

 大和クリーンセンター水処理施設増設工事関連の機械設備及び電気設備につきましては、

降雪前に順調に工事が進み、各機器の連携運転による機能確認や性能試験などを行っており、
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本年４月の稼働に向けて最終調整を進めております。 

 平成１９年度から実施してまいりました南魚沼市斎場改築事業も、降雪前に旧斎場の解体

工事及び外構工事等が終了し、１月末をもって全ての工事が無事に完了いたしました。この

間、建設に携わった業者の皆さん、そして地元思川区を始め関係各位のご協力に対しまして、

厚く御礼を申し上げるところであります。昨年９月１日から開始しました新しい施設での火

葬業務は、指定管理者制度や携帯電話を使用しての予約システムを導入することにより、ス

ムーズな運営が行われております。引き続き、終焉の場にふさわしい施設とサービスに心掛

け、運営を行ってまいりますので、ご理解ご協力をお願いいたします。 

 次に産業振興についてであります。 

 清津川分水問題につきましては、昨年１２月２７日に魚野川流域水資源確保検討委員会が

開催され、魚野川の流況・流域の調査を行いながら、魚野川の正常流量の設定、水資源確保

の可能性の検討、抜本的対策の実施妥当性の検討などを今後５年間かけて検討することにな

りました。なお、このことにつきましては県の方で２３年度で２,０００万円の予算を計上さ

せていただいております。また、本年１月３１日に開催されました第１１回清津川・魚野川

流域水環境検討協議会では、清津川分水問題についての協定書締結の報告及び協定書に基づ

いた暫定措置としての清津川への試験放流量を年平均で毎秒０.１４２立方メートル増量し、

毎秒０.７１６立方メートルとすることが報告され了承をされました。 

 次に行財政改革についてであります。 

 本庁方式をさらに進め行政の効率化を図るため、ＪＡ魚沼みなみ六日町支店ビルを取得し、

必要な耐震化及び改修工事を実施しております。整備後は１階を引き続きＪＡ魚沼みなみの

六日町支店としてお貸しをし、２階及び３階については事務室、会議室といたします。 

 豪雪対策についてでありますが、本年１月に入り連続して降雪が続いたため、１月２１日

に注意体制をとり対応してまいりました。１月３１日には市内全観測地点で警戒積雪深の２

４０ｃｍを超えましたので、同日午前１０時に南魚沼市豪雪対策本部を設置し、警戒態勢を

とってまいりました。また、同日午後２時に市内全域が災害救助法の適用地域となりました。

２月に入り連続的な降雪はおさまってまいりましたが、雪崩等の災害発生が懸念されるため、

当分の間「豪雪対策本部」を継続しておりますが、今現在では警戒本部に切替えたところで

あります。また、２月８日付で豪雪により不足が見込まれる各種除雪経費、住宅除雪援助事

業及び緊急経済対策を目的とした国の補正予算による地域活性化交付金事業についての補正

予算を専決処分させていただきました。本議会で報告申し上げますのでご承認をお願い申し

上げます。 

 新消防庁舎の工事進捗状況は、建築工事において今後内装準備工事を進め、３月末には約

５０パーセントの出来高を予定しております。今後も安全管理に配慮しながら工事を進めて

まいります。なお、新庁舎は平成２３年の秋から稼働する予定であります。 

 次に、平成２３年度当初予算編成に当たり所信の一端を申し上げます。 

 ２００８年９月のリーマンショック以降の国の経済状況は、外需や政策の需要創出・雇用
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下支え効果により一定の持ち直しが見られたものの、急速な円高の進行や海外経済の減速懸

念によりまして、前年夏以降、先行きの不透明感が強まり、雇用も依然として厳しい状況と

なっております。 

 国における平成２３年度の経済見通しによりますと、新成長戦略の本格実施等を通じて、

雇用・所得環境の改善が民間需要に波及し、景気は持ち直し２年連続のプラス成長が見込ま

れるとしておりますけれども、先行きのリスクとして、海外景気の下振れ懸念あるいは為替

市場の動向等が挙げられております。なお、ここにまいりましてチュニジア、エジプト、リ

ビア等をはじめとする中東諸国の混乱による原油高騰の懸念、下振れリスクの懸念がまた再

び強まっているところでもあります。 

 こうした中、政府は、新成長戦略及び財政運営戦略の本格実施元年として、財政健全化の

歩みを進めつつ、成長と雇用を重視したとする前年度とほぼ同額の９２兆４,１１６億円の平

成２３年度当初予算案を編成いたしました。 

 また、あわせて示されました地方財政対策によりますと、平成２３年度においては、地域

主権改革に向け財源の充実を図るため、地方交付税を前年度比５,０００億円増額し１７兆４,

０００億円とするとともに、地方財政の健全化のため臨時財政対策債を１兆５,０００億円減

額とし、交付税特別会計借入金償還金１,０００億円が計上されました。また、特別交付税制

度の見直しにより特別交付税の割合を６％から４％に引き下げ、普通交付税に移行すること

としておりますが、平成２３年度は経過的に１％分を移行することとなりました。これらに

より、地方財政計画総額は前年度比約０.５％増となっているところであります。 

 当市におきましては、平成２２年度は、法人市民税の税割額は前年度を上回る見通しとな

りました。有効求人倍率も改善の兆しが見られておりますが、基幹産業であります米作の猛

暑による減収、品質低下等に加え、もう一方の柱であります公共事業の減少もあり景況感は

厳しい状況にあります。また、ここにきての景気の停滞等により、先行きも予断が許されま

せん。 

 財政状況は一定の改善が図られておりますけれども、実質公債費比率は依然として「県下

ワースト１」ということでありまして、新たな財政需要とあわせて厳しい状況が続いている

ことには間違いございません。 

 ねじれ国会のもと、予算関連法案の成否が取りざたされております。当市の平成２３年度

一般会計予算は、前述の国の予算案及び地方財政計画等を踏まえ、（１）番に雇用対策、（２）

として医療・福祉の充実、（３）子育て環境の充実、（４）教育・文化・スポーツ環境の充実、

（５）産業の振興、（６）コミュニティ活動の推進、そして（７）番で財政の健全化これらを

重点目標として編成をさせていただきました。 

 雇用対策につきましては、引き続き緊急地域雇用創出特別基金事業及びふるさと雇用再生

特別基金事業により雇用の拡大を目指します。また、住宅リフォーム事業により建築関連事

業者の事業・雇用の確保も図っていきたいと思っております。 

 医療・福祉の充実につきましては、城内診療所を病院事業会計から分離し、特別会計を設
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置し運営体制を見直すとともに、ゆきぐに大和病院、城内診療所の安定的な運営に向け繰出

金の見直しを行いました。また、国民健康保険会計における保険税の急激な上昇を抑制する

ために新たな法定外繰出しと、それと基幹病院建設に伴う既設病院の調査を行うということ

にしております。 

 子育て環境の充実につきましては、子ども手当が３歳未満児について月額７,０００円増額

し２万円となります。これが非常に今厳しい状況でありますが、私たちの市では今この関連

で１３億円強の予算を計上させていただいているところであります。市単独事業の子ども医

療費助成事業については４歳児まで全額助成するなど対象を拡大させていただきたいと思っ

ております。また、六日町幼稚園を運営する学校法人里咲学園が、「安心こども基金」の助成

を受け整備する認定子ども園に、老朽化した余川保育園を廃止し統合するため、その建設費

を補助したいと思っております。 

 教育・文化・スポーツ環境の充実につきましては、塩沢中学校、大崎小学校のグラウンド

の改修を行います。老朽化した六日町給食センターの洗浄システム機器及び蒸気配管を改修

いたします。他に市民会館の舞台照明のリニューアル工事及び石打グラウンド防球ネット、

浦佐体育施設のトイレ設置工事等を行います。大原運動公園整備につきましては、平成２４

年度のインターハイに備えテニスコートシェルターの増設及び観覧席設置工事等を実施いた

したいと思っております。野球場、多目的グラウンド等につきましては補正予算により年度

内に実施設計を行う予定としているところであります。また、図書館整備事業につきまして

も実施設計を行うということで計画をしております。 

 産業の振興につきましては、林業振興に向け新たに「南魚沼の木で家づくり事業」により

市内産の杉を利用した家づくりに助成することといたしました。また、市内の森林整備に伴

う森林二酸化炭素吸収量を新潟県カーボン・オフセット制度に登録し、林業振興の一助とす

ることといたしました。今泉博物館を市の観光交流の拠点として整備・再生する「観光交流

拠点整備事業」につきましては、農産物・特産品直売所部分を平成２２年度の国の補正予算

を受けて実施すべく３月補正予算に、関連の博物館の改修、周辺整備費を当初予算に計上し、

平成２４年度の早期オープンを目指してまいりたいと思っております。 

 コミュニティ活動の推進につきましては、地域コミュニティ活性化事業に人口割により傾

斜配分する推進事業費を新設して事業費を増額いたします。また、可能な地区から公民館分

館事業を移行する等地域の自主性を尊重した自治活動の活性化を推進してまいります。 

 財政健全化の推進につきましては、引き続き職員の削減を進めるとともに、一般行政経費

や経常的経費の削減及び起債の抑制に努めたところであります。また、歳入の確保につきま

しては、市税等の収納確保に努めるとともに遊休資産の売却等を進めてまいりたいと思って

おります。 

 以上により平成２３年度一般会計予算を前年度とほぼ同額の総額２９８億８,５００万円

で編成をいたしました。前年度比６,０００万円、０.２％の減となっております。財政の健全

化に配慮した中で、総合計画の着実な実施及び予算編成の重点目標に向けた必要な予算計上
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はできたものと考えております。 

 次に、平成２３年度の主な事業概要についてご報告を申し上げます。 

 第１ 保健・医療・福祉についてであります。 

 はじめに保健関係でありますが、命を守り育む健康施策を展開いたします。その第一とし

て、平成１９年３月に策定し平成２７年度を目標年度といたします「いきいき市民健康づく

り計画」の中間年に当たり、計画の中間評価を実施し目標値の再設定等も含めた見直しを行

い、市民の健康増進に努めてまいります。 

 第２といたしまして、健康診査及び予防接種等による病気予防及び早期発見に努めてまい

ります。特に、がん検診及び基礎健診の受診率向上対策の充実を図ります。また、平成２２

年度に事業を開始いたしました「子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン接種事業」に

つきましては、定期予防接種同様普及啓発を図り接種率の向上による発病予防に努めてまい

ります。 

 第３として、自殺予防対策の充実に引き続き取り組みます。雇用関係機関、消費生活相談

機関及び県関係機関等と保健課を中心に情報と行動の連携した相談支援体制の充実を図って

まいりたいと思っております。 

 福祉につきましては、南魚沼市の平成２４年度以降の福祉施策の基本となります、第２期

地域福祉計画、平成２４年度から平成２８年度までであります。第２次障がい者計画、これ

も平成２４年度から平成２９年度まで。第３期障がい福祉計画、平成２４年度から平成２６

年度。及び第５期高齢者福祉計画・介護保険事業計画、平成２４年度から平成２６年度であ

ります。これを策定するため、それぞれに策定委員会及びワーキンググループ等を立ち上げ

次期事業計画を策定をしたいと思っております。 

 介護保険関係では、特別養護老人ホームの待機者解消が課題となっておりますが、介護保

険事業計画に基づき施設整備を進め利用定員の拡大を図ってまいりたいと思っております。 

 障がい福祉関係では、平成２３年４月１日から既存の障がい者入所施設４箇所が、自立支

援法で定めた新体系のサービスに移行することになり、これによりまして市内の全施設が新

体系に移行を完了いたします。新体系では日中活動と居住支援サービスを分離することで多

様なサービスの提供を目指してまいります。 

 不足傾向にあります就労支援施設の拡充を図るため、大和地域に就労支援及び生活介護を

目的とした多機能型通所施設１箇所（定員２０名）これが年度内に開設をいたします。また、

平成２３年４月１日から障がい者グループホームが浦佐地域内に１箇所（定員６名）、五日町

地内に１箇所（定員４名）これを開設いたします。 

 魚沼基幹病院につきましては、新潟県において平成２３年度秋までに実施設計が完了し、

年度内に工事が発注される予定であります。また、市立病院の再編につきましては、平成２

３年度予算において既存施設の調査を行い、施設の有効利用を勘案した施設整備基本計画の

策定を行う予定であります。 

 地域医療再生計画につきましては、二次医療圏内の医師会を中心に組織をされた「地域医



 - 8 - 

療魚沼学校」を軸に、基金事業を活用して住民に対する啓発等を行ってまいりたいと思って

おります。 

 子育て支援事業でありますが、平成２２年度に次代の社会を担う子どもの成長を社会全体

で支援する観点から創設されました子ども手当につきましては、中学校終了までの児童・生

徒を対象に一人月額１万３,０００円の手当を支給しておりますが、平成２３年度から３歳未

満については２万円に増額をされます。これにより子どもの健全育成と子育て世代の経済的

支援を行ってまいりたいと思っておりますが、これにつきましては先ほど申し上げましたよ

うに関連法案の成立が危ぶまれておりますので、全く予断を許さないという状況になってい

ることをご理解いただきたいと思っております。 

 保育園の施設整備につきましては、大崎保育園の大規模改修を実施するとともに、西五十

沢保育園の耐震診断を行います。また、平成２２年度末で閉園する薮神北保育園の解体工事

等を実施いたします。 

 余川保育園の改築につきましては、昨年、１０月中旬に六日町幼稚園を運営しております

学校法人里咲学園から余川保育園対象区域を取り込んだ幼保連携型の「六日町地域認定こど

も園（仮称）」計画の提案を受け検討の結果、建設時の負担あるいは今後の運営費等を総合的

に判断し、当計画を推進するため必要な補助金を計上いたしました。 

 子ども医療費につきましては、県単で対象外の二人以下の子どもを有する世帯の全子及び

所得超過世帯全子について市単独で医療費助成を行い、昨年９月から小学校卒業までこれを

対象としております。さらに本年４月診療分から窓口無料の年齢を引き上げ、５歳の誕生月

まで、入院、通院とも一部負担金を全額助成させていただきます。これは受診率の高い乳幼

児期の子どもを育てている子育て世代に対し経済的な支援をするものであります。 

 第２教育・文化についてであります。 

 学区再編につきましては、城内、大巻、五十沢の三中学校区と上田地区で、集落懇談会の

ご意見等を参考に、平成２３年度はより深い検討をしたいと考えております。様々な分野の

代表の方から集まっていただき、教育を考える会として進めていく予定であります。 

 引きこもり、不登校など、子ども・若者の抱える問題の深刻化から平成２２年４月１日に

「子ども・若者育成支援推進法」が施行されました。当市においても、子どもあるいは若者

をめぐる環境は悪化し、抱える問題は深刻化していることから、乳幼児から就労に至るまで

切れ目なく総合的に支援を行うため、「南魚沼市子ども・若者育成支援センター」を設置し、

教育支援事業の実施、情報の一元化により関係機関と連携して個々に応じた育成支援を行っ

てまいります。 

 図書館整備計画につきましては、六日町駅前ショッピングセンターＲＡＲＡに図書館を含

めた複合施設の整備を進めるとともに、駅前全体の活性化を図るため、駅前広場を含めて検

討を進めてまいります。 

 トミオカホワイト美術館の経営母体であります（財）八海山「白の世界」文化村が財団が

解散をいたしますので、市がその資産を引き受け、美術館の運営を引き継いでまいりたいと
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思っております。 

 第３環境共生についてであります。 

 廃棄物処理業務につきましては、この４月から今までのごみ処理体制を大きく見直すこと

といたしました。ごみカレンダーにつきましては、視覚障がい者対策を盛り込みながら、市

としての統一化を図り収集体制を一体化したものにいたします。可燃ごみ施設の延命策と経

費節減及び一市二制度解消の取り組みとして容器包装プラスチックの分別回収を始めます。

その他、休日を利用した資源物の拠点回収の拡大、事業系廃棄物の回収体制の改善、高齢化

社会に向けた粗大ごみ回収方法の見直し、ごみ処理施設の年始を除く無休体制などを行って

まいりたいと思っております。また、廃棄物の減量化を政策的に推進するため廃棄物減量化

等推進審議会を設置させていただきたいと思っております。 

 し尿処理業務の安定化を保持するため、「下水道の整備に伴う一般廃棄物処理業等の合理化

に関する特別措置法」これは合特といわれております。これによります合理化に取り組み、

今後５年程度の間に、くみ取り料金の口座振替導入、委託料金単価の引き上げ、計画収集体

制への移行、委託料金の従量制から定額制への転換を実施し、あわせて、同法第２条に定め

ます事業者に可燃ごみ処理施設運転業務の一部を委託したいと思っております。し尿処理施

設の今後の運営方針につきましては、下水道処理施設の有効活用もあわせ魚沼市と連携して

調査を行ってまいります。 

 廃棄物の不適正処理や不法投棄、無料回収などにつきましては、地域住民との連携を密接

に、県環境センターや警察署の協力を得ながら対応してまいります。廃棄物処理関連予算の

適正管理のため、今まで施設ごとに設定をされておりました一般管理費につきましては、平

成２３年度予算から統合させていただきましたのでご理解をお願い申し上げたいと思ってお

ります。 

 第４都市基盤についてであります。 

 政権交代後、新政権がゼロから取り組む最初の本予算である平成２３年度予算においては、

既存の事業を抜本的に見直し、国土交通省成長戦略の実現を始め、確固たる戦略の下に大胆

に予算を組み替えることにより、新たな時代に対応する国土交通行政へと大きく転換を図る

というふうにしております。本予算は真に必要な社会資本整備の着実な実施に向けまして、

極めて厳しい財政状況の中、地域経済に与える影響や、平成２２年度における削減の改革の

姿勢の評価等を踏まえまして、公共事業関係費は内閣府計上の地域自主戦略交付金に移行し

た額も含めて４兆６,０２２億円、対前年度比９６％を確保したところであります。また、地

域主権の確保に向けた取り組みといたしまして、投資補助金の一括交付金化に伴い、社会資

本整備総合交付金の都道府県分のうち３,７６０億円を地域自主戦略交付金に移行するとと

もに、同交付金の抜本的見直しによりまして、現行の４分野、活力創出基盤整備、水の安全・

安心基盤整備、市街地整備、地域住宅支援を一つに統合いたしまして、一層柔軟な予算流用

を可能にするなど、地方の自由度・使い勝手をさらに向上するということとしているところ

であります。 



 - 10 -

 平成２３年度直轄事業の国道１７号浦佐バイパスは平成２４年度一部供用に向けて、水無

川橋上部工として２から４億円、八箇峠道路は南魚沼・十日町両工区のトンネル工事を中心

とする事業促進として２０から２５億円、六日町バイパスにつきましては八箇峠トンネルの

残土を利用した小栗山地区の工事促進及び用地買収推進のためこれは０から２億円とこうい

う配分になっているところであります。 

 また、平成２３年度予算に向け直轄事業の個別公共事業評価及び総点検結果が２月１日に

発表されたところであります。ご承知のように六日町バイパスにつきましてはＢバイＣが１

を割ったことから再評価を行うこととしておりますが、ただし、残事業費に対するＢバイＣ

は１.７でありますので、事業凍結された場合は損失が大きいことが想定されるため、事業継

続に向けて検討を進められているところであります。他に国道２９１号坂戸バイパス、八海

橋の架替え等、各種国県事業につきましても関係各位のご尽力をいただきながら整備促進に

努めてまいりたいと思っております。 

 市の公共事業は継続事業及び早期完了予定の事業並びに緊急性等を考慮して優先配分し、

地域住民の安全性、利便性の向上とともに快適な生活環境の確保を図るため積極的に道路事

業などを進めてまいりたいと思っております。また、地域経済の活性化を促進するため、昨

年度に引き続き「住宅リフォーム事業」を実施し市民の生活環境の向上を図ってまいります。

また、国が進める新たな生活交通に対する補助制度の対応するため、「南魚沼地域公共交通確

保維持改善協議会」これも仮称でありますがこれを設立いたしまして、基幹病院を中心とす

る市内医療機関の再編なども見据え、南魚沼市の特性に応じた持続可能な公共交通のあり方

を検討してまいりたいと思っております。 

 上水関係では、給水サービス水準の統一、管理の一元化、維持管理経費の縮減を通じた経

営効率化を図ることを目的といたしました国の補助対象事業の遠隔監視システムの整備事業

が３か年計画の最終年度となりました。新施設への移行に際しましては、既存の機器設備と

整合性を図りながら安全・円滑に作業を実施させていただきたいと思っております。また、

栃窪・岩之下地区に布設されております配水管が、昭和４３年の創設当時からの石綿管・塩

化ビニール管のままでありまして、老朽化が激しいため、昨年度に引き続き２か年計画によ

りまして、国庫補助対象事業として布設替えを行い安全供給に努めてまいりたいと思ってお

ります。 

 第５に産業振興についてであります。 

 はじめに農業関係であります。平成２２年産米の品質低下要因等について「平成２２年産

米の品質に関する研究会」の研究結果が発表されました。新潟米の品質低下の要因につきま

して、第一は過高温が続いたことと降雨が少なかったことであり、それに加え稲の初期成育

が悪く、その後の急激な気温上昇により草丈が伸長したことで穂肥が施用できず、結果的に

栄養不足の状態で過高温を迎えたことが白未熟粒の発生につながったものというふうに結論

付けられております。また、高温時の対策として、深耕・施肥をはじめとしたきめ細かな栽

培管理などの対策が示され、今後とも消費者の信頼を獲得していくために、食味を維持しつ



 - 11 - 

つ、一定の品質を確保していく努力が重要であります。引き続きＪＡなど関係機関と連携し

指導に努めてまいりたいと思っております。 

 生産数量目標でありますけれども、平成２２年産水稲の作況は全国で９８となり収穫量は

８２４万トンで供給過剰状態が続いております。このため、国は全国水稲生産数量目標を平

成２２年産米より１８万トン少ない７９５万トンに設定し各県に配分をいたしました。新潟

県は９,４５０トンの減となり、当市に対し昨年比約１,０１７トン減の２万１,４１０トンが

生産数量目標として通知をされたところであります。配分率が少なくなった要因は、平成２

２年６月末の魚沼産コシヒカリの在庫が多いことが一番でありますが、南魚沼産米の販売実

績が在庫はほとんどないということであります。このことが適切にこの販売実績に反映され

ないということでありまして、これは極めて残念でありますし遺憾な結果であります。両協

議会では、市からの生産数量目標に基づき協議を経て、農家への配分をさせていただくとこ

ろであり、農家各位のご理解とご協力をお願いする次第であります。 

 平成２２年度からはじまりました「個別所得補償モデル事業」は平成２３年度から「農業

者個別所得補償制度」として米の所得補償交付金に加え畑作物の所得補償交付金などに拡大

し、本格実施をされるというところであります。 

 林業関係についてでありますが、資源循環型の森林整備の促進及び林業・木材産業の活性

化と定住促進を図ることを目的といたしまして、南魚沼市内産の杉を使用した住宅等に対し

て木材購入額の一部を補助する「南魚沼の木で家づくり事業」を実施する予定であります。

本事業によりまして地域林業の振興とそして定住促進が図られるよう期待をしているところ

であります。 

 次に、商工観光についてであります。雇用環境につきましては、景気はやや回復傾向にあ

るものの依然として厳しく、全国の１２月の失業率は前年と同じく５.１％と高い、そして今

春卒業予定の大学生の就職内定率は昨年１２月現在で６８.８％と、学生を取り巻く雇用環境

等も依然として深刻な状況であります。ハローワーク南魚沼管内の１２月の有効求人倍率は、

季節需要もあったということでありますが１.２３倍と前年同期の０.６６倍を上回っており

ます。先行き不透明で予断を許さない状況でもありますが、雇用対策は重要な課題と認識し

ておりまして、国の雇用創出特別基金事業などを実施して雇用の創出や企業情報の収集に努

めてまいりたいと思っております。国の雇用・能力開発機構の廃止に伴い、魚沼地域職業訓

練センターについては無償で譲渡を受けることといたしましたが、より有効活用を図り雇用

の促進につなげていきたいと思っております。 

 今泉博物館の有効活用と利用活性化に向けた観光交流拠点整備事業につきましては、国の

平成２２年度予算の活用によりまして全体の予定を繰り上げ、平成２３年度中にほぼ整備を

完了する計画で準備を進めております。 

 旧天地人博会場を利用して開催いたしました「戦国ＥＸＰＯ」には、観光客を始め全国か

ら５万８,０００人を超える人々からおいでをいただきました。天地人博には当然遠く及びま

せんでしたが、経済効果と南魚沼市の名を全国に発信できたことこういうことだと思ってお
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りますし、地域の活性化に取り組む組織の連携がより一層深まったものと思っております。

今後も貴重な人材や観光資源をさらに活用、発展させ活性化につなげていく必要があります。

このため、「天地人」を契機に立ち上げていただきました「愛プロジェクト推進事業」を引き

続き展開してまいりたいと思っております。その一環として、平成２３年度は坂戸城築城５

００年記念事業やコンテンツ・ツーリズム推進事業などの支援を行ってまいりたいと思いま

す。 

 低迷しておりますスキー観光の活性化やグリーンツーリズム事業の推進など、多方面にわ

たる観光振興事業を実施するに当たり、関係機関・団体、そして市民が一体となって取り組

まれるよう努力をしてまいりたいと思っております。 

 第６に行財政改革についてであります。 

 本庁機能の集約による事務効率向上を目的として、９月までに福祉保健部が本庁舎に移行

してまいります。配置場所につきましては、福祉課と子育て支援課を本庁舎１階に、保健課

は現保健センターに配置をいたします。また、旧ＪＡビルの２階には産業振興部及び農業委

員会を、３階には国土調査室を配置したいと思っております。現国土調査室は、移転終了後

一部改修を行い議会委員会室として使用いたします。これに伴う本庁舎及び保健センターの

事務室改修費を当初予算に計上させていただきました。 

 加えて、多様化、高度化する行政ニーズに対応するため機構改革を実施いたします。まず

市民の皆様への情報提供と市民の皆様からのご意見ご要望を市政に反映するといった広報広

聴と秘書の機能を一層強化充実すべく総務部内に「秘書広報室」を新設していきたいと思っ

ております。 

 また、幼児期から青年期までの子どもと若者の支援を行うため教育委員会に「子ども・若

者育成支援センター」を新設し、不登校や支援が必要な子ども達や若者とその家族の相談窓

口の強化充実に努めてまいりたいと思っております。ここのセンターには管理職としてのセ

ンター長と職員１名を配置させていただきます。福祉保健部やふれ愛支援センターなどの関

係機関との連携によりまして効率的な施策運営を進めてまいります。 

 病院関連につきましては、先ほど申し上げましたが城内診療所を病院事業部局から市長部

局に移動し福祉保健部保健課の出先機関の診療所とさせていただきたいと。なお、診療所長

はそのまま設置をさせていただきます。 

 平成１９年４月１日に制定しました市民の規範たる「南魚沼市民憲章」、平成２０年１０月

１日に制定し、記念碑を建立します市歌「時代新たに」につきましては、引き続き普及・推

進活動に取り組んでまいります。 

 市内１２地区で活動が展開されております地域づくり協議会につきましては、六日町地区

を除く市内１１か所の地区センターを拠点として、それぞれ地域の自主性を尊重しながらコ

ミュニティ活動の活性化に努めていただいております。平成２３年度におきましては、公民

館の分館事業との一体化をさらに進めるとともに、人口による傾斜配分を導入し交付額を増

額いたします。今後とも地域の活性化に向け支援をしてまいりたいと思っております。 
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 広報広聴活動につきましては、平成２２年度に更新いたしました公式ウェブサイトの新シ

ステムを活用し、市報とあわせ、より一層内容を充実させた情報提供に努めてまいります。

また、今後も市民ふれあい講座や市政モニター制度の活用、市政ポストによる市民の声など

広く広聴の窓口とし、市政に反映してまいる所存であります。 

 以上、新年度を迎えるに当たりまして、主要な施策について概要を述べさせていただきま

した。 

 経済・雇用情勢は、いまだ厳しい状況にあります。この状況を克服するには、市民と行政

が知恵と力を結集し、当地域の活力を増幅させる必要があります。具体的には、「住宅リフォ

ーム事業」、「南魚沼の木で家づくり事業」など、市独自による雇用を創る取組が挙げられま

す。また、潜在的に需要の大きい医療・介護分野などは、今後の魚沼基幹病院を核とした医

療体制の構築の中で、雇用創出を図ることができるものと考えております。そして南魚沼市

が真に自立した自治体として魅力にあふれ、南魚沼市民であることに誇りを持ち、「ここに生

まれ住んでよかった」と思っていただけるように、議員各位を始め市民の皆様と真摯に議論

を重ね、まちづくりを進めてまいる所存であります。 

 最後に、引き続き議員各位並びに市民の皆様の温かいご理解とご協力をお願い申し上げま

して、施政方針とさせていただきます。なお、今定例会に提出しました議案件数は４３件で

あります。内訳が条例１４件、予算２３件、その他６件であります。皆様方からそれぞれよ

ろしくご審議を賜り可決いただきますようにお願い申し上げまして所信表明を終わらせてい

ただきます。 

○議   長  以上で市長施政方針及び行政報告を終わります。 

○議   長  日程第５、報告第１号 所掌（所管）事務に関する調査の報告について（継

続調査）を行います。 

議会運営委員長・樋口和人君の報告を求めます。 

○樋口議会運営委員長  おはようございます。それでは私ども議会運営委員会に付託され

ました閉会中の継続調査についてご報告を申し上げます。 

 平成２３年２月２１日月曜日でありますけれども委員８名の全員出席と議長、副議長から

も出席をいただきました。そして執行部から総務部長、総務部次長、総務課長の３名の出席

をいただいた中で以下の事項について調査を行っております。 

 調査事項でありますけれども、まず平成２３年３月南魚沼市議会定例会の運営についてと

いうことで、（１）番、付議事件の概要についてということでありますが、これにつきまして

は皆様のお手元に配付のとおりでありますし、ただ協議の中で議案について委員会に付託を

したらどうだということが数件ありましたけれども、それぞれ協議を行った中では本会議の

中で進めていこうということになっております。 

（２）の会期及び議事日程についてでありますけれども、これにつきましても先ほど皆様

方からご同意をいただいたとおりであります。 

続いて平成２３年度の当初予算審議の進め方についてということで調査、協議をいたしま
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したけれども、これにつきましてもそれぞれの委員から会派を通じて皆様方に説明があった

と思いますので、それにのっとって今後進めていくということでお願いをいたしたいと思い

ます。それでここまでで執行部の方については退席をいただいたということであります。 

続いて請願の取り扱い、意見書の取り扱いについても、それぞれ皆様方会派から担当の委

員からご説明があると思います。 

続きまして６番の一般質問の取り扱いについてということでありますけれども、今、従来

どおりの形とそれから一問一答方式ということでなされていますけれども、これについて今

後また一問一答方式について、きちんと委員会あるいは各派代表者会議の中で今行っている

こと、されていることの検証といいますか、このままの一問一答方式のままでいいのか、あ

るいは多少の見直しがいるのかということについて検討、検証をしていきたいということで

お話が出ています。これについては今後そのことについても、またいろいろと皆さん方で話

し合いを進めていこうということになっております。 

続いて７番の委員会条例の一部改正についてということでありますけれども、これにつき

ましては先ほどの市長の所信表明にもありましたが、城内診療所を病院事業会計から市長部

局の方へ移行するという中で、そういった条例が通れば私どものそれぞれの議会の中の委員

会の所掌事務の絡みで、多少の文言の変更が必要になるのではないかということで、この件

につきましてもそれぞれ皆様方に協議をお願いするということで、持ち帰っていただいてお

りますのでよろしくお願いをいたします。 

続いて８番の退職の挨拶についてであります。このことにつきましてはこの３月末をもっ

て退職なされる職員の方々につきましてですけれども、この議場での退職の挨拶につきまし

ては、指定席のある方々４名ということでご挨拶をいただくということで決しております。 

 続いて閉会中の議会運営委員会の開催についてということでありますが、これにつきまし

てはまた今後６月定例会があるわけですが、それ以前にもし臨時会等があればまた私どもの

方で調査を行っていきたいということであります。 

 ３番のその他ということでありますけれども、この中ではそれぞれ議会の広報等でも議会

の会期日程等について市民の皆さんにお知らせしているわけですけれども、なかなかきちん

と確定しない中で皆さんにお知らせしているわけですが、そのこととまた市民の皆さん、大

勢のみなさんから議会の傍聴をいただきたい、関心を持っていただきたいということとの間、

どういった広報の仕方がいいのかということで、それぞれちょっと協議をさせていただいて

おります。そんなことで以上、閉会中の議会運営委員会の調査の報告をさせていただきまし

た。 

○議   長  議会運営委員長の報告に対する質疑を行います。 

○山田 勝君  議会運営委員会の中で城内診療所が市長部局に入るということであります

が、そうすると単独予算、そこに特別会計として出るわけです。予算審議におきまして非常

に社会厚生委員会に偏っているような気がするのですが、それに関する質疑はありませんで

したか。 
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○樋口議会運営委員長  そこのところについてのどれをどうというところまで、このたび

は話として出ておりません。 

○議   長  質疑を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって、議会運営委員長に対する質疑を終わります。 

○議   長  総務文教委員長・関 常幸君の報告を求めます。 

○関総務文教委員長  おはようございます。総務文教委員会の所管事務調査についてお手

元の資料に沿いましてご報告申し上げます。 

 調査は１月２４日に行いました。調査事項は５件、委員は８名出席で１名欠席です。議長

からも出席いただきました。調査事項、調査の状況、調査の内容は１ページに記載のとおり

であります。 

調査事項１の美術館収蔵品の現状の保存状況と今後についてであります。来年度今泉博物

館は観光交流拠点施設として、トミオカホワイト美術館は財団白の世界文化村はこの３月に

解散するという新たな動きのある中で、美術館収蔵品及び収蔵庫の保管状況について現地調

査も含め調査いたしました。 

 池田記念美術館では佐藤館長、広田学芸員より、トミオカホワイト美術館は長谷部館長、

高石学芸員より、棟方志功アートステーションでは金井産業振興部長、商工観光課長より説

明を受けました。今泉博物館は時間の関係で現地調査は行いませんでした。 

資料２１ページをご覧ください。各美術館の主な収蔵品、建物面積、展示室、収蔵庫等の

面積が記載されております。説明で来年度策定する文化振興計画の中で美術品の所蔵の点数、

どこに所蔵するか等を明確にしていきたい。そして収蔵状況の悪い棟方志功の作品について

は、今泉博物館に収蔵庫が整備された時点で移したいと説明があり、質疑に入りました。 

質疑は９件ありました。主な内容といたしましては、今泉博物館の収蔵庫の設備や管理状

況について、棟方志功の収蔵庫は移すとして棟方志功の展示場所について、今泉博物館の収

蔵庫のグレードは、今の今泉の収蔵庫よりもいい収蔵庫の整備を、そしてトミオカホワイト

美術館は財団の解散に伴い市で引き受ける等のスケジュールについて。解答につきましては

ここに記載されているとおりであります。 

 ５ページ、調査事項２の教員採用（魚沼地域限定枠採用）についてであります。２４、２

５ページをご覧ください。魚沼地域限定の教諭採用方式を導入した経緯、魚沼枠採用した場

合の採用比率の予想と影響について、教育長、学校教育課長より説明を受けました。 

魚沼地域出身の教諭が少ないということで県内でも教員確保困難地域になっており、現状

の制度では若い教諭の占める割合が高いというそれらを改善するために、２３年度より導入

することになった。魚沼地域枠の採用で学力を向上させようという取り組みであり、魚沼枠

の採用に期待しており２３年度採用の場合は５９歳まで受験資格があった等々の説明を受け

質疑に入りました。 

質疑は６件であります。主な内容といたしましては記載をされておりますが、魚沼採用枠
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の比率は１０パーセントであるがずっとそのままでいくのか。そして魚沼枠は学力という視

点から考えたとき弊害はないのか、美術等の教諭の魚沼枠での採用は、というような主な質

問でありました。回答につきましては６ページ、７ページに記載をされております。 

 ９ページの３の調査項目、大原運動公園整備についてであります。資料の２６ページをご

覧ください。企画政策課長より説明を受けました。設計業務委託の状況や進捗状況、そして

２９ページの大原運動公園の市の整備方針について説明を受けました。この内容については

先月の２月１６日の議会全員協議会で説明がありましたので割愛いたします。 

質疑は８件であります。主な内容は駐車場に関すること、多目的グラウンドの照明につい

て、公式野球場と考えていいのか、用排水対策、遺跡の問題。少年野球は２面ですが１面は

人工芝、もう１面は土と人工芝ということについて。１００メートル走もしっかりしたもの、

４００メートルコースは取れないのか、多目的グラウンドでありますが、冬期間の利用につ

いて等の主な質問であります。 

 調査項目４の１３ページにあります図書館整備についてであります。資料の３１，３２ペ

ージをご覧ください。３１、３２ページについては社会教育課長から、３３、３４ページは

産業振興部長から説明を受けました。 

整備計画の状況では、パブリックコメントの実施状況、それからナグモデザイン事務所に

調査企画委託に出した。そして２３年度に基本設計、実施設計、２４年度着工、開館に向け

た体制づくりや開館時には１５万冊の整備計画、現在１０万冊であります等の説明がありま

した。 

そしてララ内に図書館を整備することについての課題でありますが、３４ページの５点に

ついて説明をいただきました。特にその５点の中でテナント退店の問題、図書館分の市の所

有形態と所有面積とか、高度化資金借入金の繰上償還の問題等々の説明をいただき、質疑に

入りました。 

質疑は８件です。主な内容は、執行部はララ図書館のイメージをどんなふうに話したのか。

図書館整備がララの救済であれば間違いで、図書館に最適の場所なのか。応札がナグモ１社

ということについて。ララ内に図書館整備するということは大きな課題があるが２４年度着

工できるのか。館長について。図書の購入先について。図書館を建設する以外の経費等々に

ついて質疑がありました。 

 調査項目、その他であります。条例の廃止と制定の説明につきまして学校教育課長より説

明がありました。浦佐幼稚園廃止に伴う条例の廃止と今ある教育支援センター、子ども・若

者育成支援センターとして新たに設置するための条例の制定と併せて今の青少年育成センタ

ーをこの中に包括するために、青少年育成センター条例の廃止というような説明でありまし

た。以上で総務文教委員会の報告を終わります。 

○議   長  総務文教委員長の報告に対する質疑を行います。 

○寺口友彦君  総務文教委員長にお伺いいたします。いただいた資料の４ページ、トミオ

カホワイト美術館についての管理という部分と、もう１点ございますけれども、１点目管理
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という中で、答弁の中でそういうことで部内での協議をしており今後指定管理でやっていけ

ればと考えているという、そういう答弁ありますけれども、市の方からはこれをさらに踏み

込んだ形でトミオカホワイト美術館そのものを更地にしてといいますか、池田と今泉等々に

ついてこちらを活用しながらやっていくというようなことについての深い説明があったかど

うかちょっとお伺いします。 

 もう１点は図書館についてであります。いただいた資料１５ページ、高度化資金を借りて

という部分の中で中段以降でしょうか、図書館に売却後のショッピングセンターの運営につ

いては、全体の面積、区割り、テナントの状況がはっきりしない中では収支計画ができない

ということで、会社の方からはまだいただけなかったという部分もあります。 

これに関連しまして、いただいた資料１９ページ中段ですが、質問が図書館をつくるため

の持ち出しは３億５,０００万円ぐらいが必要だと考えてよいのか、という部分についての答

弁の中で、市の方では４割を買う場合に特例債を活用しても説明のつく価格でないと納得い

ただけないので、会社側が簿価といっても実勢価格で買わなければならないという状況もあ

る。これを今後検討していくという部分でありますけれども、これを見ますと、ではその後

市へ売却した後、街づくり会社自体がどういう経営をやっていけるのかというところについ

ての質疑と、それからこうであろうという部分は、街づくり会社自体が出てこなければ説明

できない部分でありましょうけれども、今後の街づくり会社自体の経営についてどうだとい

うような質疑はなかったか、以上２点お伺いいたします。 

○関総務文教委員長  最初のトミオカホワイトの件のその後のことにつきましては、詳し

く説明がありました。ここに載っているとおりでありますので説明はしっかりとありました。 

 それから今の後段のララ内の図書館整備につきましては、その後のことにつきましては詳

しく説明がありました。ここに載っているとおりでありますので、説明はしっかりとありま

した。それから今の後段のララ内の図書館整備につきましては、前段は質問と回答を今言っ

たとおりでありますが、街づくり会社の経営状況等については、深くは触れられておりませ

んでしたし、そういう深いやりとりはありませんでした。以上です。 

○笠原喜一郎君  ２点お聞きをいたしますが、最初に教員採用についてお聞きをいたしま

す。６ページのところで学力調査について結果の報告があったということで、資料が２５ペ

ージに出ているわけですけれども、この結果について教育委員会の方からどういうふうな認

識をもって説明をされたかお聞きをしたいと思っています。 

若干低いとかというような部分で今まで聞いていたわけですけれども、確かにここの標準

化をした点数で見ると９０何点だとかというふうになっているわけですけれども、その下に

ある平均正答数等を見ますと、なかなかやはり厳しい数字かなというふうに感じるわけです。

どういうふうなこの学力調査についての説明があったかをお聞きいたします。 

 それから図書館についてですけれども、今、前者も質問がありましたけれども、これはま

た商工観光の部分となかなかリンクしませんので答えられないかと思いますが、ただ１点だ

け、図書が１万点ほど寄贈があったというのが載っていました。具体的にどこからそんな寄
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附が行われているのか、そういう説明をちょっとお聞きいたします。 

○関総務文教委員長  １点目の教員採用の学力調査のところの資料でありましたけれども、

それについての説明はありませんでした。添付資料としてこういう状況ですよというような、

これについての説明はなかったです。 

 そして図書館についても、１万冊のものについてどこからかというようなことについての

説明もなかったし、質問もありませんでした。 

○笠原喜一郎君  ないと言えばそれっきりですけれども、調査でありますので私はやはり

もう少しその辺をやっていただきたかったなというふうに思っていますし、教員の魚沼枠に

ついては極端に言えば、ではなぜかといったときにはその学力がこの地域は非常に低いとい

うところから出てきた話ですね。学力がでは一体どのくらい低いかという部分をきちんと把

握をしなければ、そのところに私はなかなか結びついていかないのかなというふうに思って

いますので、今後またきちんと調査をしていっていただきたいと思います。 

 それから図書館のその１万冊についてどこからという説明もなかったし、また聞かなかっ

たということですので、それはそれで仕方ない、ここではそれしか言いませんけれども。た

だ、これから図書館を市民の図書館にしていくためには、私はやはり市民が持っている図書

も活用したり、あるいはそこに携わるという形の図書館にしていかなければ、つくっておし

まいだということではないわけです。私はそういう視点でまたこれからも委員会の中で調査

をしていっていただきたいというふうに思います。 

○関総務文教委員長  ただいまの質問についても委員の皆さんはそういう気持ちで会議に

は当然臨んでおります。魚沼教員枠の問題も学力は低いわけだから、そういう問題で調査し

ているわけであります。今回はここの場所では説明は受けなかったというような形の中で、

委員会としてもこの問題については議論しているところで、今回はなかったというような形

でありますのでご理解願いたいと思います。同じように図書館の問題についても、相当数市

民の皆さんにお願いをして図書が１万冊も来ているあるわけであります。それらの利用等々

についても十分委員の皆さんが理解をしていて、今回の中ではなかったという報告であるわ

けでありますので、そういう報告をさせていただきました。 

○岡村雅夫君  若干だぶりますけれども、４点ほどになるかと思いますがお聞きいたしま

す。４ページのトミオカホワイトの件でありますが、これについてはもう１１月、１２月ぐ

らいから当局の方から話があったと思うわけでありますが、この中に答えで指定管理制度を

取り入れてやっていければと考えているということでありますので、こういうのは空白を余

り作らないというのが常道だと思うのです。そういった説明だとかなり準備をしていたと思

うのですが、ひとつその辺をお聞きします。なぜかと申しますと収蔵庫とかあるいは建物と

かかなり年数がたっていますので、リニューアルしてからというような形で、しばらく指定

管理の期間まで時間を空けるような話であったのか、ひとつそこをお聞きしたいわけであり

ます。 

 次、教員採用についてでありますが、魚沼枠で教員の要するに充足をしていく一つの案と
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して、この件を採用したということですけれども、６ページの１行目ですね、潜在的にいる

方が教員になるので臨時教員の確保が難しくなるという、こういった多分説明だと思うので

す。けれども、私は教員になりたくて臨時でしょうがなくやっている人がいる例を見ている

のです。どうもこういったリンクの仕方をしていること自体は、何か臨時職員が足らなくな

るというような、そこの辺の質疑というのはどういうふうにとらえましたか。ひとつお聞き

したい。 

私はちょっと逆行していると思うので、門戸を開かれたという考え方を持てばもっと応募

者が出てきて、臨時をし、本採用になっていくという方が増えるのではないかなというふう

にとらえるのですが、そういった説明はどういうふうになっていたかひとつお聞きいたしま

す。 

 それから大原運動公園で４００メートルコース、多目的グラウンドですね。今現在は多分

４００メートルになっていて、その中にサッカー等がやられているわけでありますが、私た

ちが視察したときには４００メートルのトラックの中でも、少年コートが２面とれるという

ような、そういったこれからの時代の流れがあるというような話の説明を聞いたかと思うの

です。そうすることによってこの貴重な４００メートルというものを残すことが、私は前面

にあるべきだなというふうに思ったのですが。１００メートルのコースを作っても１００メ

ートルだけ練習するのではなくて、バトンパスとかそういうものを練習するには４００メー

トルが必要なわけだというふうに私は思うのですけれども、そういった議論がなかったのか

どうか。ただ、執行部の方針がこうであったというだけなのかひとつお聞きいたします。 

 もう１点、図書館をつくるについて。１６ページですけれども後段のクエスチョンですが、

図書館をつくることが街づくり会社の救済だという話がということで、そうではないという

ような話のやりとりだと思うのですけれども。私はもう誰しも認める、街づくり会社が大変

な状況であるということは、これはわかると思うのです。それをやはり赤裸々に出して委員

会等で調査をしていただきたいというふうに思いますが、そういった考え方の質疑がなかっ

たかどうか。 

そうしてまた駅前の活性化がどういうふうになるかということにつなげていただきたいと

私は思うのですけれども、その点やはり触れないのではなくて、おおいに触れて対処してい

くという形が私は必要だと思うのです。そういう点でどういった質疑がなされたかひとつお

聞きいたします。以上です。 

○関総務文教委員長  １点目のトミオカホワイトの指定管理者との空白の期間であります

が、当然説明がここはきちんとあったわけでありますが、この中にも書かれておりますけれ

ども、財団の手続とか清算によっては質問の中でも当然４月１日からであれば今議会に指定

管理者が出てこなくてはいけないのではないか、ということがあったのですけれども、財団

のこれからの中ではそれ以降になるだろうということで、そうなれば４月１日からは市でし

っかりと管理いたしますと。指定管理者にするかどうかも含めて、これから私どもに提案が

あるわけでありますので、そういうことでありました。 
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 それから教員採用枠の中で臨時が足らなくなるのは云々というところでありますが、ここ

のところもしっかりと説明があって私どもは理解したわけであります。採用も５９歳までと

いうことでありますので、現状であるとそういう４０とか５０の皆さんが臨時的に来ていた

方、そういう方が今回正職として魚沼枠で採用されるわけであります。魚沼枠の場合はそう

いうことが起きるかもわかりませんよ、というふうな表現でしっかりと説明がありました。 

 それから大原運動公園のこの１００メートルのコースと４００メートルのコースについて

も、非常に議論がありました。１００メートルもただつければいいよということではなくて、

しっかりとした走路がなくてはいけないというような形。それから４００メートルについて

も普通トラックは４００メートルだから市が出している４００メートル以上、外周は６００

でしたか、そうではなくて４００メートルにやれないのかというような意見も相当あったと

ころであります。そういう、ありました。 

 それから図書館のところでありまして、当初私どもの所管としては、ララの問題、経営ま

で入るのは所管外になりますので、産建委員長の了解を得て資料をもらってきてあります。

そういう中で内容について説明を受けまして、そういう関係でありますのでララの経営につ

いては、私どものところとしては説明は受けましたけれども、それについての質問とかはな

かったです、少なかったです。説明を聞くだけというような状況であります。以上です。 

○岡村雅夫君  １番目の問題ですが、市でしっかりと管理するということでありますが、

あそこには学芸員もいましてそれなりに二人体制でしたかそうしてやっているのですが、そ

ういった方々が続けてしっかりやるというのならわかるのですけれども、市がきちんとやる

ということ自体がどうもその辺がわかりませんので、今後の調査に期待しておきます。 

 次、教員の採用の問題についてですが、やはりこの動向はひとつきちんと今後も調査をし

ていただいて、なかなか仕事のないこの時勢でありますので、若い方々が大学を卒業し教員

を目指して勉強してきた人たちがスムーズにこういった形で移行できるような、そういった

のを見込んだ政策であってほしいなというふうに思っていますのでよろしくお願いします。 

 ４００メートルの議論があったという話でありますが、これについてはやはり６００メー

トルなり５００何十メートルという論に入る前の、その４００というのはどういうものなの

かという、どういう意義があるのかということをやはり調査をして指摘していただきたいな

というふうな思いで私質問しましたのでひとつ。とってつけたような１００メートル４レー

ンというのはいかがなものかというふうに思いますので、今後もひとつ調査をお願いします。 

 それで今、質疑の中で最終的な図書館のララの問題ですが、産建の所管というような言い

方をしましたが、私はそうでなくて財政にかかわることであります。出資金もかなりしてい

る会社でありますので、やはり総文でやるべきだなというふうに思いますので意見を申し上

げておきます。以上です。 

○議   長  質疑を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって、総務文教委員長に対する質疑を終わります。 
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○議   長  休憩といたします。休憩後の開会は１１時１５分といたします。 

（午前１１時０１分） 

 

○議   長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１１時１６分） 

○議   長  産業建設委員長・牧野 晶君の報告を求めます。 

○牧野産業建設委員長  それでは産業建設委員会の報告をさせていただきます。閉会中に

ついての報告をさせていただきます。 

 期日は１月３１日、月曜日です。委員全員の出席そして議長の出席で行いました。執行部

の方からは産業振興部長、建設部長、商工観光課長、農林課長の出席を求め、現地調査及び

事務調査を行いました。なお、調査事項は今回３点ありますが、米政策についてはＪＡ魚沼

みなみさんとＪＡしおざわさんへ参考人出席を求め、ＪＡ魚沼みなみさんの方からは営農部

長と営農企画課長、そしてＪＡしおざわの方からは営農課長と米穀課長の出席がありました。 

 調査事項１、米政策について。２、通学路の歩道除雪について、こちらについては現地調

査を行いました。３、八海山観光施設について、こちらについても現地調査を行わせていた

だきました。それでは日程に沿って報告させていただきます。 

 まず最初に、米政策についてでありますが、産業振興部長の方から資料に基づき説明があ

りました。資料は１３ページから１９ページとなっております。平成２２年度米の品質低下

要因、こちらについて品質向上対策について説明がありました。また、平成２３年産米の生

産数量目標についての説明もありました。ＴＰＰ、包括的経済連携に関する基本方針等につ

いて、ＴＰＰのことについて等の説明もありました。そしてＪＡ魚沼みなみさん、ＪＡしお

ざわさんの方から出席をしていただきまして、いろいろな質疑をさせていただきましたが、

幾つかの質疑を報告させていただきます。 

 資料２ページに書いてありますが、ＪＡ魚沼みなみさんの方では平成２２年産米の集荷量

については、１３万７,５００俵ということでしたが、品質が悪かったためカントリーエレベ

ーターで品位保留された分が３,５００から４,０００俵あり、合計で１４万１,０００俵の集

荷量となっているということで、２１年産米に比べ２万俵少ない状況だったということであ

ります。 

 また、出荷量の１３万７,５００俵のうち、全農販売と比率については独自販売の方が非常

に多い販売になっておりまして、独自販売分での生産は最終に２万１２３円となり全農分よ

り１,４５５円高く精算できたということで、さらに今後も独自販売の比率を高めて農家生産

を高めることに役立てていきたいという説明をされました。 

 ＪＡしおざわさんの方でも作況指数９５ということの中で６万９,０００俵弱、２２年産米

の集荷がありました。１２月末現在ですが、そのうち約３万８,０００俵が独自販売分で既に

終了し、全農販売分は３万俵、生産者にこちらの方も多くお支払いしたいという心掛けの中

で独自販売を行っているということで、ＪＡしおざわさんの方でも少しでも独自販売を増や
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していきたいというふうな説明を全体的にされておりました。 

 ＴＰＰの考え方についての説明もありました。考えを述べていただきましたが、やはり昭

和３９年の森林関係を全て自由化したことを契機に森林関係は産業として維持できなくなっ

たということを前例に挙げて警戒しておりました。 

 また、次のページというか４ページ入りますが、ブランドとしてのコシヒカリについてで

す。色彩選別機等の導入により１等米になるべく仕上げて出荷しているため、比率としては

２５.４パーセントだったのですが、カントリーに入れたものは色彩選別機で５１パーセント

でしているということをＪＡ魚沼みなみさんの方から説明がありました。 

 しおざわさんの方でも同様の、数字については全然違う点はありますが、品質低下、米価

下落で農家は非常に苦慮している、塩沢地域にあった栽培指導を進めたいという説明をして

おりました。今年度から魚沼管内で統一された食味計を導入し、食味計について通信簿とい

う形で農家の方々に返すように作業を進めているという説明をされておりました。 

 販売戦略と市場開拓については、ちょっと先ほども触れさせていただきましたが独自販売

をしていきたいという中で、今後精米販売の方を現在ＪＡ魚沼みなみさんの方では２万８,０

００俵程度だが、３年後には約２倍、２倍まではいきませんが５万俵まで伸ばしたいという

ことでした。 

 ＪＡしおざわさんの方も魚沼みなみと同様に市場開拓をしていきたいということでしたが、

私が感じたしおざわさんの説明の中で「ああ」という思いがあったのが、全農さんが販売し

ているところに、やはりＪＡとしてしおざわやみなみさんの方から営業はしづらいという説

明があるので、本当に新規開拓をしていかなければならないという、要は今まで全農が販売

していたところに行ったらちょっと信義のそういうところで問題があるのでというふうな説

明があったので、やはり営業というのは大変だなというところが、説明の随所に感じられま

した。 

 また、米農家及び米について、将来展望について等の話の中で、農家の所得を考える中で

一番かかるのが農業機械だということで、ＪＡみなみさん、しおざわさんの方は、可能であ

れば農業機械の買い替えについて市の方から助成等をしていただければありがたいというこ

とと、天候により１等米比率が変わってしまうこういうふうな状況が今年は非常に顕著に見

られたので、色彩選別機の導入の助成をお願いしたい。この導入で魚沼のブランドと農家を

育成していきたいというふうな説明がありました。 

 また質疑、大体今までの説明があったわけですが、その中で幾つかの質疑について説明さ

せていただきます。これは旧塩沢というかＪＡしおざわ管内ですが、ＪＡしおざわ管内では

ＢＬ米よりも在来種の方がおいしいと言っている生産者があり、風評が心配だというふうな

話がありました。そこのところのちゃんと調整をしなければ、なかなか地域まとまっての活

動ができるのかということを心配している委員の意見がありましたが、農協さんの方でも一

生懸命頑張ってＢＬ米の良さをアピールして認識していただくという説明をしておりました。 

 また、委員の方からも米が余る、売れない一番の要因、コストについての委員からの意見
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として、例えば機械のレンタル、農機具のレンタルというのを取り組めばいいのではないか

というふうな質問がありました。農協さんの方ではＪＡ同士による機械のレンタル制度や、

例えば機能は制限されるが輸出向けの非常に安価な機械の販売を検討し、取り組んでいきた

いという話も出ているということだったので、今後に期待できるような話もありました。 

 また、今後の園芸との複合、今後の減反対策とかいろいろなところに対してですが、トマ

トを作っていったり、さつまいもを余り手がかからないで、そこの点をなかなか指導してい

ければなということを言っておりました。今回農協さんからの話が聞けたのが、大変ありが

たかったなというふうに思い、この地域にかける思いを感じられたことに、本当に農協の出

席していただいた方々に感謝を申し上げたいと思います。 

 ２番の通学路の歩道除雪についてですが、ちょうどこの３１日は災害対策本部が設置され

た日でありますが、それこそ非常に雪がたっぷり降っており、全部回りきれるかなという不

安もありましたが見て回りました。この中で非常に見に行くところは除雪がしっかりしてい

るななんていう思いもあったりしましたし、ただ、やはり車道と歩道の間に歩道除雪してあ

って壁ができるわけですよね。そこの雪壁が結構高いところが所々あるなというところで、

委員の方からも、現地でも質問がありましたし、委員会室に戻ってからも質問がありました。 

雪壁が原因で崩れてきたとき子どもに対して危ないのではないかということに対して、基

準をつくるべきではないかということだったのですが、特に基準をつくってはおらず、可能

な限り雪壁の上部を削る、臨機応変に、路線が判明すれば対応を考えていきたいということ

で、随時やっているという説明でありました。 

 八海山麓観光施設についてでありますが、アクティさんから説明を現地でも受けました。

そして現地の中では現場を見たとき、何校か３校ぐらいの小学生、中学生の県内の市外の子

どもたちが滑っておりました。非常に元気よく滑っていて、ああ、いいなというふうな感じ

を正直受けた思いであります。 

 質疑について主なことを話をさせていただきます。施設の老朽化がやはり進んでいるとい

うことで心配しているが、リフトの架け替え等の大規模改修が近々あるのではないのか、そ

のときはどうするのだというふうな質問がありました。老朽化は一番の問題であり、市で大

規模修繕を行う場合は８,０００万円ぐらいかかるのではないかということで、なかなか大変

なことになるので、そのときは営業を続けるかどうかを含めて再度協議して判断していくと

いうふうな回答でありました。 

 その他については、「農業集落排水事業関連条例改正について」と「市道の認定」、「南魚沼

の木で家づくり事業について」、「観光交流拠点整備について」の説明が市よりありました。

以上です。 

○議   長  産業建設委員長の報告に対する質疑を行います。 

○牛木芳雄君  最初の米政策についてでありますが、産業振興部長の方からＴＰＰのこと

についてわずか１行ほどでもって触れられていますけれども、この世論調査の結果のみを話

したのか、あるいはＴＰＰについて市はどういう態度でいくのか、どういう方針だとか、感
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想あるいは他の事柄について発言があったか、なかったかをお知らせください。 

 農協、特に魚沼みなみでありますが、相当もう危機感を持っているということで、ここに

発言内容が書いてあります。しかし、質疑応答を見ますと委員の中にその発言がありません

でした。先の議会でも、我がこの議会は全会一致で意見書を提出したわけでありました。ご

承知のようにＴＰＰは２４項目について協議をするわけでありまして、ことさら農業と経済

界の対立のように、あるいは農業保護と国益かのように、今マスコミで報じられております。

けれども、そればかりではなくて例えば医療関係もありましょうし、公共の調達もあります

し、人的交流もありますし、いろいろな面で大変大きな問題ですけれども、この産建のこの

委員会でどのような議論があったのか。あるいは産業振興部長のただ世論調査の結果の発表

だけだったのかお聞かせください。 

○牧野産業建設委員長  産業振興部長からの説明については、資料ナンバー１により説明

がありました。また、委員からの意見についてＴＰＰについて、また産業振興部長から両方

から深い意見があったかということについてですが、主にアンケートの報告であり、やはり

国の方も今のところいろいろな議論がある中で、アンケートが主だったということでの回答

とさせていただきます。 

○笠原喜一郎君  １点だけお聞きをいたしますが、８ページに通学路の歩道除雪というこ

とで詳しく書かれています。歩道の延長それからそこに対して除雪をどのくらいやっている

かというのがあるわけですけれども、通学路に指定をされている道路で、まだ歩道が設置を

されていない道路があると思いますけれども、どのくらいの割合でまだ歩道が設置をされて

いないのか。そういう説明あるいは調査がされたかどうかお聞きをします。 

○牧野産業建設委員長  どのような状況か、通学路の中で歩道が設置されていない状況、

そちらについての説明等はありませんでした。質疑説明はありませんでした。 

○岩野 松君  今の歩道の除雪の、歩道がある、ないではないのですけれども、現在、歩

道を除雪してもらっていますが、車道と歩道の間の雪の壁が問題だというのが議論されたよ

うです。ここには書いてないみたいですが、それに対しての規制も何でもないということで

非常に高く積みあがって、六日町の街中なんかは雪まつりがあるとそのときちょっと除去す

るというようなケースが多いのです。けれども、それに対して何かこう、これからどうして

いきたいとかそういう説明なり何かはなかったのかが一つ。 

それから説明の観光交流拠点の中で質疑を見ましたら、やはり道路に面してテナントとい

うかあれが建てられるという考え方について、いかがなものかという意見がありましたが、

そこの議論の深まりとかそういうのはどうだったかお聞かせください。 

○牧野産業建設委員長  歩道と車道の間の壁については、正直現地で質疑がありました。

塩沢のところにあった壁は高いけれども、北里のちょっと上のところ行ったところはしっか

りきれいになっているな、歩道も広いな、というふうな話もあったりした中で、随時危険だ

と思うところはやっている。例えば北里のところもたまたま、危険になる前にカットしたと

ころに私たちが行ったのかもしれませんし、塩沢もそれからしたのかもしれません。臨機応
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変に対応しているというふうな回答で、ただ、本当に除雪が一般の道路、そして一般の歩道、

普通の歩道でさえ、なかなかこの時期フル稼働している中で、そこの間のところを本当に強

く、強く議論していくのもやはりケースバイケースで。人手と機械は幾らあっても足りなか

ったのが今年の冬だと思いますし、そういう点を踏まえてのしっかりと臨機対応していくと

いうことでの回答とさせていただければと思います。 

 あと、観光交流拠点についてです。直売所がちょっとわかりづらいのではないかというふ

うな話だと思いますが、これについては１名から意見がありましたが、これ以上の意見はな

かったというのが事実であります。 

○中沢一博君  最後の観光交流拠点の件ですけれども、今までドッグランの件でいろいろ

要望等また陳情等が来ているような状況でございます。それに対して質疑だとか、その後の

状況はどうだったかとか、うまくいっているのかとか、そういった説明等をお聞かせいただ

きたいと思います。 

○牧野産業建設委員長  今回ドッグランについての質疑はありませんでした。市からの説

明もありませんでした。 

○議   長  質疑を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって、産業建設委員長に対する質疑を終わります。 

○議   長  社会厚生委員長・今井久美君の報告を求めます。 

○今井社会厚生委員長  それでは社会厚生委員会の閉会中の継続調査について報告をいた

します。期日は平成２３年１月２７日、２８日の２日間で行いました。委員の出席状況につ

いては両日とも９名全員の出席であります。議長からも出席をいただきました。 

 調査事件でありますが１月２７日がゆきぐに大和病院について、城内診療所の運営方針に

ついて、中之島診療所について、医療対策室の業務について。１月２８日が地下水熱の利用

について、余川保育園の今後について、国民健康保険について、その他としまして、２日間

で８項目について調査を行いました。調査の内容については執行部の出席を求め、各々現地

調査、事務調査を行ったものであります。 

 最初にゆきぐに大和病院についてでありますが、これは資料１９ページにありますとおり

病院機能評価に関する施設の改修状況、医療機器の整備状況、これらについて午後から現地

調査も行ったものであります。この大和病院については病院事業管理者、大和病院事務部長

から資料に基づいて説明を受けました。 

（１）としまして公営企業法全部適用とその後の病院運営について。現時点での評価としま

して、事務次長を設置し事務部長が医師の確保、外部との折衝、経営を主体的に行うことが

可能となった。平成２２年４月から医師と看護師の確保を目的に内部に医療チームを立ち上

げ、そうしたことから医師の確保はしやすくなったが、経営の改善は思うように進まないと

いうようなことであります。 

短期の派遣医師、看護師の採用は柔軟に早く対応できるようになった。足腰の強い体制を
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つくるには組織の問題とマニュアルをつくること。一番のポイントは病院機能評価の取得、

約８００項目を全てクリアしないと認定されない。具体的には３４の委員会を立ち上げ組織

を横断的に見ることと、地域医療連携室を設置したとこういうような説明であります。 

 （２）としまして、平成２２年度４月から１２月の経営状況について説明がありました。

入院でありますが平成２１年より１,８０７人の増、外来が４,９５９人の減。事業収支につい

ては入院、外来の患者数に連動していまして、平成２２年度収益については入院が１２億９,

７９８万円、前年度比１０４.５パーセント、外来が８億７,０７５万円、前年度比９９.２パ

ーセントで推移しているということであります。 

事業費用については給与費が１７億８,５５９万円、材料費が４億６,２２２万円、経費が３

億４,７００万円。純損失は６,０６２万円でありますが、前年度比４,７０９万円の減となっ

ております。 

 職員数については１月１日現在で医師と歯科医師あわせ１６人、看護職が１３４人という

ことで、前年度比６人増のスタッフで推移しているというようなことであります。 

 質疑を行いました。医師確保に関する質疑がかなり出ております。そのことにつきまして

良い指導医がいる、プログラムがある、看護師・コメディカルのレベルが高い、良い医療機

器がそろっている、住宅やアメニティがきちんとしている、働きやすい環境がある、そうし

たものが合致して初めて若い先生から来てもらえる。また、医師は電話では来てくれない。

行って会って頭を下げて説明して話をして、それを積み重ねて何年もの蓄積が必要であると

いうようなことでありました。 

 また、基幹病院ができたときに、今、大和病院を運営している方たちが市立病院をどう構

築していくのかというような質疑もありました。このことにつきましては、医師がどういう

医療をしたいのか、医療資源の確保も含めてプランをつくっていかなければならない。基幹

病院が行わない部分の医療を責任を持って対応し、市長から１２月までに南魚沼市全体の医

療体制についてまとめてほしいという依頼について、大和病院としては９月くらいまでに全

員の意見を聞いた上で、大和病院のあり方や、南魚沼市全体の医療体制についてまとめたい

と考えていると、こういう答弁がありました。 

 また、改革プランについても何点か質問がありました。改革プランはつくったところで経

営改善が進まない。全国的には自治体間でのやりとりもあると思うが、自治体病院が生き延

びる方策、改善策はないのかというようなことであります。全国自治体病院協議会があり、

約９７０の県立、市町村立病院が加盟しており、そこでよくアドバイスをいただくというこ

とであります。当院は人件費比率が７０パーセントで非常に高く、改革プランの目標値は５

２パーセント、それをどうしたらよいのかアドバイスも受けているということであります。 

 次にその人件費比率７０パーセント、これについても質疑がありました。５２パーセント

以下が理想であるが、今は７０パーセントを超えている。その差額を繰入れでという話は無

理な話かお聞きしたい。要求するために根拠のある話だと思うがというような質疑でありま

す。それについては、政策的なことであればお願いできるかもしれないが、年齢構成による
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人件費の部分は赤字補てんであり正規な繰入れではないので、努力をさせていただく方がよ

いと思うと、こういう答弁であります。 

 次に城内診療所の運営方針についてということで大和病院事務部長、城内診療所事務長か

ら資料に基づき説明を受けました。現状と課題、今後の運営方針そして（３）としまして病

院事業会計からの分離による特別会計設置、このことにつきまして平成２１年度末一時借入

金が２億８,０００万円、累積欠損金が５億６,６００万円。平成２２年度の収支予測では約９,

０００万円がそれぞれ上乗せさせられる。病院事業全体の資金不足を増大させ、資金不足比

率の２０パーセントへの到達を加速させるおそれがある。基幹病院建設、地域医療再編に対

応するため、ゆきぐに大和病院と経営を分離し、特別会計を設置し、創意工夫により経営の

充実を図る必要がある。平成２３年度から実施を予定しているという説明がありました。 

このことにつきまして、やはりこの累積欠損金、単年度で約１億円の欠損金が発生する。

これらについてこの後特別会計に移行する中で心配される意見が出ております。このことに

対しまして、城内診療所が特別会計に移行すると病院事業会計の負担は楽になる。病院の運

営、医師の確保、看護師の確保については、それぞれが独自性を持って院長が主体的に医療

方針を決めて行っている。今まで複式簿記で不透明な部分もあったが、今度は収入と支出だ

け、収入、支出が明確になるとこういうようなことと、また１１.７パーセントの資金不足比

率がどのくらいになるのかというような質疑もありました。平成２１年度末の数字で資金不

足額が４億２,２００万円、大和病院分が１億５,９００万円、城内診療所分が２億６,３００

万円、大和病院だけでみた場合５パーセントぐらい、１１.７パーセントが５パーセントにな

るので大分落ちることになるというようなことであります。 

また今後、その特別会計に移った以後の城内病院の運営について、施設の改修も進み修繕

もできている。リハビリ機器等も整備されているが、本来内科の医師の診療があって必要な

リハビリを行うものである。地域の皆さんがよそへ行かなくても最低限の医療を受けられる

環境整備が第一だというようなことであります。 

 次に中之島診療所についてでありますが、このことについては医療対策室長から説明を受

けました。指定管理者は「医療法人社団 優真会」。指定期間は平成１８年４月１日から２８

年３月３１日、指定管理者負担金は月額３０万円。 

 内科、小児科、外科、皮膚科の診療で平成２１年度の運営状況は診療日数２６７日、延べ

患者数が１万９,６９７人、１日平均７３.８人。平成２２年度の運営状況は１日平均患者数が

増えており、保健予防面から乳幼児健康診査にも協力をいただいているというようなことで

あります。 

 次に医療対策室の業務についてであります。この医療対策室については、基幹病院建設に

関すること、医療再編に関すること、地域医療対策調査特別委員会に関すること、休日救急

診療所運営に関することの四つであります。魚沼基幹病院については、この後特別委員会の

報告もありますので少し話は割愛したいと思います。 

 次に（２）の地域医療再編について。医療再編に伴うソフト部分の整備事業として、地域
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医療連携ネットワークの構築、地域医療魚沼学校の事業化に向けた作業を進めているという

ことであります。「住民こそ地域の健康を守る資源である」を合い言葉に、魚沼の３医師会が

行政とともに、市民参加による医療を核として地域再生を目指すことを目的に「地域医療魚

沼学校」を設立し、来年度から住民の医療参加促進事業、地域医療研修コーディネーター育

成事業を行うということで説明を受けました。 

 質疑を行いましたが、やはり基幹病院開院に伴いながら大和病院、六日町病院に関連した

地域医療についての質疑が多く出されております。 

また、魚沼学校の設立について３魚沼の医師会と行政が一緒になってということであるが、

今までと同じような取り組み方では成果が上がらない。行政として、ここに力を入れるとい

う具体的な例があるか。また、市民に対するアプローチをどう考えているのかというような

質疑がありました。これに対しまして、今回は行政側から盛り上がったものではなく、医師

や医療で働く人たちが先頭に立って、地域に密着して市民を巻き込んでいきたいということ

で、行政も一緒になってバックアップをしていきたいというような説明であります。 

 また、地域医療連携ネットワークとはどういうものかというような質疑がありました。こ

の医療連携ネットワークの費用は何億円かかるかわからないが、県の医療再生基金の中で念

出していくと。病院で見たい医療情報と開業医の先生方が見たい医療情報は全く違うレベル

がある。病院であれば臓器別の例えばレントゲン写真など、開業医の先生方は血糖値や糖尿

病などの管理など、健診情報の履歴を見れば大体ことが足りる部分がある。これらを全部つ

なげたいということで、今、医師会を巻き込んで話をしている。３魚沼全部でつながって、

最終的には基幹病院に中心となるサーバーができると一番いいというようなことであります。 

 次に１月２８日、地下水熱の利用についてであります。これは午前中に上町の「豪雪地域

クリーンエネルギー活用住宅」、また昨年つくった西泉田の市営住宅集会所の融雪状況、また

クリーンエネルギー活用住宅では住んでいる奥さんの話も聞いて現地調査を行いました。 

 このクリーンエネルギー住宅でありますが、地下水熱を利用した屋根融雪・冷暖房の住宅

を建設し、太陽光発電設備と風力発電設備を設置して、クリーンエネルギー活用住宅として

定住人口増加の呼び水としたいということで事業が始まっております。住宅入居モニターを

募集し１２月１日から入居をしていただき、夫婦と子ども３人の５人家族で住んでいただい

ております。１２月２４日から根雪となり降雪があり、１月１８日朝には１６８センチの積

雪となり、屋根融雪パネル面積が３３平米、駐車場面積が１０平米、１階が床暖棒面積２２

平米、井戸の径が３００ミリ、深度５０、県支出金の委託金が４,５００万円、市の歳出が４,

５００万円として、うち機械設備工事費に１,４００万円とこういう事業であります。 

 質疑を行いました。通常の５人世帯で、例えばガスを利用した場合と比較して発生するＣ

Ｏ２をどのくらい削減できるのか。そこに大きな目標があるととらえている。比較検討資料

を作成すれば事業評価しやすくなると思う。ＣＯ２排出に大きな効果があれば、量産化で安

くなることも考えられるというような質疑です。大変よい提案であり、あの建物の中でのエ

ネルギー収支は考えているが、通常の５人世帯との比較もあわせて検討させていただきたい



 - 29 -

というような答弁がありました。 

 また、現地を見た中で熱量が足りない場合、健康にも問題が起きると思う。２階では寒く

て寝ていられないから１階で寝ている。住むのに制約があるのではないかというような現地

の奥さんの声を聞いた質疑もありました。１階に床暖房の設備があり非常に快適で２階には

床暖房はない。住むのに制約はなく、１階が暖かいので利用していると解釈している。とい

うようなことであります。 

 続きまして余川保育園の今後についてであります。余川保育園については昭和５１年建築

で老朽化が進んで改築方法を協議してきたが、これまで具体的な策を見いだせなかった。昨

年１０月に学校法人里咲学園から余川保育園対象区域を取り込んだ幼保連携型の「六日町地

域認定こども園（仮称）」計画書が市に提出されました。また、安心こども基金が１年延長さ

れ、交付金制度が継続されることとなった、これらを勘案し建設時の負担や今後の運営費を

総合的に判断し、六日町地域認定こども園計画を推進することが最適であるとの結論に至っ

た旨の説明を受けました。この施設整備計画案でありますが、設置主体及び開設時期は学校

法人里咲学園、平成２５年４月開設を予定しているということで、事業概要は定員が１８６

名程度、事業費が約４億円ということであります。 

 質疑を行いました。事業費が約４億円でありますが、公費でどれくらいの補助があり、事

業者、六日町幼稚園はどれくらいの負担となるのかということであります。このことについ

ては、県との協議の中では、安心こども基金から１億５,０００万円の補助を予定している。

六日町幼稚園と市の負担割合は、大体６割が保育園として必要な面積等を考慮し、６０パー

セントを市が負担することで予算を要求しているということであります。 

 また今後、大規模改修を予定している保育園が幾つかあるが、指定管理者、民間の教育機

関にお願いする場合も出てくると思う。その場合、基本的に幼保連携型の構想を持っている

のかというような質疑であります。該当する施設は八幡保育園、塩沢保育園、中保育園であ

り、八幡と塩沢については公設で保育をする予定であり、中保育園については委託する方向

で検討しており、今のところ要望が強ければ認定こども園化も検討したいというようなこと

でありました。 

 次に国民健康保険についてであります。これは市民生活部長、市民課長から説明を受けま

した。予算の状況でありますが、国民健康保険運営協議会の中で、平成２３年度以降の国保

税のあり方を検討してきた。１２月２４日に国保運営協議会長から市長に意見書が提出され、

それらを踏まえた中で平成２３年度の予算を組み立てたということであります。 

平成２２年度の税率算定時と平成２３年度の当初予算を比較した場合、必要額合計が２億

７,５１０万円の増、充当財源として前期高齢者交付金３億１,０７９万円の増、合計２億３,

９９２万円の増、保険税が３,５１７万円の増、一般会計の法定外繰入を１億円ということで

あります。今までの国保運営協議会の中では法定外繰入３億円程度、税率５パーセント以内

と考えていたが、前期高齢者交付金が約３億１,０００万円増えている。一般会計の法定外繰

入については１億円程度繰入れると、妥当な数字だというような説明であります。 
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 質疑に入りまして、この増額した前期高齢者の交付金について質疑があります。３億１,０

００万円、その内容をお聞きしたいということで、また単年度でなく継続的なことになるの

かということであります。この前期高齢者交付金は国が負担金を減らすべく考えられた制度

であり、平成２０年度から始まって６５歳から７４歳まで医療給付費が基礎になり、当市で

は平成２０年度に１４億円かかっており、２１年度には１７億円、各保険者が全部、支払基

金に報告して全国をまとめる。そして前期高齢者の加入率を基本にして係数により算出する。

制度が始まって新しいので今はそれなりに出せるが、全国の市町村の給付額が上がっていく

と出す方が限界になり、今後どこまで同じような形で交付を受けられるかは未知数だという

ようなことで答弁がありました。 

 また、同じ前期高齢者交付金の額が決まってきたのはいつごろかというようなことと、ど

この自治体もわからないのでは大変だと思うがというような質疑です。毎年１月１５日ごろ

にならないとわからない。支払基金のホームページにより計算する。支払基金が全国的な額

を集約し、示される額を待って予算を組む。例年のことで４月初めに確定通知が来て、５月

の税率算定ができることになる。非常に大きな金額が動くので、その数値、仮計算の数値を

待たないと怖くて予算が組めない状況だ。 

 また、次年度以降もアップ率は５パーセントを超えないように、法定外繰入れを行う基本

方針を持ったと理解してよいのかという質疑がありました。運営協議会の中では３年間程度

を見越した中で、最悪の場合は続けていかなければならないと承知した上でスタートしてい

る。率については、他市町村の状況や全体的な中で５パーセントにこだわらず、極力下げる

方向で考えていきたいというようなことでありました。 

 最後にその他としまして、リサイクルの取り組みについて、平成２２年度学童クラブの施

設整備状況について、揚水設備の深度規制等の見直しについて、各々担当課から説明を受け

ました。以上であります。 

○議   長  社会厚生委員長の報告に対する質疑を行います。 

○中沢俊一君  １１ページの地下水熱利用についてお伺いいたします。我が市特有の地盤

沈下という課題を抱えている中での調査と思っています。その中で、担当課の職員を環境省

の方へ恐らくもう２年になると思いますけれども派遣をしておりました。そういうところと

いうのはあれですね、ホットラインというかそういう情報の交換は非常に大事だと思ってい

ますけれども、今回の調査において執行部の方から、そういう環境省への派遣職員との間の

情報というのは混じっていたかどうかちょっとお伺いします。 

○今井社会厚生委員長  そういう話は委員からもありませんでしたし、執行部からも環境

省へ送っている職員についての話はありませんでした。 

○岩野 松君  １１ページの地下水熱利用についてちょっとお伺いしますが、ここに上町

に住居モニターをしてやっているそうですけれども、４,５００万円の委託金があって、その

うち機械整備工事費が１,４００万円と書いてありますけれども、普通の住宅の他にかかった

費用というのは、いわゆる太陽光とそれから地下熱利用をするためにかかった費用が幾らだ
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ったかというような説明なり質疑なりが、あったかどうかお聞かせいただきたいと思います。 

 それから国保のことですけれども、質疑やそういうのを見てみまして、確か国保の運営協

議会では一般財源の繰入れが、全部上げないですると４億なり５億なりというような雑ぱく

な意見もあったのですけれども、これを見ますと１億円の繰入れというふうに書いて、非常

に思ったより少ないなということです。その原因が前期高齢者交付金が３億１,０００万円の

増があったということで、前期高齢者の決め方というのが、これを見ますと前の年のかかっ

た費用、医療費ですか、それによって勘案するということです。２０年は１４億円で２１年

は１７億円と書いてあります。今回それだけ増えたということは、２２年度はどれくらいだ

ったのかなというのがちょっと見えないのですけれども、もしわかったらお聞かせください。 

そういう問題で、ここにちょっと質疑、問題が何かは出ているのですけれども、ここを見

た限りではちょっと見えないので、そういうのがあったかどうかということをお聞かせいた

だきたいと思います。以上です。 

○今井社会厚生委員長  最初の地下水熱ですが、この機械設備の中に全て住宅のものが入

っているかどうか。確かに質疑だか現地で話がありました。同じ会派の岡村委員さんなんか

も積極的に聞いたので、聞いてもらえれば一番いいのですけれども。もし、私がここで言っ

て間違うと悪いですので、それが融雪にかかわる地下水のものだけかどうかちょっと私、今、

記憶はっきりしていません。後ほどまた皆さんの方へ知らせたいと思います。確かにありま

した。 

 そして国保の方ですけれども、２２年度分については、まだはっきりそこでは資料もなか

ったと思います。出せる状況でもないですからね。そういう状況です。 

○岩野 松君  では、地下熱についてはぜひそれがわかったらお知らせください。それか

ら国保ですけれども、前期高齢者の交付金が３億円という、増があるという書き方の根拠は

何だったのかというそういうのをお聞かせください。 

○今井社会厚生委員長  そのために資料をつけていますけれども、これを計算してもらう

と出ます。前期高齢者のところを見てもらうと、差額増というのは何なのか。そのために資

料がついています。見てもらえばわかります。 

○議   長  質疑を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって、社会厚生委員長に対する質疑を終わります。 

○議   長  昼食のため休憩とします。午後の開会は１時１５分といたします。 

（午前１２時０７分） 

○議   長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

なお、会計管理者より公務急用により午後遅刻と届が出ておりますのでこれを許します。 

（午後１時１５分） 

○議   長   市長より発言を求められておりますのでこれを許します。 

○市   長  大変申し訳ございませんでしたが、私の所信施政方針の際に、最後のむす



 - 32 -

びのところで１４ページでありますけれども、今議会の提出案件４３件、これについてはこ

のとおりでありますけれども、条例１４、予算２３と申し上げましたが、これが逆でありま

して条例２３件、予算１４件でありますので、そのようにご訂正を願いたいと思います。私

の精査が足らずに皆さんには申し訳ございませんでした。よろしくお願いいたします。 

○議   長  地域医療対策調査特別委員長、松原良道君の報告を求めます。 

○松原地域医療対策調査特別委員長  今ほどの件ですけれども、総務部長の報告であれば

いかがなものかと思って異議申し立てをしようと思いましたけれども、市長が自ら謝罪をい

たしましたのでこの件については触れません。大変長い委員長報告、私はいかがなものかな

と思っておりますけれども、最後の私ですので例によって簡単にご説明を申し上げたいと思

いますがよろしくお願いをします。 

 地域医療対策調査特別委員会の調査のご報告を申し上げます。この特別委員会は平成２１

年１２月南魚沼市議会定例会において地域医療対策調査特別委員会の設置をみたところであ

ります。平成２１年１２月１８日第１回地域医療対策調査特別委員会、第１回目の会の内容

では正副委員長の互選を図ったところでありますし、委員長を私、松原良道、副委員長に林 

茂男委員ということで互選をいただきました。 

 第２回の調査事項でありますけれども、期日については平成２２年２月１５日、調査事項

につきましてはそこに記載のとおり３点とその他であります。調査の状況につきましては、

執行部、市長、副市長以下担当職員の出席を求め、調査を行ったところであります。 

 １点目の南魚沼医療福祉センター駐車場整備について、２番の基幹病院の進捗状況につい

て、３番の魚沼医療圏地域医療再生計画について、質疑それぞれ内容についてはそこに記載

のとおりであります。 

 なお、第３回目の地域医療対策調査特別委員会につきましては、今ほど社厚の委員長報告

とかなり重複をしておりますので、その辺につきましては割愛をさせていただきたいという

ふうに思っています。 

 最後に第４回の地域医療対策調査特別委員会、期日につきましては平成２３年２月１日で

あります。調査事項につきましては、魚沼基幹病院（仮称）基本設計と南魚沼市の考え方に

ついて、それぞれ資料に基づき説明がありましたけれども、今まで３回までの調査につきま

しては、基幹病院について県の方向がなかなか我々に見えてこないという状況の中での調査

でありましたけれども、先般の２月２日の新聞報道でありましたように、大分基幹病院の構

想については県の方向性がかなり見えてきた。 

また、この平成２３年度においては先ほど市長の所信表明の中にもありましたように、県

は秋ごろまでに基本設計を完了し、実施設計を完了し、平成２３年度中に工事着手に入りた

いというような市長の所信表明の中で説明がありましたけれども、私ども南魚沼市にとって

はこの基幹病院は、私どものみならず、３魚沼２０万人の市民の皆さんの待望久しい事項で

ありました。ようやくこの先が見えてきたところでありますし、また、私ども南魚沼市にと

ってもゆきぐに大和病院、あるいはまた六日町病院の今後どういった取り組みをしなければ
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ならないのか。 

それはまた大和病院の院長であります宮永院長を始め医師のスタッフの皆さん、あるいは

現場で働いている皆さん、そして何といいましてもここに住んでいる皆さんが、安心してこ

の地で生活ができる、そういう地域医療体系をきちんと市として責任を持ってして取り組ま

なければならないところであります。今年度２３年度からは私ども、あるいは基幹病院につ

いてもかなり具体的な深化が見えるこの事業の推進であろうと思っています。 

今後、議会の皆さんにも先ほど市長が言いましたように、市としても２３年度予算の中で

ゆきぐに大和病院あるいは六日町病院についてのあり方、そういったことをきちんと調査を

しながら、市のあるべき二つの市民病院をどう構築していくのかということが、非常に大き

な提案となっております。議会の皆さんにもそれぞれ忌憚のないご意見、あるいは調査特別

委員会の中でもそれぞれきちんとした論議をしていかなければならないというふうに考えて

いますが、よろしくお願いいたします。以上であります。 

○議   長  地域医療対策調査特別委員長の報告に対する質疑を行います。 

○岩野 松君  いろいろ説明は文章が丁寧に書いてありましてあれなのですが、これから

の将来も含めて地域医療の、安心して住み続けられるということを構築したいということで、

ぜひ、それは委員会としてもこれからも頑張ってもらいたいと思っています。 

そういう中でちょっとお聞きしたいのですけれども、今具体的に市立病院というのは、ゆ

きぐに大和病院が中心で行われていると思っています。これからの将来はここにもあります

けれど、人口の割合からいえば六日町病院に該当する旧六日町、旧塩沢の人口が多くなりま

すと、やはり六日町病院が主体になるのかなという私の雑ぱくな思いでいます。やはりいろ

いろなこの何というのですか、医療というのは医師あってこそだと私は思っております。そ

ういう意味で今、大和病院で中心で働いている方々が、あと５年ぐらいの基幹病院の時間的

な空間もありますからどうなるかわからないとしても、速やかに中心が、この今は県立病院

である六日町に移行すると考えていいのか。そこら辺はどうなるのかということをお聞きし

ながら、ぜひそこもまた考えていってほしいと思っているのです。そういうことが議論にあ

ったり何かあったかお聞かせください。 

○松原地域医療対策調査特別委員長  今ほどの質問の内容についての議論は確かにありま

すし、我々委員会の中でも市長もそうだと思いますけれども、一番懸念されるのが医師不足

をどう解消できるかということ、これは基幹病院についても同じだと思っています。そして

また病院の地域性でありますけれども、やはり大和病院は基幹病院と併設でできているわけ

です。ベッド数も４０というふうなことを具体的に謳っていますし、六日町病院については

１２０床というベッド数も公になっているところであります。当然のことながら我々調査特

別委員会もそうでありますけれども、議会の皆さんも、やはり市民の皆さんもその辺が一番

心配されることだと思っています。やはり市を挙げて医師不足そういったことに取り組みな

がら、市民の皆さんの不安を一つでも取り除くことが我々の委員会としても、そしてまた議

会としても義務だと思っていますのでよろしくお願いします。 
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○中沢俊一君  少し外れるかもしれませんが、市民への病院の何といいますか、一言で言

えばありがたみの徹底だと思っております。どれだけ市民が先生方の応援をしてやれるか、

働きやすい環境を作ってあげられるか。そのための私は市民全体に例えばこの特別委員会あ

たりが音頭をとって、そういうシンポなり何なりフォーラムなりを開くべきだと思っており

ますけれども、その辺のことは委員会の中では話し合っておられましたでしょうか。 

○松原地域医療対策調査特別委員長  ２１番議員も委員でありますけれども、そういった

話はきちんと出ていますので、それらを踏まえて我々もこの問題については、やはり調査特

別委員会という特別な委員会を議長からあずかっているわけであります。少しでも市民の皆

さんが特に不安を抱かないような、きちんとした地域医療体系を構築するのが我々の仕事だ

というふうに思っています。 

○議   長  質疑を終わることにご異議ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって地域医療対策調査特別委員長に対する質疑を終わります。 

○議   長  以上で所掌所管事務に関する調査の報告を終わります。 

○議   長  お諮りいたします。本会期中の特別会計の当初予算審議案及び請願を除く

付議事件は会議規則第３７条第３項の規定によって委員会付託を省略し、また議案等に対す

る市長の提案理由説明は予算及び人事案件に限って行い、その他の案件については市長の提

案理由説明を省略し、担当部長等による説明にしたいと思いますが、これにご異議ございま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって本会期中の特別会計の当初予算案議案及び請願を除く付議事

件は、委員長付託を省略し、議案等に対する市長の提案理由の説明は予算及び人事案件に限

って行い、その他の案件については市長の提案理由説明を省略し、担当部長等による説明と

いたします。 

○議   長  日程第６、平成２３年請願第１号 ２０１１年度年金引き下げ撤回と無年

金・低年金者に緊急措置を求める請願及び日程第７、平成２３年請願第２号 高齢者・国民

が安心して医療や介護が受けられるような施策推進の意見書を国に提出することを求める請

願の以上２件を一括議題といたします。 

 請願第１号及び請願第２号を社会厚生委員会に付託しますので審査をお願いいたします。 

○議   長  日程第８、第１号報告 専決処分した事件の報告について（大和クリーン

センター水処理施設増設（電気設備）工事請負契約の変更について）を議題といたします。

説明を求めます。 

○総務部長  第１号報告についてご説明を申し上げます。本件は工事番号、公和補第２号

大和クリーンセンター水処理施設増設（電気設備）工事請負契約の変更につきまして３ペー

ジの専決処分書のとおり４６６万２,０００円、率にして１.５３６パーセント増額変更とし、

変更後の請負金額を３億８１１万２,０００円とするものでございますが、平成２３年１月５
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日に地方自治法第１８０条第１項に規定をされる議会の委任により、市長専決処分とさせて

いただきましたので、同上第２項の規定によりご報告を申し上げるものでございます。 

５ページをお願いいたします。建設工事変更契約書でございますが、本件は平成２１年６

月定例議会においてご同意をいただき、２１年６月１９日、株式会社日立製作所新潟支店を

相手方として契約締結を行い、施工してきたところでございます。 

７ページの工事変更概要をご覧ください。下段の３の変更理由でございますが、記載のよ

うに①で消雪パイプ用の降雪検知器の設置、②で監視制御装置ソフトの増設、③で電磁流量

計検出器の設置を要因とするものでございます。 

上段にそれぞれ請負金額の増減分が記載をされていますのでご覧をいただきたいと存じま

すし、８ページ９ページに関連の図面が添付されておりますので、あわせてご覧をいただき

たいと存じます。以上で報告とさせていただきますので何分よろしくお願いを申し上げます。

以上です。 

○議   長  質疑を行います。 

○岡村雅夫君  この契約時に私はいなくてわからないのですが、この降雪検知装置とかと

いうこういうものは、多分事前に計画はされていなかったということなのですか。増設なの

ですか。その辺をひとつお聞きします。 

○下水道課長  この降雪感知器につきましては、当初、手動運転で行う予定でありました。

が、しかしデマンドコントローラーということで、何といいますか需要電力の消費を抑える

ためのコントローラーをつけるかたちになったわけですけれども、そのときに消雪パイプも

手動ではなくて自動にした方がよりというか感知ができるというようなことでここの部分を

自動にいたしました。 

○岡村雅夫君  多分このデマンドというのが、多分容量を抑えて契約するために、オーバ

ーすると遮断して要するに不要なものをいったん止めるということだと思うのです。それが

消雪パイプの部分だと、こういうことだと思うのです。契約するためにその装置を入れたの

はいいと思うのですけれども、採算面もどうだかは私はわかりませんが、そうした中で当然、

今度その間に雪が降ったときにはそれなりに量がたまるわけです。私はそういう点ではちょ

っと、そのときにもうその機器を採用する段階できちっと対処しなければならないことでは

なかったのかと。要するに売手がそれぞれだからこうなったという話に聞こえてしまうので

すけれども、その辺はどうでしょうか。 

○下水道課長  デマンドというのはさっきの制御する装置なのですけれども、３０分ごと

に計測をしていきますので、その間で一番高いものがまた需要電力の契約量となるというよ

うなことだったのですけれども。手動運転にしておりますと、消雪パイプのそこの部分が例

えば高くなったときに、もうわからないというようなことがありますので、その消雪パイプ

の方も自動感知器をつけて、その中に組み込んでいきたいというようなかたちであります。 

○岩野 松君  今の問題ですけれども、契約が本当に１０年も前の契約でなくて、２１年

で今２３年でわずか１年半ちょっとですけれども、そのぐらいの年数の差でその考え方が変
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わったということがちょっと解せないのです。最初から、我々が井戸を掘ったときも消雪パ

イプはそういうふうにしなさいという指導も随分自治体からは受けますけれども、何でその

ときにこういうことが考えられなかったのかな、という疑問があるのですがお聞きします。 

○下水道課長  この消雪パイプにつきましては、これは普通の井戸ではなくて処理水をま

わりに回して使う消雪パイプであります。ですので、普通の駐車場とかする消雪パイプでは

なくて、建物の周りを処理水を使っているというようなことで、当初は手動運転でできるも

のと考えていました。 

○議   長  質疑を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって質疑を終わります。 

 以上で専決処分した事件の報告について（大和クリーンセンター水処理施設増設（電気設

備）工事請負契約の変更について）の報告を終わります。 

○議   長  日程第９、第２号報告 専決処分した事件の報告について（大和クリーン

センター水処理施設増設（機械設備）工事請負契約の変更について）を議題といたします。

説明を求めます。 

○総務部長  第２号報告についてご説明を申し上げます。本件も大和クリーンセンター関

係でございますが、工事番号、公和補第１号大和クリーンセンター水処理施設増設（機械設

備）工事請負契約の変更につきまして３ページの専決処分書のとおり６９０万５,８５０円、

率にして２.４４５パーセント増額変更としまして、変更後の請負金額を２億８,９２３万８,

２５０円とするものでございます。同じく議会の規定による市長専決処分ということにさせ

ていただきましたのでご報告を申し上げるものでございます。 

 ５ページをご覧いただきたいと思います。建設工事変更契約書でございますが、本件も平

成２１年６月定例議会においてご同意をいただき、２１年６月１９日、前沢工業株式会社北

関東支店新潟営業所を相手方として契約締結を行い、施工をしてきております。 

 ７ページの変更概要をご覧いただきたいと思います。下段３の変更理由でございますが、

記載のように①で耐震性向上のためジョイント部分に伸縮可とう管を設置、②で吊架台の増

設、③で分配可動堰用扉体設置部壁の構築、④で電動ボール弁の設置、⑤で消雪用配管の延

長、⑥で最終沈殿池の汚泥掻寄機の池の底のコンクリート打ち増し、⑦で最終沈殿地手すり

にアルミ扉の設置を要因とするものでございます。上段にそれぞれ請負金額の増額分が記載

をされておりますので、ご覧をいただきたいと思います。 

 ９ページ１０ページに関係図面が添付されておりますのであわせてご覧ください。以上で

ご報告とさせていただきますので、何分よろしくお願いを申し上げます。以上でございます。 

○議   長  質疑を行います。 

○樋口和人君  今説明をいただいたわけですけれども、この変更理由のところに例えばジ

ョイントの可とう管を設置したいと。あるいは吊架台を設置したいということで、したいの

でしょうけれども、どういう理由でしたいのか。あるいは例えば可とう管については耐震と
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いうことでありますけれども、この辺、市の方でしたい、こちら側でしたいと思っているの

か、あるいは設計屋さんの方でこうした方がいいよという話が出ているのか。その辺をちょ

っとお聞かせを願いたいと思います。 

○下水道課長  大変申し訳ございません。この書き方ですけれどもこれは計上いたしまし

た、ということであります。可とう管につきましては当初から直線部分についてはみていた

のですけれども、ちょうど建物のつなぎ目の部分に入った方がより地震に強いというふうな

ことで設置をさせていただきました。 

○樋口和人君  より強いという今の話ですけれども、ですのでそれがより強いということ

をいわゆる設計屋さんの方からこうした方がいいよ、というふうに言われたのか、あるいは

市の方がやはりこの方が我々みたときこうなんだけれどというのを、その辺をちょっとお聞

かせ願いたいと思います。 

○下水道課長  これについては設計監督している業者の方から言われております。 

○樋口和人君  そうしますと例えば設計屋さんの方で実際これを設計するときに、市の方

から委託を受けてこういう条件でということで設計したわけです。その辺、設計屋さんがや

ってみたらというか、一回設計をしてどんどんできていったら、もうちょっと自分としては

こうだったというようなことが出てくるわけです。その辺について例えば設計をした方、コ

ンサルだかなんかあれですけれども、その辺が見落としている部分というような私はちょっ

と感じがするのです。その辺の認識についてちょっとお聞かせを願いたいと思います。 

○下水道課長  甘いといえば甘かったかもしれませんけれども、やっていく工事を施工し

ていく中で特にジョイント部分につきましては施工業者もそうですし、コンサルの方もあっ

た方がいいというようなかたちで、市の方としてもその方がいいんじゃないかというような

ことでさせていただきました。 

○岡村雅夫君  この用地取得の段階で旧大和町時代には全部大和町の汚水をここに集めら

れるというエリアを確保した経過があるわけです。そして今このオキシデーションディッチ

というものがほぼ整備されると全体がこれで満杯状態です。そして今大和地域で問題なのは

農村集落排水事業の二つの部分が、人口の増、あるいは設備の今後の老朽化によって再築で

はなくて、処理場の送水管をここに取り付けようというような話も以前あったわけですが、

そういったことが可能な設備ですか。今現在の状況での設置ですか。そこをひとつお聞きい

たします。 

○下水道課長  この処理能力につきましては今現在、日最大で８,５５０立方メートルとい

うようなかたちでやっております。これにつきましては今の計画の区域の中では全部まかな

えるというようなかたちです。ただし、農集の部分がつながった場合にどうなるかというの

は、例えば検討をしております、人口の減少だとかそういうのもありますので、このままで

この今の処理能力でできるのか、それとも農集がつながった場合にまた増設が必要になるの

かどうかというのは、ただいま検討している最中であります。 

○岡村雅夫君  特に三用地域が、この農集というのはその当時の人口でやっているもので、
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それであって住宅政策等が入って、あそこは人口が増えています。そうしてまた帰省客とか

そういうとき夏場なんかはほとんど生の状態で出そうな経過があるということまでいわれた

ことがありました。ですので、当然それはもう計画に入っているものというふうに私はみて

いたのですが、計画をしているではなくて大丈夫という話が欲しいと思います。以上です。 

○下水道課長  今現在のこの処理能力の中では、農集の部分は入っておりません。 

○議   長  質疑を終わることにご異議ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって質疑を終わります。 

○議   長  以上で専決処分した事件の報告について（大和クリーンセンター水処理施

設増設（機械設備）工事請負契約の変更について）の報告を終わります。 

○議   長  日程第１０、第３号報告 専決処分した事件の報告について（浦佐こども

園建設（建築）工事請負契約の変更について）を議題といたします。説明を求めます。 

○総務部長  第３号報告についてご説明を申し上げます。本件は工事番号こども園第１号

浦佐こども園（建築）工事請負契約の変更につきまして、３ページの専決処分書のとおり６

５８万４,５５０円、率にして１.７８７パーセント増額変更とし、変更後の請負金額を３億７,

５０２万９,５５０円とするものでございますが、平成２３年１月１７日に自治法に基づく市

長の専決処分とさせていただきましたので、報告を申し上げるものでございます。 

 ５ページをお願いいたします。建設工事変更契約書でございますが、本件は平成２２年６

月定例議会においてご同意をいただき、２２年６月８日井口建設工業株式会社を代表者とす

る井口・島田・桐生特定共同企業体を相手方として契約締結を行い、施工をしてきたところ

でございます。 

 ９ページの工事変更概要をご覧いただきたいと存じます。下段３の変更理由でございます

が、記載のようにプールサイド部分にエコ平板の敷設、児童保育玄関わきの倉庫を病後児保

育室に変更。本棚、布団棚の増設、遊戯室に電動カーテン、各教室に遮光カーテンを設置。

ペレットボイラーの投入口仕様変更により、電気チェーンブロックの削除による減額。造成

植栽工見直しを主要因とするものでございます。 

 なお、下から２行目、真ん中から少し右でございますが「築山して」とありますが、ミス

タイプでございまして、「と」を入れていただきまして「築山として」と訂正をお願い申し上

げます。上段にそれぞれ請負金額の増減分が記載をされておりますので、ご覧をいただきた

いと存じます。 

 １１ページ１２ページに関係図面が添付されておりますので、あわせてご覧をいただきた

いと存じます。以上、報告とさせていただきますのでよろしくお願いを申し上げます。以上

でございます。 

○議   長  質疑を行います。 

○佐藤 剛君  では１点ちょっとお伺いしますが、変更といいますか専決の変更内容につ

いては、当初の計画にないというか計画かはっきりしないものが出てきたので、内容的には
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私は全然問題ないのですけれども、時期ですよね。２３年１月７日専決ということになって

いますけれども、内容をみれば中庭のプールサイドのエコ平板、屋根がついていますので工

事施工が可能といえば可能なのですけれども、それ以降といえば一番雪の大変なときですよ

ね。そういうときにこういうことのエコ平板の設置ということになった。 

そしてまた病後児保育等につきましても、当初どうするかまだ決めかねていた段階ですの

でこれはまた致し方ないのですけれども、だけどこれほどの変更ということになれば、１月

７日以降それが対応できるというのが常識的には私はちょっと難しいかなというところがあ

ります。施工していく中でより良い施設を作っていただくのは大変私はありがたいし、地元

市民としても非常にありがたいことなのですけれども、最初からいろいろごたごたした問題

ですので、この辺はやはりきちんとして対応というか、必要なときに必要な処置でやってい

ただきたいというふうな思いがあります。そこら辺の専決の時期と内容の関係についてちょ

っと説明をお願いしたいと思います。 

○教育部長  お答えします。前回のときもその都度変更が出たときに専決すべきという話

がありまして、そうしたいなということで前回の議会で答弁したことがあるのですが、やは

り細切れになかなかできないということで、まとめてさせてもらいました。それが１点です。 

 ２点目のそれでは、もっと早くできたのではないかという部分なのですが、このカーテン

の部分が指定管理とかなりどこまでやるか、材質がどうかということで決まらなかったもの

で、決まった時点まで持ち越して変更させていただきました。遅くなったことについてはそ

ういう理由でございます。以上です。 

○佐藤 剛君  理由についてはわかりましたし、ただ、ではもう１点だけ確認したいので

すけれども、この物置を病後児室にするとか、カーテンを設置するとか、そしてまたエコ平

板を設置するとかそういうのは、私はどういうふうなかたちにするかとか時間もいろいろか

かると思うのですけれども、１月７日以降の、そしてまた仕事としてきちんと間に合ったと、

その以降の仕事として間に合ったということでいいわけですね、確認だけさせてもらいます。 

○鈴木 一君  カーテンについて質問をしようと思いましたら、今回答をもらいましたの

で。本来であればこれ当初からあるべきものだろうと私は思っていましたし、もしここへ出

てくるならば、設計事務所がある程度責任を取るべきであろうと私は思っています。そうい

う理由であればわかります。 

 もう１点、工事当初から専決事項で何回か認定こども園が出てきましたけれども、私ちょ

っと資料がなくて申し訳ないのですが、トータルででは幾ら追加になったのか後で。今でも

わかれば教えてください。 

○教育部長  お答えします。変更契約の専決は今回が初めてでございます。それで議員さ

んが頭にあるのは９月の時点で我々がカーテンの部分について、それから電気のアースの問

題について予算が足りないということで予算を補正させていただきました。それが多分イメ

ージが大きくてそこでも専決でやったというふうに思われているのでしょうが、工事の専決

についてはこれが最初です。それでそのとき補正していただいた額の中で収まっております。
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余り金額を残さなくて申し訳ないのですが、補正していただいた額の中で収まっております。

以上です。 

○議   長  質疑を終わることにご異議ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって質疑を終わります。 

 以上で専決処分した事件の報告について（浦佐こども園建設（建築）工事請負契約の変更

について）の報告を終わります。 

○議   長  日程第１１、第４号報告 専決処分した事件の報告について（光伝送路新

設工事請負契約の変更について）を議題といたします。説明を求めます。 

○総務部長  第４号報告についてご説明を申し上げます。本件は工事番号、情報基盤工第

１号、光伝送路新設工事請負契約いわゆる光ケーブルを国の補助を受けて架設する工事であ

りますが、この工事の契約変更につきまして３ページの専決処分書のとおり５１８万５,９５

０円、率にして０.７０７パーセント減額の変更として変更後の請負金額を７億２,７７１万４,

０５０円とするものでございますが、平成２３年１月１７日に自治法に基づく市長の専決処

分とさせていただきましたので、ご報告を申し上げるものでございます。 

 ５ページをお願いいたします。工事変更契約書でございますが、本件は平成２２年３月定

例議会においてご同意を賜り、２２年３月１９日株式会社ＮＴＴ東日本新潟を相手方として

契約締結を行い施工をしてきたところでございます。 

 ７ページの工事変更概要をご覧ください。下段の３の変更理由でございますが、記載のよ

うに光ケーブルの架設の方法の変更と配線ルートの変更が主たる変更の内容であります。現

場にあわせた施工方法ということでの増減とご理解を賜りたいと思います。 

 なお、２の変更内容の最初の丸で光成端架とありますが、成端と申しますのはケーブルの

端にコネクターやジャックなどをつける機器のことでありまして、架は棚でございますので、

これは光ケーブルの接続箱の設備でございまして、ＮＴＴさんの局社などで伝送路の新線と

ＮＴＴ側の接続ジョイントの部分というふうにご理解をいただければと思います。上段にそ

れぞれ請負金額の増減分が記載をされておりますので、あわせてご覧をいただきたいと思い

ますし、９ページに関係図面が添付されておりますのでご覧を賜りたいと思います。以上で

報告とさせていただきますのでよろしくお願いをいたします。以上でございます。 

○議   長  質疑を行います。 

○寺口友彦君  この光ケーブルについては昨年３月議会の補正で通っての話でありますけ

れども、変更理由なんかを見ても多分その図面上でも当然わかった部分だろうと思うのが、

今回の変更で減額になったということは歓迎しますけれども、どうもこの部分をみていると

当初からこういうものは当然計画の中にあったはずなのだろうなと思うのですけれども、そ

れが今ごろ出てきたというのはちょっと解せない部分もあります。 

それからもう１点は３月補正で通ったとありますけれども、部長もご存知と思いますけれ

どもこの雪の中、片側を通行止めにして工事をしているというそういうのが非常に目立った
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わけですね。そうすると非常に工事の遅れもあったというのがあって、それとこういう部分

の検証をした中で、ではその総予算を削減した中でこういう方法でやろうということで時間

がかかったということであれば、それは致し方ないのだけれどもどうもそういうふうではな

いのだが、そこら辺の絡みとかはどうでしょうか。 

○総務部長  １点目の計画があったではないかということでございますけれども、これは

平地に建物を造るのと違いまして、全く電柱から電柱を渡っていったり、その先へ行ったら

共同溝に入れなければならなかったりで、非常にやはり現場との差が多くあったというふう

に思います。ここの理由の中にもありますが、建設省さんの共同溝をお借りしたり、飛べな

いところは別ルートでということでまわしていったおかげが安くなったのだろうというふう

に思っていますので、とても設計書の中で全部のポイントを選びきれなかったということが

真実ではないかというふうに思っています。前段はそのように考えています。 

 それから後段の雪の関係でございますが、確かに雪の多い中、一生懸命ケーブルを引いて

いただいたのを私も見ております。つい２月の２４日は私も自宅を引いていただきましたの

でわかりますが、何人かの作業員の他にいわゆる交通誘導員をきちんとつけましてやってい

ましたので、かなり一生懸命やっていただいたのだろうと思います。 

それから工事の遅れの関係につきましては、私が承知しているのは電柱に関する申請、私

ども市の電柱というのはほとんどないわけでありますので、ＮＴＴさんの電柱あるいは東北

電力さんの電柱をお借りしてということで、その共架手続に非常に長くかかったと。これが

電柱１本ずつだそうでございますので、その辺で遅れましたというのが実態でございます。

ただ、ケーブルを引くこと自体はそう難しいことではないという話を聞いていまして、この

２１日に一応幹線は全部竣工したというふうに聞いております。以上でございます。 

○寺口友彦君  これは行政財産ではなく普通財産として市が管理をするという方向であり

ましょうけれども、この減額になった分を含めて維持管理という部分でそういう面でも、こ

の法律の・・・ということであったと思うのですけれど、維持管理という部分では当然効果

があるものだなというふうに思っております。また機会があるたびにこの今後の活用法につ

いてはお尋ねしたいと思います。が、雪の中に本当に１車線通行ですよ。その中でさらにま

た車を止めているというようなところであるのは、これは本当に市民の方からクレームをい

ただきました。ですので、こういうことがないようにしてもらいたい。 

○総務部長  工事の施工でございますので、なるべくご迷惑をおかけしないというのがも

ともとだと思いますので、以後そういうことがないように努めたいと思います。以上です。 

○議   長  質疑を終わることにご異議ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって質疑を終わります。 

○議   長  以上で専決処分した事件の報告について（光伝送路新設工事請負契約の変

更について）の報告を終わります。 

○議   長  日程第１２、第５号報告 専決処分した事件の承認について（平成２２年
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度南魚沼市一般会計補正予算（第７号））を議題といたします。本件について提案理由の説明

を求めます。 

○市   長  報告第５号、平成２２年度南魚沼市一般会計補正予算（第７号）にかかる

専決処分についてご説明を申し上げます。今回の専決処分は所信表明といいますかでも申し

上げましたとおり、豪雪対策本部設置及び豪雪による災害救助法の適用に伴い、道路をはじ

めとした各施設の除雪費等の不足見込額、災害救助費及び経済対策を目的とした国の補正予

算による地域活性化交付金のきめ細かな交付金及び住民生活に光をそそぐ交付金の１次内示

にかかる事業費等についての補正予算を２月８日付で専決処分させていただいたものであり

ます。 

除雪費等に１億７,６３９万円、災害救助費等に２,８７５万円、地域活性化交付金事業に２

億４２４万円を国県補助金及び地方交付税を財源として計上し、歳入、歳出総額をそれぞれ

４億９３８万２,０００円増額し、歳入、歳出予算の総額を３２９億４,１９２万円とさせてい

ただいたものであります。詳細につきましては総務部長に説明させますのでよろしくご審議

の上、ご承認賜りますようにお願い申し上げます。 

○総務部長  第５号報告についてご説明を申し上げます。事項別明細書でご説明を申し上

げますので１０ページ、１１ページをお開きいただきたいと思います。 

 ２の歳入の部分でございますが、９款１項１目地方交付税では再算定結果により――説明

欄を見ていただきたいのでございますが、普通交付税で１,２７７万円ほど、特別交付税で１

億９,４７７万円、都合２億７５４万円ほどの計上でございます。 

 １３款国庫支出金では１目、総務費国庫補助金として国の経済対策を受け、地域活性化・

きめ細かな交付金及び地域活性化・住民生活に光をそそぐ交付金として１億７,２５７万円ほ

ど。 

第１４款の県支出金では１目民生費県負担金として災害救助費県負担金が記載のように２,

８１２万円ほどの計上でございます。 

 １６款１項１目の一般寄附金では記載のように７件の皆様から１１３万円のご寄附をちょ

うだいいたしました。 

 次の１２、１３ページをお願いいたします。３支出の部分でございます。 

２款総務費１項３目電算対策費６５０万円でありますが、先ほどの光ケーブルは市内がで

きたわけでございますが、後山・辻又地区には光が行きません。そこでブロードバンド空白

地域解消のため、設備増強の工事の補助金でございます。４目車両集中管理費、５目財産管

理費の部分は修繕費、燃料費の不足によるもの並びに除雪にかかる経費の追加でございます。

８目地域開発センター及び公会堂費ではきめ細かな交付金を利用して、まほろばの暖房機、

うるおいの里みようのエアコンなどの補修、東開発センターの外壁の修繕などの計上でござ

います。 

３款民生費１項２目心身障害福祉費の丸、障害者福祉事業費では、住民生活に光をそそぐ

交付金の利用で閉園をいたします浦佐保育所の再利用として１階に地域活動支援センター３
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型――日中の居場所を作る事業ということだそうでございますが――を、それから２階に障

害サービス通所就労支援施設、魚の野家の分場とするためトイレ、作業室、事務室等への施

設改修工事費でございます。下の丸、生活支援事業では要援護にかかる住宅除雪委託費の追

加計上でございます。 

１４、１５ページをお願いいたします。最初の丸の学童保育対策事業費は、中之島クラブ、

六日町クラブにエアコンの改修、下の丸、常設保育園施設整備費は屋根の塗装、それから児

童トイレの改修、上町にエアコン、塩沢のプール改修などをきめ細かな交付金を充当させて

いただくものでございます。４項２目災害救助費では除雪機械燃料、除雪の業務委託並びに

災害障害見舞金を計上しております。 

４款１項４目医療等対策費でございますが、きめ細かな交付金の充当で城内診療所では設

備の冷却ユニット入れ替え、自動ドア、配管の改修、それから大和病院ではナースコール、

南棟のエレベーター改修などを行うための繰出し計上でございます。３項３目し尿塵芥処理

施設費では同じくきめ細かな交付金で、金城の里の駐車場の舗装、外壁の部分の修繕を行い

たい分でございます。 

６款１項４目の説明欄の丸、農道事業費５７０万円は今町地内の排水路の改修でございま

す。 

７款１項１目の丸、企業対策事業費では津久野・新堀新田工業団地の看板の修繕をしたい

という部分でございます。その下の観光施設整備費１,２３７万円は築４０年を経過いたしま

した五十沢キャンプ場セントラルロッジの改修、大崎研修道場の修繕であります。いずれも

交付金の充当でございます。 

８款２項３目豪雪にかかる除雪費の追加を、４目の道路橋りょう新設改良費では交付金に

よる市道改良工事費２,５００万円の計上でございます。最下段、４項３目の六日町駅自由通

路・シンボル施設管理費では次のページ１８、１９ページでございますが、防犯カメラの修

繕、その下の丸、流雪溝管理運営費は豪雪にかかる追加計上でございます。４目公園管理費

ではきめ細かな交付金で、児童公園に遊具の設置、河川公園では泥上げなど、銭淵公園では

ミキサーポンプの修繕を予定しているものでございます。５項住宅費では除雪費の追加の他、

交付金により一村尾住宅の屋根修繕、シャワー付きの風呂釜の入れ替え５６戸ほどの計上で

ございます。 

９款消防費１項１目常備消防費では、大和分署の屋根の修繕をきめ細かな交付金で充当さ

せていただくものでございますし、３目の防災費では避難所の表示看板設置を９箇所予定を

しております。 

２０、２１をお願いいたします。１０款では２項小学校費で除雪費の不足の他、二つ目の

丸の小学校教育振興費で光をそそぐ交付金を充当いたしまして図書の購入を。次の小学校施

設等整備事業費ではきめ細かな交付金で上関、石打、三用のプール修繕、第一上田、石打、

第二上田にエアコンの設置を計画しております。３項中学校費でも二つ目の丸、中学校教育

振興費で小学校費に同じく図書の購入費を計上してございます。その下の丸、施設等整備費
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では城内中のプール送水管、塩沢中のプール塗装を計画しております。 

次の２２、２３でございます。中段の５項４目文化行政費では文化資料展示館費として交

付金により給水ポンプ、排水ダクト、電気設備改修などを行うものでございます。６項保健

体育費では説明欄の最初の丸の体育施設一般管理費では、サンスポーツランドにスケートボ

ードパークを整備するための補助金を、次の丸、体育施設整備事業費では欠ノ上クロカンハ

ウスの屋根修繕、大和野球場のネットフェンスなどの他、ディスポートのトレーニングマシ

ーンの整備などを行うものでございます。３目の学校給食費では自校方式事業費で第一上田

の食器洗浄機交換、センター方式事業費では六日町給食センターで食器の購入が主でありま

す。 

当初予算なり補正でなかなかできなかった部分を二つの交付金をもらって措置をさせてい

ただくということでございます。以上で説明とさせていただきます。 

○議   長  質疑を行います。 

○佐藤 剛君  では２点お伺いいたします。まず１３ページですけれども、一番上のブロ

ードバンド空白地域解消促進事業なのですが６５０万円、これは２０年度に多分後山・辻又

はこの事業で設置をしたのです。やはり地元の方からいわせるとやはり配電が悪いというか

状況の悪いところがありまして、その対応にということなのだと思うのですけれども、この

対応で今度は完全にぴっとうまくいくのかというところをまずお伺いしたいと思います。 

 もう１点が２１ページなのですけれども、教育費の関係の小学校、中学校の図書購入費で

すが、光そそぐ交付金事業でそれぞれ当初予算の倍ぐらいの予算がつけて、大変私は学校図

書を充実するのはありがたいと思うのです。けれども、ひとつには急に倍の予算がついて図

書購入の内容的に対応できたかという点と、ここで２年分対応したので来年度予算――まだ

来年度予算を見ていないのですけれども、先々の予算でちょっとこう減らされる、減らして

ならしてしまうのかという、そういう心配もあるのですけれども、そこらへんをちょっと２

点だけお伺いします。 

○総務部長  ご存知のように無線ですので、こちら側というと大変あれですけれども、い

わゆる有線でつないでいるところとの差は出るかもしれませんが、それを極力なくそうとい

うことで今般、措置をいたしましたので十分大丈夫だろうというふうに考えております。 

○学校教育課長  小中学校の図書費の購入でございます。２１、２２当初ここ３年間ぐら

いで一般経費のシーリングといいますか節約をしていたがために、図書費の方に大分そのし

わ寄せがいって、図書を購入をしないで別のところに予算付けをするというような傾向があ

りました。教育振興会の方から要望があって何とか増額してもらえないかということで、今

回６００万円、この光をそそぐで付けていただきました。それを各学校に配分したものでご

ざいます。以上でございます。 

（「新年度は」の声あり） 

○学校教育課長  ２３年度は６００万円には満たないかもしれませんけれども、それなり

の予算が付くと考えています。以上です。 



 - 45 -

○山田 勝君  今回主に雪対策、除雪関係が入ってきてまた出て行くというその補正予算

だと思うのですが、現状まで総括して、この国からの支援でその除雪対応ができたのか。お

年寄りやそういった要援護世帯への支障はなかったのか。その辺の現在までの総括をお願い

したいと思います。 

○福祉保健部長  １３ページの住宅除雪の関係それから１５ページの真ん中辺ですが、災

害救助法によるものと２点ございます。雪の状況が１月３１日までであったということ、２

月に入ってからもう雪が降らなかったというようなことがありまして、私どもの方に市民の

方々から連絡があったのが、１月２４日以降の雪の状況で、市の事業が２４時間までという

ことになっていましたが既にその２４日の時点でもって２４時間超えというような話があり

ました。市の方ではその時点で時間数を増やそうというようなことで、従前の２４時間を１

２時間増やしまして３６時間までというふうなことで、費用を措置しまして民生委員さんの

方には話をしてきたところであります。実際には１月３１日の時点でもう既にその４０時間

越えだとか、あるいは中には５０時間越えというようなこともございました。今の時点では

市の事業につきましては、一番最大でもって８０時間ぐらいのその利用がありました。一応

そこまでは市の方でもみたいなというようなことでありますので、住民の要望があった点に

ついてはそれでもってほとんど多分網羅をされているのではないかというふうに思っていま

す。 

それから災害救助法の方では市の方では見られなかった部分、下雪の処理だとかあるいは

自然落下のその雪処理だとか、そういった部分を災害救助法の方でもってみているというよ

うなことです。災害救助法の方では１２５世帯から申請がございまして事業を実施をしてき

たということで、現時点での決算見込みですけれども８００万円弱の執行というようなこと

になっています。市民からの要望については全てというわけではございませんが、ある程度

は補足ができたなと、そういうふうな認識でいます。 

○岩野 松君  収入の中にきめ細かなというかたちの交付金がきていますが、それは何に

使われるのかなと思っていたら、非常にいろいろなところで使われていて、今までできなか

ったところとかにそういうのを積極的に取り入れてもらっているなというふうに思いました。

その中で１９ページの児童公園管理費ではない、その次の河川公園管理費の施設修繕工事費

というのがありますが、それはどこの場所なのかというのがちょっと私が聞きそびれたのか

あれだったのかお聞かせください。 

○建設部長  それでは河川公園管理費の中で施設修繕工事費でございますが、これはまず

１点目が水無川にありますふれあいパーク、そこのひょうたん池の泥上げだとかそれを計画

をしております。あともう１点は三国川にあります親水公園、そこにありますせせらぎ水路

の土砂上げだとか草刈を予定をしているというところでございます。以上でございます。 

○中沢一博君  １３ページの障害者福祉事業の件でございますけれども、もうちょっと詳

細にお知らせいただければと思っています。また２階と１階とありますけれども、いつごろ

改修をしようとしているのか。また、内容等どのような方向で今考えておられるのかもうち
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ょっと詳細をお聞かせいただきたいと思います。 

○福祉保健部長  １３ページの障害福祉施設でありますけれども、今現在の浦佐保育園を

改修するということで、１階部分についてはドリームハウスさんが入居する予定となってい

ます。それから２階部分については先ほど説明がありましたように、魚の野家が入居する予

定ということです。今現在、保育園でありますので施設の中身を相当部分直さないと、すぐ

利用ができないということがございます。 

内容としましては１点目がバリアフリー化をまずするということ。それから作業所でござ

いますので、自動車の車寄せといいますか、そこの部分を作ると。新しく新設をすると。そ

れから食堂も新設をするというような内容になっています。それから設備関係が非常に古く

なっているということがございますので、そこの部分を新しくしていくということで、全体

でもって工事費を３,０００万円ということで見込んでいるところであります。 

 それから１階部分のドリームハウスさんについては入所者が１１名ぐらいということで予

定をしておりますし、２階部分の魚の野家でありますけれども、今の時点では大体１０名ぐ

らいということで見込んでおりますが、将来的には就労支援施設が不足をしておりますので、

将来的には２０名ぐらいまで収容できるような格好で施設を改修といいますか、そういった

ことをやっていきたいということで一応予定をしております。 

 それから時期でありますが一応まだこの時点でははっきりはしませんが、４月に入って契

約をして、１０月、１１月頃を一応竣工のめどということで予定をしているところでござい

ます。以上でございます。 

○中沢一博君  これにつきまして通院体制というかそういう感じはどのように今お考えに

なっておられますか。お聞かせください。 

○福祉保健部長  通院ということですか。通所の状況ですけれども、あくまでもドリーム

ハウス、それから魚の野家とも、自分で行くということを一応原則としておりまして、送迎

といいますかそういったものは今の段階では予定をしておりません。 

○議   長  質疑を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって質疑を終わります。 

○議   長  討論を行います。 

 討論を終わることにご異議ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって討論を終わります。 

○議   長  お諮りいたします。第５号報告 専決処分した事件の承認について（平成

２２年度南魚沼市一般会計補正予算（第７号））は提出のとおり承認することにご異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって第５号報告は提出のとおり承認することに決定をいたしまし
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た。 

○議   長  日程第１３、第６号報告 専決処分した事件の承認について（平成２２年

度南魚沼市病院事業会計補正予算（第３号））を議題といたします。本件について提案理由の

説明を求めます。 

○市   長  第６号報告 平成２２年度南魚沼市病院事業会計補正予算（第３号）にか

かる専決処分についてご説明を申し上げます。今回の専決処分は今ほどの一般会計の専決処

分で皆さん方にもご説明申し上げました、経済対策を目的とした地域活性化交付金のきめ細

かな交付金にかかる事業費についての補正予算、これを２月８日付で専決処分させていただ

いたものであります。収益的収支におきまして医業外収益、医業費用にそれぞれ１,８００万

円を追加したものであり、補正後の病院事業収益費用の予定額をそれぞれ４１億５,０８５万

円としたものであります。詳細につきましては大和病院事務部長に説明させますので、よろ

しくご審議の上ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○大和病院事務部長  それでは６ページ、７ページをご覧いただきたいと思います。実施

計画明細書によって説明をさせていただきます。収益的収入及び支出、収入でございます。

今ほどございましたようにきめ細かな交付金、一般会計からの繰入金がそれぞれ大和病院で

は８５０万円それから城内診療所では９５０万円でございます。 

支出でございますが、大和病院では経費の中の修繕費、城内診療所も同じでございます修

繕費でございますが、８５０万円、９５０万円ということでございます。中身は大和病院の

方では南棟のエレベーターの改修これに４９４万円、それから廃棄物庫の改修これは今まで

廃棄物を一遍に特にこう分けないで回収をしていたのですけれども、病院の機能評価等々で

やはり分類をしてきちんと、あるいは他のものが混ざらないようにとか、あるいは廃棄物を

置く、廃棄物とその廃棄物を入れるものとか、そういったものが違うようなしかけでやらな

いとまずいというようなことで、そういうような改修に２１９万円。それから廊下の手すり、

それからナースコール。ナースコールというのは外来のトイレだとか、それから風呂場で倒

れたとき、何かあったときにすぐ看護師を呼べるような装置がまだ不足していたので、そう

いう装置を今回させていただくものでございます。 

城内病院につきましては先ほど総務部長からも説明がありましたが、冷房ユニットの交換

が７８０万円ぐらいで、これが大きなものでございます。あとホール入り口の自動ドア７８

万円。これは今までちょっと重い引き戸でしたのでこの際、自動ドアに改修をさせていただ

くと。それから酸素装置のバルブ交換ですとか、診療録の保管庫の空調の設備の改修こうい

ったものを今回、きめ細かな交付金をいただいて改修させていただくものでございます。説

明は以上です。 

○議   長  質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

 質疑を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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 異議なしと認めます。よって質疑を終わります。 

○議   長  討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

討論を終わることにご異議ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって討論を終わります。 

○議   長  お諮りいたします。第６号報告 専決処分した事件の承認について（平成

２２年度南魚沼市病院事業会計補正予算（第３号））は提出のとおり承認することにご異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって第６号報告は提出のとおり承認することに決定しました。 

○議   長  日程第１４、第１号議案 新潟県市町村総合事務組合を組織する地方公共

団体の数の減少及び規約の変更についてを議題といたします。本件について提案理由の説明

を求めます。 

○総務部長  第１号議案ついてご説明を申し上げます。本件は新潟県市町村総合事務組合

を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の変更についてお願いをしたいものでございま

す。見附市、三条市、長岡市の三市を構成市とする刈谷田川水防事務組合が平成２３年３月

３１日をもって解散することとなり、当該事務組合を脱退することから議案中段に記載をさ

れていますように変更をさせていただきたいものでございます。 

 別表第１とありますのは、これは構成市町村の列記でありますし、別表第２は共同処理す

る事務にかかる部分でありますが、いずれも規定中から刈谷田川水防事務組合を削るもので

あります。数の変更、それから規約の変更は関係地方公共団体の協議により定めるとして、

今般、自治法の規定に基づきまして議決を賜りたいものでございます。説明は以上でござい

ますが、よろしくご決定いただきますようお願いを申し上げます。以上です。 

○議   長  質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

 質疑を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって質疑を終わります。 

○議   長  討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

討論を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって討論を終わります。 

○議   長  採決いたします。第１号議案 新潟県市町村総合事務組合を組織する地方

公共団体の数の減少及び規約の変更については原案のとおり決定することにご異議ございま
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せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって第１号議案は原案のとおり可決されました。 

○議   長  日程第１５、第２号議案 南魚沼市立城内診療所条例の制定について、日

程第１６、第３号議案 南魚沼市立城内診療所条例の制定に伴う関係条例の整備について及

び日程第１７、第４号議案 南魚沼市立城内診療所医師住宅管理条例の制定についての以上

３件を一括議題といたします。３件について提案理由の説明を求めます。 

○城内診療所事務長  日程第１５から１７、第２号議案から第４号議案につきましては、

城内診療所に関する条例制定及び一部改正の内容ですので、私の方から一括してご説明申し

上げます。 

まず始めに第２号議案 南魚沼市立城内診療所条例の制定についてであります。本議案は

南魚沼市立城内診療所が平成２３年度においてゆきぐに大和病院との病院事業会計から離れ、

特別会計を設置して運営するに当たり、必要な事項を定めるための条例を制定するものであ

ります。条文の内容については以後説明申し上げます。 

第１条につきましては設置目的を、次の第２条につきましては位置の規定であります。そ

れから第３条は病床数ですが、現行の一般病床１５床それから療養病床４床を引き続き規定

するものであります。それから第４条の診療科目、次にいきまして第５条の診療時間及び２

ページ目になりますけれども第６条の休診日につきましては、これまで南魚沼市立病院事業

の設置等に関する条例で規定した内容、それから現行の診療内容等をそのまま継続して行う

ことで掲げたものであります。 

なお、診療科目につきましては、これが全部標榜しているわけではありませんけれども、

今後、招へい医師等の動向により診療可能と思われる内容について掲げてあるものでありま

す。 

次に第７条から第９条の使用料及び手数料につきましては、診療所の利用者の納入義務及

び納入方法とともに各種法律により規定される料金の算定方法を規定してあります。 

なお、この使用料及び手数料の規定につきましては、これまで診療所が適用させてきまし

た南魚沼市立病院等の使用料及び手数料条例の内容を盛り込んだものとなっております。 

また、第１０条では本条例施行に関する必要事項を別に定めることとしておりまして、具

体的には診療所独自の使用料及び手数料につきまして別に規定によって定めることとしてお

ります。以上、本条例は平成２３年４月１日から施行したいものであります。 

続きまして第３号議案 南魚沼市立城内診療所条例の制定に伴う関係条例の整備について

であります。本条例も城内診療所の特別会計設置に伴いまして、所属する機構が病院事業部

局から市長部局に代わること及び城内診療所単独条例の制定により、従来、属しておりまし

た条例の規定内容を変更する必要性が生じたことなどから、関係する８本の条例を一括して

改正するものであります。詳細につきましては７ページからの新旧対照表でご説明申し上げ

ます。 
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７ページをお開きいただきたいと思います。第１条は南魚沼市職員定数条例の改正であり

ます。条例第２条関係の別表に掲げます職員の定数の改正であります。城内診療所の特別会

計の設置に伴いまして、診療所に勤務する職員が病院事業部局から離れ、市長部局に属する

ことになることによりまして、ゆきぐに大和病院職員定数の今後の予測とあわせまして、病

院事業部局から２０名を減じるものであります。 

なお、市長部局職員の定数につきましては、定数減などの調整によりまして病院事業部局

から減じた２０人をそこに追加する必要がないために、５５０人のままとして職員の総数を

２０人減じた１,０３８人とするものであります。 

続きまして８ページをお願いいたします。第２条は南魚沼市職員の特殊勤務手当に関する

条例の改正であります。本改正は平成２２年度から病院事業を地方公営用法の全部適用によ

って運営するに当たり、ゆきぐに大和病院及び城内診療所に勤務する職員に適用させてきま

した救急業務手当及び時間外等特殊勤務手当を、別に病院事業管理規定に定めることとなっ

たために、該当部分を平成２２年４月１日にいったん本条例から削除して施行してきました

が、このたび城内診療所に勤務する職員が該当する部分を本条例にまた改めて規定しなおす

必要があることから、その規定内容を再度本条例に戻すことが主な内容であります。 

あわせてここの第７条の中で、養護老人ホームに勤務する職員を救急業務手当の対象外と

するものであります。 

続きましてはぐっていただきまして１０ページをお願いしたいと思います。第３条の関係

でありますが、南魚沼市特別会計条例の改正であります。城内診療所を特別会計とするに当

たりまして、南魚沼市城内診療所特別会計として本条例に規定し、第１条の南魚沼市下水道

特別会計の次に加えておくものであります。また併せまして第４条の設置目的としまして市

民の健康保持に必要な医療を提供することを目的とするということで定めるものであります。 

次に同じページですが、第４条 南魚沼市病院事業の設置等に関する条例の改正でありま

す。城内診療所を病院事業から分離することに伴いまして、本条例をゆきぐに大和病院のみ

の規定条例とするための改正であります。そのために条文内にあります城内診療所の規定を

削るとともに、病院等をただ病院に改めるものであります。併せて今までは別表に規定して

おりました大和病院の診療科目及び病床数を条文の中に移して規定するものであります。 

ちょっと飛びまして次に１３ページの最下欄から１４ページにかけてご覧いただきたいと

思います。第５条の関係は南魚沼市立病院等に勤務する医療技術職員修学資金貸与条例であ

ります。本条例は第１条に規定のとおり、大和病院及び城内診療所に医療技術職員として勤

務しようとする者が、その修学のために必要とする資金を貸与するための条例でありますが、

城内診療所が病院事業から分離したことにより、病院事業設置等に関する条例の規定による

病院に該当しなくなるために、改めて南魚沼市立城内診療所をこの条文に加えまして条例に

規定する病院及び南魚沼市立城内診療所とするものであります。 

次、第６条関係で南魚沼市立病院医師住宅等管理条例についてであります。本条例も第５

条の病院事業設置条例と同様に、城内診療所がこれまでの病院事業管理者から市長の管理す
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る医師住宅として別に条例を制定することに伴い、大和病院単独の医師住宅管理条例とする

ための改正であります。改正内容としましてはまず条例名を医師住宅等の等を取りまして、

南魚沼市立病院医師住宅管理条例とすること。及び条文中の字句についてこれも病院等の等

を取りまして病院に。それから医師住宅等の等を取りまして医師住宅に改めること。及び診

療所の字句を削除することが主な内容です。併せて関係する字句の整理を行うものでありま

す。 

なお、城内診療所医師住宅管理に関する条例につきましては、第４号議案でご提案申し上

げます。 

次に１７ページをお願いします。第７条関係 南魚沼市部制条例の関係です。これも城内

診療所が新たに市長部局の福祉保健部に属することによりまして、城内診療所が担う地域医

療を福祉保健部の事務分掌に加えるものです。具体的には第２条第３号の福祉保健部の事務

分掌に地域医療に関することの項目を追加するものであります。 

最後になりました１８ページをお願いしたいと思います。第８条 南魚沼市立病院等の使

用料及び手数料条例の関係でありますが、本条例も城内診療所が分離することに伴いまして

城内診療所の字句を削除し、併せて題名も病院等の等を削り、南魚沼市立病院の使用料及び

手数料条例に改めるものです。以上８本の条例改正につきましても、平成２３年４月１日に

施行したいものであります。 

最後ですが第４号議案についてです。第４号議案 南魚沼市立城内診療所医師住宅管理条

例の制定についてであります。本条例は城内診療所に勤務する医師が住まいとします医師住

宅の管理につきまして大和病院との条例から分離させ、市長の管理によります城内診療所の

医師住宅として独自で定めるものであります。本条例でいう医師住宅とは診療所が所管する

住宅、又は借り受けて医師の住宅の用に供する住宅のことをいいます。いずれの住宅につき

ましても、診療所に勤務する医師であることを入居の条件とし、貸付料及び使用料に際して

の費用負担を負う義務を課しております。 

その他、規定の内容につきましては今まで属しておりました南魚沼市立病院医師住宅管理

条例と同じであります。この条例につきましても平成２３年４月１日に施行したいものであ

ります。 

説明が長くなりましたが、以上三つの議案についてご説明申し上げました。よろしくご審

議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。以上です。 

○議   長  一括して質疑を行います。 

○佐藤 剛君  では確認も含めまして２点お伺いいたします。まず３ページの一番上に出

ていることだと思うのですけれども、今度会計が変わりますので、例えば３月末できっちり

切れる会計と、会計閉鎖期を持った会計とということになるわけです。今度、城内病院その

４月以降入ってくる前年度分のお金ですよね、それについては多分ここに書いてある内容な

のだと思うのですが、読み取れないのでちょっと確認なのですけれども。３月までの診察料

とかそういうので４月以降に入るお金については、何らかのかたちで城内診療所で受けて、
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ゆきぐに大和の方にまた戻すというようなことでいいのかというのが１点。それは確認です。 

 それでもう１点が１６ページですけれども、医師住宅の管理の関係ですが、中段あたりに

今までなかった雪囲いというのを項目に入れました。ということは今まで雪囲いは公費の部

分でやっていたのかもしれないのですが、今度は自己負担ということになりましたよね。そ

の考え方なのですけれども、細かいことなのでどうでもいいといえばどうでもいいのですけ

れども、考え方として大体来ていただけるドクター、先ほど来医師不足の話が出ています。

雪のないところから来て雪囲いがどれほどの金額になるかわかりませんけれども、それぐら

いあえてここに入れて自己負担といいますか個人負担にしなくても、私はいいのではないか

と思うのですけれども、そこら辺の考え方２点をお伺いします。 

○城内診療所事務長  お答えいたします。１点目の診療報酬の収入の件ですけれども、こ

れは現行、窓口収入ですとその日の診療分がその日に入りますので、２２年度、２３年度は

明確に区分されます。ただ、保険者から入る報酬につきましては２カ月遅れということにな

りますので、実際の診療月と収入になる現金として収入になる月に２カ月間のずれが出てき

ます。これにつきましていろいろ議論をしたのですけれども、それをいちいち特別会計の中

に繰り越すということはできませんので、もうこれは２３年度に入ってくる現金につきまし

ては特別会計の収入にし、３月までに入ってくる分については病院事業会計の収入にしよう

ということで、どこかで線を引くということで行おうというふうに考えております。 

 それから医師住宅の雪囲いの件ですけれども、今までも特に軽微なもの――雪囲いの費用

というのは今まで他の条例にはあったのですけれども、城内診療所の医師住宅条例を作る際

にこれも統一した方がいいだろうということで、大和病院が関係する医師住宅条例もそれに

あわせようということであります。細かい部分を記載しただけで実際にはこの条文の中には、

これによらないときは管理者の協議により定めることができるということがありますので、

必ずここに規定してあるから入居される先生から払っていただこうということではありませ

ん。その程度によりまして協議して負担割合を決めたいというふうに考えています。以上で

す。 

○寺口友彦君  第２号議案、診療所条例についてですが、先ほどの社会厚生委員会の報告

にもありましたけれども、一般会計から３億８,０００万円を繰入れて病院会計から切り離し

をすると。病院会計自体の負担を減らしてその後にかかるだろういろいろなマイナスの部分

を取り除こうという考えであろうと思いますけれども、そのことについてはいい方法かなと

いうふうに思います。 

しかしながら、この城内病院の今後の運営方針、社会厚生委員会の資料がありますけれど

も、例えば常勤医を中心とする安定的な医療体制の構築であったり、医療従事者の効率的な

配置による医療の充実という部分、これは特別会計のときからやってきたわけでありますよ

ね。そうすると、会計上の操作をしただけで本来の城内病院を単体でみた場合についての会

計については、恐らくまた９,０００万円近いマイナスが出るのではないかなという部分もあ

る。そうすると新年度に入っていきなりこれはどうするというような話にはならないと思う



 - 53 -

のだけれども、ただこういうマイナスの部分が出るというものを、ある程度承知した中で特

別会計を作るということについては、今後の運営方針についてかなり見通しがなければ私は

だめであろうと思うので、この辺についての見通しがあったらお聞かせ願いたい。 

○城内診療所事務長  おっしゃるように病院事業会計から特別会計になったからといって、

すぐ４月１日から運営方針が変わって体制が変わるということではありません。特別会計に

移ることによって今まで病院事業会計で複式でやってきたものが、収入・支出が明確になり

まして不足分については赤字ということで明確になる、そういった意識を職員が持ち、また

皆さんから持ってもらうということが一つの目的であります。 

市全体の繰入金ですとか補助金についてすぐ改善されるということではありませんが、そ

ういった意識を少しずつ持つことによりまして、経営について職員が意見を出し合ってでき

るだけ削減していこうという意識を変えるということが一つのねらいであります。やってみ

ないとわからないというところが正直なところでありますが、新年度予算それに基づきまし

てまた職員が一致して同じ目的に向かって進めていくということでご理解をいただきたいと

思います。以上です。 

○寺口友彦君  これも社会厚生委員会の報告の中にもありますが、五十沢、城内地域この

地域の医療を守るために必要な診療所であると。そういう認識は私も当然であろうというふ

うに思っています。ただ、そのこういう状況を何年も続けるということは、多分難しいであ

りましょうし、地域医療特別委員会の中でこれももまれる部分でありましょうけれども、将

来的には診療所としてやはり有床という部分が非常に引っかかる部分かなと思いますので、

その有床という部分について今お考えがあればお聞かせ願いたい。 

○市   長  今すぐにこの有床部分がどうだ、こうだという考え方は持っていませんが、

基幹病院との関連、そして地域医療再編との関連の中で、地域の皆さん方が例えばそこの有

床部分を減らす、あるいはなくするということの中できちんとした医療が受けられる見通し

等が立てば、これはまた地域の皆さんと話をしていかなければならないと思っておりますし、

先がどうだ、こうだというふうに決めているわけではありません。 

一応１９床、あるいはベットの数とすれば２５持っていたわけでありますので、それらを

どう活用するかということがこれからの問題だと思っておりますし、先ほど経営の改善的な

部分につきましては事務長がちょっと触れましたように、大分意識改善は進んできておりま

すが、やはり長い間、城内病院ということでやはりちょっと特殊扱いといいますか、なかな

か院長先生やそういう皆さんいらっしゃいますけれども、一般の行政の中としての目の届か

なかった部分もやはりあったわけでありますし、職員もやはり特殊な意識は持っていたと、

これは間違いありません。そういうことを少しずつ改善していく中で、何とかそう収支が大

幅な赤にならないような方法といいますか努力をしていかなければならないと思っておりま

す。 

 ただ、地域医療的な部分をきちんと守るために、５,０００万円が適当だとか１億円が適当

だとかという数値は別にして、一般会計から繰り出す部分がゼロにならなければならないと
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いうことは私は思っていませんので、ちゃんとこの地域にそれだけの医療が提供できる、地

域住民の健康と命を守るということになれば、これはやはり相当の覚悟を持ってまた臨もう

というふうに思っております。 

○岩野 松君  今の質問でちょっとしにくくなったのですけれども。全く１たす１が２の

ような簡単なあれなのですけれども、職員の数ですが全体的にはいわゆる市長部局が２０人

減るので、城内病院の職員も市長部局に入るからといわれましたが、城内病院の職員数、ス

タッフは変わらないとみていいのかどうかをお聞かせください。 

○城内病院事務長  現在、職員数は１７名であります。定数につきましては若干の余裕を

みて２０名分ということにしておりますが、新年度につきましても退職分を補充するという

ことで現状維持というふうに考えております。以上です。 

○議   長  質疑を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって質疑を終わります。 

○議   長  第２号議案に対する討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

討論を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって討論を終わります。 

○議   長  採決いたします。第２号議案 南魚沼市立城内診療所条例の制定について

は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって第２号議案は原案のとおり可決されました。 

○議   長  第３号議案に対する討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

討論を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって討論を終わります。 

○議   長  採決いたします。第３号議案 南魚沼市立城内診療所条例の制定に伴う関

係条例の整備については原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって第３号議案は原案のとおり可決されました。 

○議   長  第４号議案に対する討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

討論を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって討論を終わります。 
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○議   長  採決いたします。第４号議案 南魚沼市立城内診療所医師住宅管理条例の

制定については原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって第４号議案は原案のとおり可決されました。 

○議   長  休憩とします。休憩後の開会は３時１０分といたします。 

（午後２時５３分） 

○議   長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後３時１０分） 

○議   長  日程第１８、第５号議案 平成２２年度南魚沼市一般会計補正予算（第８

号）を議題といたします。本案について提案理由の説明を求めます。 

○市   長  第５号議案 平成２２年度南魚沼市一般会計補正予算（第８号）について

提案理由を申し上げます。本補正予算につきましては国の補正予算による国庫支出金等の決

定に伴う補正、城内診療所の累積赤字額の解消及び事業確定見込みに伴う過不足の補正等に

よって編成をいたしました。 

 主なものといたしまして歳入につきましては、国の補正予算により新たに介護基盤緊急整

備等臨時特例交付金２,２７１万円、地域活性化・住民生活に光をそそぐ交付金の二次配分３,

３８９万円、観光交流拠点整備事業に充当する森林整備加速化・林業再生事業県補助金９,５

６５万円の増額。地方道路交付金の４,４１１万円の減額、事業確定見込により子ども手当国

庫負担金の７,０００万円の減額。農産漁村活性化プロジェクト交付金事業県補助金の２,１９

６万円減額これらになっております。 

歳出につきましては、地域活性化・住民生活に光をそそぐ基金への積立３,０４１万円、介

護基盤緊急整備等事業費２,２７１万円、観光交流拠点整備事業費２億３６１万円の増額、地

方道路交付金事業７,５３４万円減、城内診療所の累積赤字解消のための補助金３億８,０００

万円、事業確定見込により土地改良事業費２,７３０万円減額、子ども手当支給事業費８,７１

０万円減額これらを計上し、財源の不足に対応するため財政調整基金２億６,２００万円を取

り崩しました。 

以上によりまして歳入歳出予算それぞれ２億９,７７７万６,０００円を追加し、その総額を

３３２億３,９６９万７,０００円としたいものであります。また実施に当たりましては繰り越

しを要する事業について繰越明許費を追加させていただきました。詳細につきましては総務

部長に説明させますので、よろしくご審議の上、ご決定賜りますようにお願い申し上げます。 

○総務部長  第５号議案についてご説明を申し上げます。概要につきましては市長施政方

針資料１５ページにも記載がありますのでご覧をいただきたいと存じます。 

 歳入歳出補正予算事項別明細書の歳入から説明を申し上げますので１２ページ、１３ペー

ジをお開きいただきたいと存じます。 

 第１１款分担金及び負担金、１２款使用料及び手数料、１３款国庫支出金でございますが、

それぞれ決算見込による計上でございます。ここでは説明欄下から４段目、地域活性化・住
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民生活に光をそそぐ交付金が３,３８９万円ほど第二次交付限度額として確定通知により計

上でございます。 

 １４、１５ページをお願いいたします。１４款県支出金の部分でありますが、ここでも事

業確定や決算見込による計上でございますが、説明欄中ほど上から６行目、地域生活移行促

進事業補助金２４万円ほどは、グループホームひまわりの改修補助、次の７行目、介護基盤

緊急整備等臨時特例交付金１０分の１０で２,２７１万円でございますが、国からの補正から

小規模特別養護老人ホーム２９床が１施設、認知症高齢者グループホーム１施設に対する補

助金でございます。 

 １６、１７ページをお願いいたします。１４款県支出金でございますが、ここでも事業費

減等による計上が主であります。説明欄下から４行目、森林整備加速化・林業再生事業県補

助金として９,５６５万円でありますが、今泉博物館関連再整備にかかる観光交流拠点整備事

業であります農産物特産品直売所建設に木造公共施設整備補助でうち９,３００万円の充当

ということでございます。 

 １６款寄附金でありますが、一般寄附金、ふるさと納税寄附金、指定寄附金と８８２万円

ほどいただいてございますが、それぞれ記載のようにご寄附を賜ったものでございます。な

お、指定寄附金のうち八海醸造様、日本容器工業様についてはトミオカ美術館に、南魚沼精

神障害者家族会連絡協議会様につきましてはグループホーム改修への充当でございます。 

 １８、１９ページをお願いいたします。１７款繰入金でありますが、財政調整基金２億６,

２００万円を取り崩し、これは残余とあわせて城内診療所清算分に充てるということでござ

います。 

 １９款諸収入、２０款市債につきましては、それぞれ見込み並びに事業精査からの計上で

ございます。 

 ２０、２１は割愛をさせていただきまして２２、２３をお開きいただきたいと思います。

事項別明細書３ 歳出からご説明を申し上げます。１款議会費でございますが、説明欄記載

のように報酬改定に伴いまして１４７万円の減額でございます。 

 ２款総務費１項総務管理費の説明欄の丸、行政共通事務費でありますが、４００万円ほど

の補正でございます。郵送料の追加計上でございます。次の広報公聴費、総合行政システム

事業費、内部情報システム事業費はいずれも使用期間の繰り下げによる減額分でございます。

次の高速インターネット、ＧＩＳ関係は決算見込による補正でございます。丸の庁舎管理費

では消雪パイプの電気料の追加でございますし、基金費では二次配分の住民生活に光をそそ

ぐ交付金を、これは第２２号議案でお願いをする南魚沼市地域活性化・住民生活に光をそそ

ぐ基金条例による基金として積み立てをいたしまして２３年度、２４年度の２カ年にわたり

利用するため、消費者運営費に７０３万円ほど、特別支援学級支援事業費に１,７８６万円ほ

ど、介護認定調査支援事業費に５５１万円ほどを財源留保させていただくための積み立て費

用でございます。 

一番下の企画一般経費では、大原運動公園設計業務にかかる請け差の減額でございます。 
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 ２４、２５ページをお願いいたします。３款民生費１項社会福祉費の部分でありますが、

説明欄の丸、心身障害者施設負担事業費では歳入で触れましたグループホームひまわりの内

部改修にかかる負担金でございます。以下、事業確定見込、決算見込による補正計上でござ

います。下から二つ目の丸、介護基盤緊急整備等事業費２,２７１万円でありますが、歳入で

受け入れた部分を施設整備費として補助するものでございます。 

 ２６、２７ページをお願いいたします。１項社会福祉費の部分は決算見込によるものでご

ざいます。２項児童福祉費の部分も決算見込によるところでございますが、４目の児童福祉

施設費は需用費の不足分の計上の他に、保育児童数の減などによる委託事業の減が主な部分

でございます。 

 ２８、２９をお願いいたします。ここでは一番上の丸、常設保育園施設整備事業費では薮

神南保育園の工事請負差額３４０万円の減額計上でございます。 

 ３項生活保護費では丸の生活保護費一般経費で２１年度補助確定による生活保護費の精算

分４０５万円ほどの計上でございます。 

 ４款衛生費１項保健衛生費では、母子保健事業以下三つの丸がそれぞれ見込みによる不要

額の計上でございますし、一番下の病院事業対策費３億８,０００万円は城内診療所一時借入

金、清算のための病院事業会計への繰出しでございます。 

 ３０、３１ページをお願いいたします。３項清掃費でありますが、処理量の減それから経

費削減といった面から処理内容の精査と効率の向上からそれぞれ減額計上でありますが、中

ほどの丸、可燃ごみ処理施設整備事業費３,２３０万円の計上は、溶融炉長寿化のため、ガス

ダクト耐火材の補修を行うための補正でございます。一番下の不燃ごみ埋め立て処分施設整

備工事にかかる請け差分１,４００万円の減額でございます。 

 ５款労働費１項労働諸費でございますが、決算見込による減額計上でございます。 

 次に３２、３３をお願いいたします。６款農林水産事業費１項農業費でございますが、そ

れぞれ決算見込並びに事業費の減によるところが主なところでございます。 

 ２項の林業費では最初の丸の森林整備加速化・林業再生事業でカシナガ病害虫被害木抜倒

駆除４０立方メートル２００万円、間伐事業委託３０ヘクタール１,０５０万円の補正であり

ますし、以下は事業量の減による計上でございます。 

 ３４、３５をお願いいたします。７款商工費１項商工費では決算見込による計上の他、二

番目の丸、地場産業振興事業費として今泉博物館整備再生として観光交流拠点整備事業２億

３６１万円ほどの補正でございます。 

 ８款土木費２項道路橋りょう費では、事業精査、決算見込による他、社会資本整備総合交

付金事業の交付決定による減が主たる要因でございます。 

 ３６、３７ページをお願いいたします。ここでも今ほど触れました交付金の交付決定によ

る減額でございます。４項都市計画費では最初の丸、基礎調査事業費を新年度、国庫補助で

行う見込みとなりましたので減額でございます。５項住宅費につきましては実績見込による

減額計上でございます。 
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 ３８、３９ページをお願いいたします。６項国土調査費は執行見込により、９款消防費の

２件につきましては、いずれも請負差額の減額でございます。 

 １０款教育費１項教育総務費は確定見込によるものでありますし、２項小学校費では管理

一般経費の消耗品で、消防施設である消火用ホース、消火器の更新を。次の４０、４１ペー

ジですが燃料費の追加の他、統合小学校引っ越しにボランティアをお願いするためのお茶代、

保険代、トラック借り上げ等の所要の経費の計上でございます。３項中学校費でも消耗品で

消防ホースの更新他、燃料費の追加計上、教育振興費では１学年１クラスとなる大巻中学校

の理科備品の追加購入費の計上でございます。５項社会教育費三つ目の丸で棚村基金運営事

業費は２３年度事業である人形展「昭和のこどもたち」を予定しておりますが、これの準備

着手のための計上６０万円、次のトミオカホワイト美術館運営費６０４万円ほどは、４月か

ら市移管となる前準備並びに財団所有の図書購入費の計上でございます。 

 ４２、４３ページでございます。６項保健体育費、１１款災害復旧費は実績からの減額補

正でございますし、１２款公債費は財源更正でございます。以上が歳出の部分でございます。 

 ６ページ、７ページをお願いいたします。第２表繰越明許費補正でございますが、記載の

３５件１３億１,８１１万円ほどを繰越明許といたしまして設定をさせていただきたいもの

でございます。 

 ８ページ、９ページをお願いいたします。第３表地方債の補正でございますが、所要の調

整をいたしまして合計で３,５３０万円の変更増をお願いしたいものでございます。 

 最初に戻っていただきまして以上から歳入・歳出２億９,７７７万６,０００円を追加させて

いただきまして、歳入・歳出総額を３３２億３,９６９万７,０００円とさせていただきたいも

のでございます。以上で説明を終わります。 

○議   長  質疑を行います。 

○佐藤 剛君  ３点お伺いいたしますが、まず１３ページ、１２款の使用料手数料の市営

住宅使用料なのですけれども、説明では決算見込による減額ということですが、当初７,５０

０万円ぐらいあって、そして２１年度決算でも７,３００万円ぐらいあるんですよね。ここへ

きて６００万円決算見込で減らすということは６,９００万円ぐらいに使用料がなるのです

けれども、大分これは落ち込んでいるのです。そこら辺、決算見込といえば決算見込なので

しょうけれども、そこら辺の理由をちょっとお知らせをいただきたいというふうに思います。 

 次に３５ページ中段に直江兼続公伝世館管理運営費があります。説明がなかったのですけ

れども決算見込でということなのでしょうが１６２万５,０００円の減額です。これは印刷製

本費なのですけれども、当初予算をみますとこの運営費は施設管理以外は印刷製本費、おお

むねそれだけなのですよね。それが減額になったということになりますと、何を予定してい

たのかはわかりませんけれども、積極的な事業がなかったのかなというような、ちょっとそ

ういう気がしますので、というか組めなったのかなという気がします。そこら辺の実情とい

いますか、そこら辺をちょっとお知らせいただきたい。 

 それともう１点すみませんが３９ページですけれども、消防団運営費ですが消防団活動服
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等購入費ですけれども、これも請負差額という請け差だということなのですが、当初多分雨

具だかなんかで１,２００万円ぐらい見積もっていたのですけれども、それがおおむね半分。

半額になって喜ばしいことなのですけれども、そうなりますと逆を言えば当初の見積りはど

うなのだということになるのです。そこら辺のここら辺まできたいきさつといいますかをち

ょっとお知らせいただきたいと思いますが、以上３点お願いします。 

○都市計画課長  第１点目の住宅使用料の減額でございますけれど、大変申し訳なかった

のですが、当初予算においては収納率を考慮に入れていなくて計上しておりましたので、実

績によりこのようなかたちで減額させていただきたいということでご理解願いたいと思いま

す。 

○産業振興部長  直江兼続公伝世館の件でございますけれども、当初実はチケットやパン

フレット等の作成を予定しておりました。実はこの分につきましては大河ドラマ放映当時、

伝世館の方のチケット等大分作成しておいたわけなのですけれども、正直、昨年５万８,００

０人が約１万人割るぐらいの入場者であったという部分で、十分それでまかなってしまった

ものですから、この分をそっくり使わなかったということで減額させてもらったということ

でございます。 

○総務部長  消防団の部分でございますが、お話のように雨合羽といますか合羽といいま

すかのわけですが、湯沢消防団が先に配置されていまして、それと同じものということで入

札をした結果でございますので、安く入札をいただいたというふうなことしか答弁ができま

せん。以上でございます。 

○中沢俊一君  ３５ページになりますが地場産業振興事業のことでございます。１年多分

このハードの建設が繰り上がったわけでありますけれども、大事なことはここに加わって活

動をする生産者の組織、指導こういうことだと思うのです。その指定管理者はいつごろ決ま

るのか教えていただければと思います。 

○産業振興部長  指定管理者の件でございます。この件につきましては本３月議会におき

まして、この観光交流拠点の設置条例並びに指定管理の部分について条例のお願いをしたい

というふうに考えているところでございます。 

それでここで条例で認めていただけたならば、予定としましてはその後、指定管理者の公

募を出して、何とか６月ごろには指定管理者を決めたいというふうに今、そのようなスケジ

ュールで考えているところでございます。 

○中沢俊一君  それに手を挙げようという気持ちのあるトップに、この間少し会うことが

できました。確かに今言われたようにその頃になるのかなというお話ですが、２月１５日に

実は市の主催でしょうかね妙高、新井、柏崎、上越。今、冬場頑張っている直売所を見てま

いりました。私も参加させてもらったわけですが、ある直売所でもう１０年もたっているわ

けですけれども、指定管理者を聞いてみたら測量会社だということなのですよね、測量会社。

当然その地域にも農業関係の専門の組織はあるわけでしょうし、これだけやっぱり厳しい時

代になってきますと、その管理を何といいますか受諾するその指定管理者の経営能力といい
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ますか、指導能力、販売能力そういうことにやっぱりことの成否が影響されると私、思って

います。本当になるべく早くその指定管理者と市の方とで話をつめた中で、生産者組織が指

導そういう体制を作り上げていただきたいと思っております。 

○産業振興部長  そのようなかたちが当然望ましいというふうに考えておるところでござ

います。当然、生産者組織というのは、道の駅を運営していく中で非常に大事な部分である

というふうに捉えておりますし、そこを管理運営をしていくということは当然経営の部分に

相当の知識が必要だろうというふうに考えている、捉えているところでございます。そのよ

うな中では当然これから公募をするわけでございますが、その中でそのような部分で十分審

査していただいた中で適正なる管理者を選んでいく必要があるのではないかというふうに考

えているところでございます。 

○岡村雅夫君  １７ページのふるさと納税寄附金についてちょっとお尋ねしますが、３３

２万５,０００円だかの３２５万円松田モデル従業員一同とあります。内容を少し教えていた

だきたいのですが、一同ということはどの程度なのかという、従業員がどれだけいるかわか

りませんがお聞きします。 

 それから３７ページ、個人住宅リフォーム事業で２５０万円のマイナスということで、今

年度頑張っていただいたものなのですが、これは５,０００万円、５,０００万円で１億円とい

う、その残７千何百万円の交付だったということで、そういうふうに理解していいのかひと

つお聞きします。 

 もう１点が４１ページ、トミオカホワイト美術館運営費ということで、先ほどの質疑の中

では１月１日からは市がやるということですが、この美術館ということになると学芸員とか

いろいろ必要だと思うのです。そうした中でどういった体制なのかひとつお聞きします。以

上です。 

○建設部長  ３７ページの住宅リフォーム２５０万円の減でございます。これにつきまし

ては当初５月の補正予算において５,０００万円を計上させていただきました。その後、申し

込みが多かったということで７月に２,９００万円を計上させていただきまして、合計７,９０

０万円、そのうちの２５０万円を残ということで見込んだということでございます。議員言

われた１億円ということではなくて７,９００万円の中の残ということでございます。以上で

ございます。 

○総務部長  先ほどの松田モデル様の部分でございますが、数にして８７名ということで、

記載の方は従業員一同様という記載にさせていただいたということでございます。 

○社会教育課長  それではトミオカホワイトの管理運営についてですけれども、３月の議

会中に指定管理の設置条例を出す予定になっておりますが、財団さんの方におかれましても

既に県の方から、それぞれ解散及び財産処分許可申請書、それから寄附行為変更認可申請書

等も提出されておりましたが、許可が既に下りたということで、指定管理に向けて対応した

いとは思っているのです。ただ、財団の清算事務等もかかるというようなことも聞いており

ますし、それが整理がつくまで６月になるのかどうなのかわかりませんけれども、当分の間
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は休館をしないで継続をしていくということを最大限考えております。できれば市で直営で

あっても継続をして休館をしないで管理をしていくということでお願いしたいと思っており

ます。 

○市   長  学芸員につきましては、市の職員にも学芸員を持っている方もいますし、

例えば今の文化スポーツ振興公社の方にもそういう方もいらっしゃいます。それから、もし、

今のトミオカ財団法人が残務整理等のために例えば２カ月であればまたそれなりに、そこに

一時的には市に完全に移管をするまでは、その方を臨時で採用するとか、いろいろな方法は

ありますのでそれは十分対応はできますので大丈夫であります。 

○岡村雅夫君  ８７人の従業員というかたちですが、この処理というのは多分――ふるさ

と納税というのは個人なのですよね。そうしたところにこういった松田モデル様というこう

いうかたちで紹介しなければならない理由というのは、何だかなというふうに思ってしまう

んですよね。個人でふるさと納税をするのですよ。そうしてそれについて減税を受けるとい

うことですので、何かあるのかなというような感じを持たないような記述の方がいいのでは

ないかなというふうに思います。 

そして従業員一同というあたりも、何かこう要するに全員とすれば、何かその何といいま

すか社を挙げてというような感じの、要するに強制的な部分もありはしまいかというふうに

も取られますので、そういうことを要するに名前はいかがなものかなというふうに思いまし

たのでご指摘申し上げます。 

 そしてリフォームのことについてはわかりました。 

それでトミオカホワイト美術館の今の社会教育課長さんの話でいきますと、指定管理者制

度をということでありまして、今まで財団が独自に寄附金等をいただきながらやっていたと

いうことと、今度市に移管して市から指定管理委託料をいただいてやろうとしているのか、

今の説明はそこがちょっとはっきりしませんので。新たに違ったその今スポパラというよう

な話もでましたけれどもそういったかたちになるのか、その辺がまだこれからのことですか

らですが、今のトミオカホワイトの白の世界ですか、その財団とは別になるというふうに考

えていいのですかひとつお聞きします。 

○総務部長  松田モデル様のことにつきましてはもちろんおっしゃるように、ふるさと納

税は個人でございますので、いただいた方個々の処理を私どもはしております。ただ、予算

書に載せていいかどうかそこもあるのですが、８７名ざっと載せるのも一つのやり方でしょ

うけれど、一同ということで代えさせていただいたものでありまして、全く他意はございま

せん。 

 それから強制であるかどうかについては、私どもはもらう側ですので、そこまでの詮索は

いたしておりません。以上です。 

○市   長  松田モデルさんは社長がご存知のようにこちらの出身で、ふるさとのため

に役に立ちたいということで前回も千数百万円の、それはまたやっぱり松田モデルさんの社

員の皆さんがそうでしたけれども、個人的に何百万円だったか、一千万円超えたのかな。で
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すので、今回も相当額はいわゆる社長個人であります。あとはやっぱり会社の社員の皆さん

は新潟にも工場がありますしね、そういうことで社長のふるさとにやっぱりきちんと恩返し

をしたいとこういうことですから、強制なんてことは全くあり得ないことでありまして、ま

さに自主的に大変な額のご寄附をいただいているということでご理解いただきたいと思いま

す。 

 今の財団法人白の世界文化村は解散しますから、ここに委託ということはあり得ませんの

で、市の直営、あるいは文化スポーツ振興公社。今、念頭においておりますのは今泉博物館

が今度は博物館法を離れて、あそこがいわゆるそういうことではなくなりますので、そこを

指定管理から外して、やっぱり職員もちょっとそうなりますとスポーツ振興公社の方で抱え

ている職員がそのままですと余りますので、でき得ればトミオカホワイトの方にその部分を

移していければという思いで今考えているところであります。 

○岩野 松君  今回その今泉博物館の金額約３億円近くのが補正で出てきています。最近、

１２月のときもそう思ったのですけれども、非常に大きな額が補正で出てきて、それが補助

金とか交付金とかそういう関係もあるのだろうと思いますが、本予算で審議しないで大きい

ことがこうやって決まっていくなというのが、ちょっと私にとっては承服しかねる部分もあ

るなという思いですので、そこら辺をちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

 それと細かいことで３１ページの可燃ごみ処理施設、決算の状況で修繕以外は全てマイナ

スの数字が出ていますけれども、ごみの量そのものも減っていると考えていいのだかどうか

お聞かせください。以上です。 

○市   長  最初の件ですけれども、補正で今だってこのことばっかりではなくて、住

民生活に光をそそぐ交付金、あるいはきめ細かな交付金、昨年度は５億円も入ってきたわけ

です。ですから、我々は当初の予定とすれば、その今の観光交流拠点は２４年度そういう思

いできましたけれども、ここで森林加速化・整備何とか交付金これが９,０００万円以上どう

も満額対象になりそうだと。そうなればやっぱり市の予算を、少しでも市の支出を少なくす

るためにこれは使う、これは当たり前のことですね。 

大型のものが、大型のものがとおっしゃいますけれども、審議はどうぞこの補正予算の中

でよくやってください。当初予算と補正予算は別に審議の時間を削っているとか、おろそか

にしているなどということはありませんから、十分ご審議いただいてまたご決定賜りたいと

思っております。 

 それからごみは先ほど説明しましたように、ごみの減量化に取り組んだ結果も含めてこう

いうふうに減額しているということでありますから、量は減っております。減っております

が、どのくらいの量だということになれば、担当課長はいないかな、では部長から量がどの

くらい減っているかということは申し上げます。 

○市民生活部長  ごみの処理の数量につきましては、行政報告の資料の１０１ページの方

に載せさせていただいてありますが、この資料でいきますと今年の４月から１月までが２万

２１５トンというふうなことでございまして、これは２１年の状態でみますと２万１,０２２
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トンということで全体的に減ってきております。し尿の方も４月から１月で２万８,６３５キ

ロリットルですが、これも２１年の１月にみますと３万２,９７３キロリットルですのでそち

らの方も減っていると。以上でございます。 

○議   長  質疑を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって質疑を終わります。 

○議   長  討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

討論を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって討論を終わります。 

○議   長  採決いたします。第５号議案 平成２２年度南魚沼市一般会計補正予算（第

８号）は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって第５号議案は原案のとおり可決されました。 

○議   長  日程第１９、第６号議案 平成２２年度南魚沼市国民健康保険特別会計補

正予算（第４号）を議題といたします。本案について提案理由の説明を求めます。 

○市   長  第６号議案 平成２２年度南魚沼市国民健康保険特別会計補正予算（第４

号）について提案理由を申し上げます。本補正予算は決算見込に伴う事業費の過不足額の補

正でありまして、歳入歳出予算にそれぞれ６００万４,０００円を追加しその総額を６２億４,

２３１万円としたいものであります。詳細につきましては市民生活部長に説明させますので、

よろしくご審議の上ご決定賜りますようにお願い申し上げます。 

○市民生活部長  それでは予算書の８、９ページ事項別明細の方で説明をさせていただき

ます。まず歳入でございますが、１款１項１目一般被保険者国民健康保険税でございます。

２節の滞納繰越分でございますが、総額には変わりはございませんけれども医療給付費分、

それから後期高齢者支援金分それぞれ決算の見込みから医療給付分については８００万円の

減額、支援金分については８００万円の増額というふうなことで補正を組みなおすというこ

とでございます。 

 それから３款２項１目財政調整交付金１５２万１,０００円の減額でございますが、この中

に今年度、国保総合システムの改修費を予定していたのですが、支払いは年度内に済むので

すが、歳入の方が２３年度にずれこむというふうなことで、今回のこちらの方からは減額と

いうふうなことでございます。 

 それから４款１項１目療養給付費等交付金で４,０６６万６,０００円の増額でございます

が、これは退職被保険者に対する交付金というふうなことで、診療報酬の支払基金からの交

付決定額が増額するというふうなことで増額にしております。 

 それから８款１項１目高額医療費共同事業交付金１,６５０万８,０００円の減額でござい
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ますが、これは１件８０万円を超える部分について国保連から交付される部分でございます

が、これの減額部分ということで精査させていただきました。同じく２目の保険財政共同安

定化事業交付金１,９１３万３,０００円の減額でございますが、こちらの方も同じように額の

決定に伴って減額するものでございます。 

 それから１２款１項１目一般被保険者滞納金でございますが、１５０万円の増額というこ

とで実績に基づき増額をするというふうなことでございます。 

 １０、１１ページの方をご覧いただきたいと思います。１２款４項３目一般被保険者返納

金１００万円の増額でございます。これにつきましても実績に基づき増額するというふうな

ことでございます。 

 続きまして１２、１３ページをご覧いただき、歳出の方でございます。１款１項１目一般

管理費これにつきましても総額の方は変更はございませんが、共済費の中で臨時職員にかか

る社会保険料不足が生じるというふうなことで賃金との組みかえでございます。 

 それから２款１項１目一般被保険者療養給付費、これにつきましても総額は変わらないわ

けですが、共同事業の交付金だとか医療給付費等の交付金のそれぞれ決算見込に伴って組み

替えをするというふうなことでございます。 

 それから７款１項１目高額医療費拠出金１４４万２,０００円の増額でございますが、これ

につきましても国保連からの額の決定に伴い増額するものでございます。 

 ２目の保険財政共同安定化事業拠出金３７４万４,０００円の減額につきましても同様に

額決定に伴う減額でございます。 

 １２款１項１目予備費これにつきましては財源調整で残額を追加計上する。以上の内容で

ございます。 

○議   長  質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

 質疑を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって質疑を終わります。 

○議   長  討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

討論を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

○議   長  採決いたします。第６号議案 平成２２年度南魚沼市国民健康保険特別会

計補正予算（第４号）は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって第６号議案は原案のとおり可決されました。 

○議   長  日程第２０、第７号議案 平成２２年度南魚沼市介護保険特別会計補正予
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算（第３号）を議題といたします。本案について提案理由の説明を求めます。 

○市   長  第７号議案 平成２２年度南魚沼市介護保険特別会計補正予算（第３号）

について提案理由を申し上げます。本補正予算につきましては介護サービス事業費精査によ

る増減及び国県負担金の内示等により補正をするものであります。 

歳入につきましては国県負担金等は本年度交付額の内示による減額分を計上し、これに伴

う歳入不足分につきましては、介護給付費準備基金の取り崩しにより補てんをするものであ

ります。 

歳出につきましては介護給付費において、平成２１年度繰越事業や２２年度整備予定の地

域密着型介護施設等の開設が遅れたことによる減額及び住宅改修が大幅に増加したことによ

る使用額の追加などを計上いたしました。 

また、地域支援事業費につきましては、事業精査による組み替えをお願いするものであり

ます。 

歳入歳出予算の総額からそれぞれ１億７,０３７万６,０００円を減額いたしまして、その総

額をそれぞれ５０億５,８５４万９,０００円としたいものであります。詳細につきましては福

祉保健部長に説明させますのでよろしくご審議の上、ご決定賜りますようにお願い申し上げ

ます。 

○福祉保健部長  それでは事項別明細で説明を申し上げます。８ページ、９ページをお願

いしたいと思います。８ページ、９ページの歳入でございますが、１款保険料でございます。

決算見込により５５９万５,０００円を減額するものでありますけれども、減額の要因であり

ますが被保険者の減ということでございまして、見込みより１００人程度、被保険者が減っ

ているというような状況でございます。 

 それから４款の国庫、それから５款の支払基金交付金、それから６款の県支出金につきま

しては、先ほど市長が申し上げましたように２２年度分の決定内示があったということで、

それによりまして４款につきましては６,０５７万円、それから５款の支払基金交付金につき

ましては８,５２３万円、それから６款の県支出金につきましては３,８８３万円を減額するも

のでございます。なお、この減額による歳入不足分については準備基金を崩して補てんをす

るということになります。 

 それから７款でございます。財産運用収入ということでございますが、準備基金の利子を

ここに計上をしてございます。 

 それから１０ページ、１１ページをお願いいたしますが、１０ページ、１１ページの８款

であります。８款の１項の一般会計の繰入金につきましては、歳出の方の給付費の減額に連

動しまして２,１３６万円ほどを減額するものでございます。それから４目、５目につきまし

事業費の組み替えでございまして、事業費の組み替えをすることによりまして一般財源から

国の補助金の対象にするということで予算を組み替えるものでございます。それから２項で

ありますが基金の繰入金ということでありますけれども、１項の基金の繰入金につきまして

は、先ほど申し上げましたけれども、歳入の４款、５款、６款の国県あるいは支払基金の減
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額による歳入不足の補てん分ということで５,４７６万１,０００円をここに計上いたしまし

た。 

それから１２、１３ページをお願いいたします。歳出でございます。２款の保険給付費で

ございます。これも市長の方から先ほど説明がありましたが、施設整備によるサービスが見

込みよりも半年ほど遅れたということでそれぞれ減額計上をするものでございます。それか

らサービス計画給付費でございますが、私どもの見込みよりも実際が２パーセント、１.５パ

ーセントほどの伸びになっているということで、不足見込額としまして３００万円をここに

計上をしてございます。 

それから２項の介護予防の方ですけれども、住宅改修がここに増えておりますけれども、

実際には住宅改修の申し込みが６４件、金額にしまして５９２万円ほどに実績はなっており

まして、昨年比、申し込み件数で３倍、それから金額でもって２倍ほどの伸びということで

不足見込額の１５０万円をここに計上をしたところでございます。３項、４項については財

源内訳の変更でございます。 

１４ページ、１５ページをお願いしたいと思いますが、５項でございますけれども高額医

療合算サービスでございますが、これについては実際に２２年度が実際のサービスの初年度

となるということでなかなか見込めなかったわけですが、県の方から支給決定見込額が示さ

れたということで不足分をここに計上をしたものでございます。 

それから６項の特定入所者のサービス費でございます。ミニ特養でございますが２月の２

１日に竣工しました苗場福祉会のミニ特養が３月からのサービスということになりましたの

で、予定をしていた額をここで減額をするものでございます。それから２目につきましては

財源の変更でございます。 

３款でございますが地域支援事業費は予算の組み替えをお願いするものでございます。 

それから６款でございますが、歳入でも載せましたけれども、準備基金の利子を基金の方

に積み立てるものでございます。説明は以上でございます。 

○議   長  質疑を行います。 

○佐藤 剛君  １点だけちょっと確認させていただきたいのですけれども、１１ページの

準備基金繰入金なのですが、５,４００万円繰入れるということになるわけですけれども、そ

の基金残高はこれによってどのくらいになるのか。そこだけお願いします。 

○福祉保健部長  ２２年度末でありますけれども、基金残高としましては２億６,７００万

円ほどになる見込みでございます。以上です。 

○議   長  質疑を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって質疑を終わります。 

○議   長  討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

討論を終わることにご異議ございませんか。 
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（「なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

○議   長  採決いたします。第７号議案 平成２２年度南魚沼市介護保険特別会計補

正予算（第３号）は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって第７号議案は原案のとおり可決されました。 

○議   長  日程第２１、第８号議案 平成２２年度南魚沼市下水道特別会計補正予算

（第３号）を議題といたします。本案について提案理由の説明を求めます。 

○市   長  第８号議案 平成２２年度南魚沼市下水道特別会計補正予算（第３号）に

ついて提案理由をご説明申し上げます。本補正予算につきましては歳入・歳出とも事業確定

見込に伴う事業精査による補正と、繰越明許費の設定であります。 

歳入では主に負担金及び分担金で２７８万円の増、使用料及び手数料で１００万円の増、

国庫補助金で１００万円の減、繰入金で９６２万円の減、諸収入で９０５万円の減、市債の

４,４７０万円の減が主なものであります。 

歳出では主に総務費の排水設備等改造資金預託金これが２０件の予定が５件と減ったわけ

でありますからこれらが７１４万円の減、施設管理費では除雪費等の計上に３７８万円の増、

下水道事業費では各事業精査により４,７６５万円の減、公債費では９５８万円の減額であり

ます。あわせて繰越明許費の設定を行いたいと思っております。 

歳入歳出それぞれ６,０５９万８,０００円を減額し、予算総額をそれぞれ６４億１,６９９

万４,０００円としたいものであります。詳細につきましては企業部長に説明させますのでよ

ろしくご審議の上、ご決定賜りますようにお願い申し上げます。 

○企業部長  それでは３ページをお願いいたします。１款分担金及び負担金の補正でござ

いますが、これは事業確定による補正でございます。特環の分担金減年度分として４００万

円、それから浄化槽関係で２３基予定しておりましたが、２１基というようなことで確定に

なりました。その増が１８万円。これは基が減ってもやはり人数層が増えいくとやはり多く

なるというような結果になっております。そんなことで増額１８万円というようなことで、

合わせまして４１８万円の増というかたちになります。 

 それから負担金におきましてはこれも実績見込の減額というようなことで１４０万円の減、

これは公共下水道の現年度分でございます。 

 それから２款使用料及び手数料の欄でございますが、１００万円の増を見込みます。これ

は実績見込額が確定したことにより特環の使用料は１００万円の増というかたちになります。 

 それから３款国庫支出金でございます。これも確定見込でございますが、浄化槽市町村整

備の設置基数が２１基に確定したための補正減でございます。これが１００万円。 

 それから５款繰入金の欄でございますが、９６２万円の減というかたちですが、繰入金事

業見込の確定額、主なものは公共下水関連の４１６万円の減、それから浄化槽の６４６万円

の減が主なものでございます。 
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 それから７款諸収入でございますが、９０５万６,０００円の減額補正でございます。これ

は先ほど来、提案の中でもお話がありましたが、貸付金の元金収入であって宅内排水設備資

金の額が確定したためというようなことで、２０件予定しておりましたが５件というような

ことでございます。 

 それから市債は事業確定により４,４７０万円の減額をするものでございます。 

 それから次のページをお願いします。４ページ、支出の総括表でございますがよろしくお

願いします。１項総務管理費においては７１４万３,０００円の減額を補正するものでござい

ますが、これは主な内容としまして先ほどもちょっとお話がありましたが、排水設備等改造

資金の預託金の額が確定したというようなことで、９０５万６,０００円を減額するものであ

ります。それで実績見込等でもっともっと借り手があるかなというようなことでしたが、な

かなか余り借り手がいなくて２２年度新規は５件というようなことで、今までの累計でみま

すと現在、貸付者３５件のうち今年度が５件というようなことで継続してやっていかなけれ

ばならないと思っています。これは預託金ですので、実質貸付残高は１,４１８万円ほどあり

ます。その２分の１が預託金として７０９万４,０００円というかたちになって、これが先ほ

ど言った数値の大半がこれでございます。 

 それから２款施設管理費、これは主なものが農業集落排水施設の屋根の雪庇等を含めた中

で除雪を計上したと。それから管渠の修繕費を計上いたしました。これは農集の関係におい

てはそういうかたちですが、マンホールポンプがたまたま落雷事故というようなことでそれ

も一応見込んでおります。 

 それから３款下水道事業費でございます。これ４,７６５万７,０００円の減でございますが、

主なものは工事費。流域関連の建設負担金これが１,８８９万円ほどの減でございます。これ

が管渠の耐震工事というようなことで、ほぼそれが確定したのだというようなことでござい

ます。 

 それから公債費につきましては事業の確定により９５８万３,０００円を減額するもので

ございます。 

 それから次のページをお願いしますが、５ページをお開きください。５ページは繰越明許

でございます。４件ほど載っておりますがその繰り越す明許の金額そのものは４億８,４９５

万４,０００円というかたちになります。これは一番上の方は施設管理費で処理場というよう

なことでこれが城内西部処理場のものでございます。 

 それからその下の下水道事業費というようなことで５,３００万円ほどありますが、これは

未契約で新年度になってから契約するというかたちになろうかと思います。 

 それからその下の上から三番目、特環の公共下水道事業で４億２,２２１万円というような、

これは１２月補正でやはり国の事業でいただいた追加予算のもので、一応契約案件がその中

で４,２１３万円、それからこれから未契約で３億８,２００万円ほどその中で繰り越していか

なければならないというかたちになります。それで４億２,２２１万３,０００円というかたち

になります。それから一番下段の欄でございます。農業集落排水事業これが８１万６,０００
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円ほどですが、これは契約済みでございます。 

 それから次のページをお願いします。これ地方債の補正で先ほど縷々話をしましたが、こ

の限度額の変更でございます。総額で４,４７０万円ほどの減額補正でございます。よろしく

ご審議のほどご決定を賜りますようお願いを申し上げます。説明は以上とします。 

○議   長  質疑を行います。 

○山田 勝君  以前にも一度お伺いしましたけれど、ページ数でいうと１３ページです。

宅内排水設備資金貸付の関係ですが、私も実は自分のところをつなぐときに貸していただき

ました。３０数万円でしたけれども、それについて農協さんを窓口にしたのですけれども非

常に煩雑です。その後、改善するように提言したのですけれど、どのようになっていますか。 

○下水道課長  この貸付資金につきましては各銀行さんに預託をして、貸し付けの事務は

全部銀行さんで初期設定はやってもらうというようなかたちになっておりますけれども、そ

の辺の対応の仕方が悪かったというような話だとは思うんですけれども、私どもの方には今

のところ、今年の部分ですけれども話はないのでそのままになっているかな、というふうに

私は思っておりますけれども。 

○山田 勝君  毎年更新で、ではその返済の証明書をもってこいだとか、１００数十円の

利息補給をいただいたのですけれども、これだったらやめた方がいいということで最終、私

はやめさせてもらいました。今、下水をつないでその収益をもっと上げるべきだという状況

にきている中で、相変わらずそのまま継続しているようではその下水の接続普及につながっ

ていかないと思うのです。今、住宅リフォームなんかでも逆に補助を出してやっているよう

な状況で、ですからもっともっと下水道の普及促進を図るには、ちょっと制度を見直すべき

ではないかなと思っているのですがいかがですか。 

○企業部長  長年続けたこの改造資金でございますので、それをいったん、余り借り手が

ないからというようなことでやめるのは、なかなかできないと思います。まだ下水が２５年

まで続いている中で、遅くいったところだってやはり同じ権利があるというようなことを考

えると、まあまあ制度は残した中で、できるだけ借りやすいようなかたちの制度化は当然必

要ではないのかなと思われます。ということは今２.５パーセントだかの金利をいただいてい

るそれをもっと今の現状にあわせた２パーセントぐらいで運営ができるようなかたちにすれ

ばもっといいのだかもしれません。 

 それから銀行が窓口ということになりますと、やはり貸した金はいずれにせよ回収はしな

ければならないとは思います。そこらあたりで非常にその手続上もあるし、後々の貸し付け

が滞った場合の催告等も市ではやると思います。そこらあたりも考えた中で今後こういう制

度を長く事業が終わるまでは続けさせていただきたいなというのが、我々の願いでございま

す。 

○山田 勝君  ぜひ、下水接続促進という観点をもって、もう少し借りやすくやっていく

べきだと思います。 

○議   長  質疑を終わることにご異議ございませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって質疑を終わります。 

○議   長  討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

討論を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって討論を終わります。 

○議   長  採決いたします。第８号議案 平成２２年度南魚沼市下水道特別会計補正

予算（第３号）は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって第８号議案は原案のとおり可決されました。 

○議   長  日程第２２、第９号議案 平成２２年度南魚沼市水道事業会計補正予算（第

３号）を議題といたします。本案について提案理由の説明を求めます。 

○市   長  第９号議案 平成２２年度南魚沼市水道事業会計補正予算（第３号）につ

いて提案理由を申し上げます。本補正予算は収益的支出の補正であります。内容といたしま

しては、営業外費用の消費税及び地方消費税において給水収益の増加による仮受消費税の増

加と事業費等の減少による仮払消費税の減少により消費税の増額が見込まれ、１,９００万円

を増額するものであります。それによりまして総額を２２億８８万２,０００円と定めたいも

のであります。詳細といいますかこういうことでありますので、若干の補足説明を水道事業

管理者よりしていただきますので、よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上

げます。 

○水道事業管理者  それでは第９号議案の説明に入らせていただきます。これは先ほど提

案でそっくり述べられた内容で、水道料金が増える、料金で消費税をいただいていますので、

それに基づいて仮払いをやっているのですが、それと事業をやった場合、相殺する場合が出

てきます。事業費が減少することによってしたことによって１,９００万円を余計向こうの方

へ払わなければならないという、これが３月３１日で閉めて３カ月以内にこの確定申告をし

なければならないことになっています。そうしますと今の見込みでいきますと２,７００万円

ぐらいの予算しかなかった――２,８００万円ですか、２,８０６万９,０００円今まであった

ところを、４,７００万円払わなければならないということになりますと１,９００万円の確定

申告をしなければならないというかたちになります。 

それがさっき事業費との差し引きで、やはりそういう結果が現れるというようなことにな

りますと、非常に仮払いとその関係が出てきますので、我々は６月ごろになるとそれを、還

付になりもらうか、払うかどっちかになりますので、今年の場合はそれが確定でそれだけ払

わなければならないというかたちになります。これは他の言い訳ができませんのでそんなこ

とで説明に代えさせていただきます。 

○議   長  質疑を行います。 
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（「なし」の声あり） 

 質疑を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって質疑を終わります。 

○議   長  討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

討論を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって討論を終わります。 

○議   長  採決いたします。第９号議案 平成２２年度南魚沼市水道事業会計補正予

算（第３号）は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって第９号議案は原案のとおり可決されました。 

○議   長  日程第２３、第１０号議案 平成２２年度南魚沼市病院事業会計補正予算

（第４号）を議題といたします。本案について提案理由の説明を求めます。 

○市   長  第１０号議案 平成２２年度南魚沼市病院事業会計補正予算（第４号）に

ついて提案理由を申し上げます。平成２３年度に城内診療所を病院事業会計から切り離し、

特別会計により運営するため平成２２年度において城内診療所の一時借入金を清算するため、

一般会計からの繰入金３億８,０００万円を収益的収入の医業外収益に計上しまして、病院事

業収益の総額を４５億３,０８５万円としたいものであります。よろしくご審議の上、ご決定

賜りますようよろしくお願い申し上げます。これはそっちは説明ありません。 

○議   長  質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

 質疑を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって質疑を終わります。 

○議   長  討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

討論を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって討論を終わります。 

○議   長  採決いたします。第１０号議案 平成２２年度南魚沼市病院事業会計補正

予算（第４号）は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって第１０号議案は原案のとおり可決されました。 

○議   長  休憩とします。休憩後の開会は４時３０分といたします。 
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（午後４時２１分） 

○議   長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後４時３２分） 

○議   長  日程第２４、第１２号議案 平成２３年度南魚沼市国民健康保険特別会計

予算を議題といたします。本案について提案理由の説明を求めます。 

○市   長  第１２号議案 平成２３年度南魚沼市国民健康保険特別会計予算について

提案理由をご説明申し上げます。平成２３年度予算は保険税の課税限度額を７３万円から７

７万円とするなど、制度改正及び医療給付費等の伸びを見込んで編成をいたしました。歳入

ではこれまで支払準備基金を取り崩し、保険税の増加を抑えてきましたが、この支払準備基

金が平成２２年度末でほぼ底を尽く状況になりました。 

国保運営協議会におきまして、平成２３年度以降の国保税のあり方等について検討してき

た結果等を踏まえ、急激な国保税の増加を抑えるため一般会計からの法定外繰入を行い算定

をさせていただきました。また、前期高齢者交付金につきましては前年度比３億１,０７９万

円増の１１億３,６４０万円を計上させていただきました。歳出では、一般被保険者療養給付

費において前年度比８,６００万円増の３２億９,３００万円を計上いたしました。 

以上によりまして、歳入・歳出の総額を平成２２年度比、それぞれ２億７,５１０万円、率

にして４.５パーセント増の６３億９,２００万円としたいものであります。大まかな概要につ

きまして市民生活部長に説明させますので、ご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上

げます。 

○市民生活部長  それでは予算書の２７９ページ、歳入歳出事項別明細の方で説明をさせ

ていただきます。 

まず歳入の関係でありますが、１款国民健康保険税であります。保険給付費等の総額から

国県への支出金、及び特定財源、先ほど話にありました法定外繰入の１億円、これを除いた

税の依存額といたしまして１７億５,２５８万円ほどを計上したものでございます。前年度比

１億１,４７３万円ほどの減額となりましたが、これは平成２２年度につきましては、５月に

基金繰入１億５,０００万円、これを増額補正させていただきました。 

ここを考えますと、補正後の額で比較すると３,５００万円ほどの増額というふうなことに

なりますので、今の段階ですと保険税の値上げは必要になるというふうな形になっておりま

す。昨年の国保運営協議会の検討のときには、国保税の伸び率を５パーセント前後とするた

めには、３億円程度の繰入れが必要というふうなことで説明させていただきましたが、その

後、前期高齢者交付金が前年度に比べて３億１,０００万円ほど増額になる見込みになったと

いうふうなことで、これらの相殺により結果的に法定外繰入を１億円程度で、先ほどの５パ

ーセント前後というふうなところに達するというふうなことでございます。 

ただ、今の段階では、国保税の課税標準額となる平成２２年分の所得額、それから繰越金

等についても確定していないわけでございますので、新年度の税率等の算定の場合は、これ

が確定した段階で国保運営協議会からの意見を尊重しながら極力保険税のアップを抑えてい
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くというふうなことで決定していきたいというふうに考えているところでございます。 

それから３款の国庫支出金１４億９,６６８万円ほどでございますが、これは療養の給付費

等に要する費用にかかる国の負担分ということで３４パーセント相当額。それから財政調整

交付金等にかかる支出金でございます。 

４款の療養給付費等交付金３億１,７９８万円ほどでございますが、退職者医療にかかる被

保険者、保険等の保険者からの拠出金でございます。前年度比５,７０３万円ほどの増額であ

ります。退職者、被保険者数につきましては１,２５１人と、前年度より１９８人の増加を見

込んでいるところでございます。 

５款の前期高齢者交付金１１億３,６４０万円でございますが、これはこの中には２１年度

の精算分が１億３,２０７万円、それから当年度分ということで１０億４３３万円が含まれて

おりますが、６５歳から７４歳の前期高齢者の医療費にかかる財政調整制度というふうなこ

とで、社会保険診療報酬支払基金から交付を受けるものでございます。先ほど申しましたよ

うに前年度比３億１,０７９万円ほどの増額になっておりますが、前期高齢者の加入率、それ

から前期高齢者にかかる療養費等で調整をされるというふうな内容でございます。全国平均

の前期高齢者加入率は１２.４パーセントになっておりますが、ここが市では２６.５パーセン

トというふうなことで交付を受ける要因になったところでございます。 

６款の県支出金２億９,０９８万円につきましては、県の財政調整交付金ということで、療

養給付費の７パーセント相当額がきております。 

それから７款連合会支出金１００万円でありますが、保健事業に対する補助金ということ

でございます。 

８款共同事業交付金８億５,０９８万円ほどでありますが、各市町村が拠出して１件３０万

円以上の医療費について、県単位で調整をするという保険財政共同安定化事業交付金、それ

からさらに１件８０万円以上の部分の高額医療費、これについて財政の調整を行う部分、高

額医療費共同事業交付金というこの二つがここに含まれているということでございます。 

それから１０款の繰入金４億９,３１２万円ほどですが、保険税の軽減分、それから人件費、

出産育児一時金、一般事務費、保険財政の安定化等の財源として一般会計からの繰入金と、

先ほどの法定外繰入１億円、これを含んでおります。それから基金の残高ですが、平成２２

年度末における残高は１,６２８万円というふうなことで見込んでいるところでございます。 

１１款の繰越金は３,０００万円ということで予定をしております。 

１２款の諸収入２,１３４万円は、延滞金だとか出産費の貸付金、交通事故の第三者納付金

等を計上いたしました。 

２８０、２８１ページ、歳出でございます。１款総務費、１億２,８１３万円ほどでありま

すが、これにつきましては職員１５名にかかる給料、手当等でございますし、ここにはレセ

プト点検の専門員を今２名お願いしておりますが、こちらの賃金等も含まれております。 

２款の保険給付費４０億２,８４１万円ほどでございますが、前年度費８,６００万円２.２

パーセントの増額でございます。被保険者が１万９,１２９人で前年度より４３３人増になる



 - 74 -

というふうなことで考えております。それから基本となる医療費につきましては過去の動向

等を見まして伸び率を勘案して計上いたしました。 

それから３款、後期高齢者支援金等として８億１,７０９万円ほどでございますが、前年度

比６,３６９万円ほどの増額でございます。後期高齢者医療保険制度の発足に伴い、各保険者

が全体の４０パーセントを支援金として出すというふうな仕組みでございます。 

それから４款の前期高齢者納付金等２３７万円でありますが、６５歳から７４歳の前期高

齢者の加入割合によって負担が生じてくる納付する部分でございます。 

５款の老人保健拠出金２万円でありますが、これは老人保健特別会計が２２年度で終わり

ましたので、過年度精算がでた場合にこちらの方で受けるというふうな形でございます。 

６款、介護納付金３億９,８４７万円でございますが、４０歳から６４歳まで第２号被保険

者の介護保険の関係の納付金でございます。 

７款の共同事業拠出金といたしまして８億６,２９４万円ほど計上いたしました。高額医療

費拠出金と保険財政の共同安定化事業にかかる拠出金でございます。 

それから８款の保健事業費８,７８６万円でございますが、保険者に義務付けられておりま

す特定健診、医療通知事業、それから人間ドックの助成等をこちらで実施をして参りたいと

思っております。 

１１款の諸支出金１,０３４万円は、前年度比５０万円の増額になっておりますが、一般被

保険者の保険税の還付金を増額させていただいております。 

１２款予備費５,５８４万円、前年度比１９２万円の増額ということで計上させていただき

ました。 

以上で概要説明を終了いたします。 

○議   長  質疑に入る前にお願い申し上げます。これからの特別会計、事業会計はそ

れぞれ所管の委員会に付託いたしますので、所管の委員以外の議員の方に発言をなるべく譲

るようにお願いいたします。 

 それでは質疑を行います。 

○岩野 松君  １点だけお聞きしますが、この前のこの国保の委員会の中では、３億円ぐ

らいは一般会計の繰出しが必要かなという予測もあった中で、では５パーセントぐらいは仕

方がないかみたいな形でそういう案が出たというふうに私は記憶しているのですけれど、今

回の見込みからすると１億円で納まってあれですか、あと５,０００万円加えれば値上げしな

いで済むという数字らしいのですけれども、その５,０００万円を３億円の予測だったものが

１億５,０００万円にできなかったということを、もし理由なり思いなりがあったらお聞かせ

ください。 

○市民生活部長  はい、国保の運営協議会の中では据置きというふうな話もございました。

その時点は３億円という話をさせていただいたのですが、その後、先ほど説明したように、

前期高齢者の関係で１億円程度で済むということで、１２月２４日付けで運協の方から意見

書が出されております。そのときは金額で幾ら法定外を出してというふうなことではなくて、
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この経済情勢を考えると５パーセント前後の保険料の増額はやむを得ないのではないかと。

その辺でやっていただきたいというふうな意見で、５パーセントということで意見書をいた

だいたところでございます。 

これからも繰越金が出るとかそういった他の要素で、逆に３億円といって金額をしばって

しまうと、値下げするなりそういったことになるわけですが、そうした場合に国保に入って

いられない方の理解が得られるかどうかということを、運営協議会の中でも話をさせていた

だいた結果が５パーセントというふうなことになったわけでございます。 

今ほど話がありました５,０００万円ということですが、先ほど話をしましたように３,５０

０万円程度で大体税の必要額、不足分が賄えますので、それを上乗せすれば、大体――今の

段階です、今の段階では据置きという形になろうかと思いますけれども、前段申し上げまし

たように、市民全体の思いとしてこの経済状況を考えると５パーセント前後だということで、

それを基本に今、予算編成をしたところでございます。これからまた他の市町村の状況だと

か繰越金とかいろいろなまた条件が変わってきますので、そういったことを受けてさらに税

率を確定する段階で整理していきたいというふうに思っているところでございます。 

○寺口友彦君  法定外繰入を含めまして４億９,０００万円ほど繰入れをしてできるだけ

値上げをしないようにという方針でありましたけれども、資料を見ると均等割と平等割につ

いては値上げをしないと。ただし、所得割については３.９６パーセントぐらいの値上げをお

願いしたいという方向でありますけれども、納められる方には納めていただこうというそう

いう方針であろうというふうに思います。これは今後ともそれを継続していく方向だろうと

思いますけれども、そこを一つ確認をしておきたいと。 

もう１点は２２年度の報告によりますと、短期証３カ月では８４名、資格証が３９名で前

年に比べて３４名ほど増加をしているというこれに対応した中で、均等割、平等割について

は値上げをしないというそういう方向であろうと思うのですけれども、そうした中でも当然、

基金の残高がございませんので資金ショートを起こした場合についてはどうするかというと

ころを２点目としてお伺いします。 

○市民生活部長  まず低所得者の関係につきましては、極力保険税を上げないということ

で、先ほど言いましたように応益部分を極力抑えていきたいということが基本でございます。

今の試算では応益・応能大体５０ぐらいで、もうそんなに影響が出ないという考え方になっ

ておりますが、これも税率の確定の段階で再度計算をし直しまして、応益・応能の割合をも

う少し応能の方にウェイトを置く必要があるということであれば、そういったことも検討し

ながら極力、その定額の部分を抑えていきたいというふうに、増加を抑えていきたいという

ふうに思っております。 

それから短期保険証につきましては、制度的に発行するというふうなことになっておるわ

けでございますので、こういったことも今まで６カ月だったものを３カ月に期間をせばめて、

納税相談を頻繁にやるということで今取り組んでいるわけです。そういったことをしながら、

納税相談とそれから納税意欲の向上、両方のためにはこれは効果があるというふうに考えて
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おりますので、引き続きそういったことも取り入れながらやっていきたいというふうに思っ

ております。 

さらに収納というか保険税が少なくなった部分についてはもう財源がございませんので、

今１億円を予定しておりますけれどもこれを幾らまでというふうなことで、その不足の部分

については法定外の繰入れで手当てしなければ、財源が他にないという状況でございます。

そういったことも税率の算定の段階でよく考えていきたいというふうに思っております。 

○寺口友彦君  もう一度、応能・応益の部分で、世間一般では富裕な高齢層といいましょ

うかそういう方たち。今回は上限が７７万円ということで設定してありますけれども、その

納められる方というところであれば、そういう方たちの負担をさらにお願いをしていくとい

う方向が、これからは必要ではないかと思うのです。そういう部分についての検討というも

のは、その運営委員会の中でなされましたか。 

○市民生活部長  ここへ来て限度額が４万円ぐらいずつ上がってきております。この傾向

というのは今後も続くのではないかというふうに思っております。国の方は健保でもって８

０何万円だかが上限になっているのです。その辺を見ているみたいですので、そういった流

れからすると、この辺をもう少し負担能力のある方から頑張っていただいて、全体の低所得

者対策というふうなことでやっていくというふうなことと、この限度額を上げるということ

は中間の所得層の方の負担を軽減するということが大きなメリットです。そういったことも

考えて、この上限自体はこれからもう少し上がっていくのではないかというふうに思ってお

ります。 

○中沢俊一君  踏み込んだ質疑は担当委員会にお任せするとしまして１点だけお伺いしま

す。たまたまといいますか、前期高齢者の交付金が３億円入ってきたと。この辺の今後の見

通しがこのような方向へつくのかどうか。それから、仮に法定外繰入が今期は１億円で済む

わけでありますけれども、これからこれが膨らんでいった場合、それこそ全所帯に占める国

保の割合、あるいはまた市民に対する国保の割合。こういうところの市民の皆さんから納得

していただけるだけの繰入れといいますか、その辺の理由付けといいますか、それのことに

ついて今回は余り見えてこないものですから、どのように考えたらいいか聞かせてください。 

○市民生活部長  前期高齢者の交付金につきましては、２０年度から始まっております。

それで去年、２０年度の精算が行われました。そのときに前年度の精算として１億２,０００

万円払っています。そして今年は２１年度の精算になったのですが、１億３,１００万円ほど

逆にいただいたというふうなことで、来年度以降は本当に不透明です。これがある程度毎年

３億円入ってくるということであれば全然問題ないわけですが、そういったことで全国の状

況によってもらう、交付される額がどんと変わってきますので、ここは大きく懸念の材料に

これからなるのではないかと思います。今後これを当てにしながら保険税のことを考えると

いうことは、危険があるというふうに思っております。毎年毎年の状況を見ていかなければ

いけないと思います。 

それから今後の負担でございますけれども、先ほど申しましたように運協の方からは５パ
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ーセント前後、それも２３、２４、２５ぐらいのところを見て、どのくらいだかということ

で一応ご意見をいただいているわけでございます。そういった部分が基本になると思うので

すが、先ほど申しましたように他の市町村の状況だとか、それからまた経済の状況、いろい

ろな要素が出てくると思います。そういったことを考えながら、あくまでも今年５パーセン

ト前後としたからどうしてもそれでいくというふうなことではなくて、極力下げられる分と

いうか、抑えられる分は抑えていくという考え方の中で対応してまいりたいというふうに思

っているところでございます。 

○中沢俊一君  ちょっと聞き方が悪かったかもしれませんが、仮にこれから法定外繰入を、

膨らんできた場合の理由付けということです。市民の皆さんに納得していただけるその辺の

検討はしておられるかどうかということです。 

○市   長  国保の運営協議会の中でもいろいろ話しておりますように、究極的にはこ

の制度自体がもう問題があるわけでありまして、当初は２５年と言っていましたね、後期高

齢者医療制度の見直し。これで国保も全部見直すという方向なのですが、何か１年遅れると

いうことであります。 

そこで私どもは当時は平成２３、２４、２５年この３年間は、国の制度がある程度変更に

なるまでは、相当額の繰出しを覚悟しなければならないという思いでありました。ただ、今

年平成２３年度はこうなるわけであります。来年度も今部長が申し上げましたように、前期

高齢者の交付金がこれだけくるのかこないのか。これはわかりませんので、最悪の場合は３

億円とか４億円とか５億円とかという繰出しをしなければならないかもわかりません。 

その市民の皆さんからのご理解をいただく分については、５パーセント程度の値上げをし

ていく中で、加入率だとかそういう部分も含めて、まあまあその程度であればご理解いただ

かなければならないし、いただけるだろうという運協の方の答申でもございますので、我々

もその方向にのっとってということであります。けれども、３分の１の加入者でそれではど

うだと、こういう数値が出てきますと、なかなか簡単にこれが、例えばこの繰出しをせねば

ならんがために他の事業の制約が出るなんてことになりますと、これは非常に大きな問題で

すので、その辺は財政調整基金等も含めてきちんとした見通しを立てながらやっていかなけ

ればならないという思いであります。来年度以降のことについて、まだ確たるその部分は出

ておりませんので、この程度でご理解いただきたいと思っております。 

○議   長  質疑を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって質疑を終わります。 

○議   長  ただいまの議題となっております第１２号議案は、社会厚生委員会に付託

しますので審査をお願いいたします。 

○議   長  お諮りいたします。本日の会議時間は日程第３０までとしたいので、あら

かじめ延長したいと思いますがご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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 異議なしと認めます。よって本日の会議時間はあらかじめ延長いたします。 

○議   長  日程第２５、第１３号議案 平成２３年度南魚沼市介護保険特別会計予算

を議題といたします。本案について提案理由の説明を求めます。 

○市   長  第１３号議案 平成２３年度南魚沼市介護保険特別会計予算について提案

理由を申し上げます。平成２３年度南魚沼市介護保険特別会計は第４期介護保険事業計画の

最終年度となり、第５期介護保険事業計画の策定を行います。また、特別養護老人ホームの

待機者解消が課題となっておりますが、事業計画に基づき施設整備を進め、利用定員の拡大

を図ります。 

歳入では、介護給付費に対するそれぞれルールに基づく算定額の他、介護従事者処遇改善

臨時特例基金の全額及び介護給付費準備基金からの繰入れを行い、保険料の軽減に充ててお

ります。歳出では、平成２２年度実績を踏まえ、介護認定者増など自然増に加え、２２年度

末までに完了した地域密着型施設整備に伴う介護給付費の増を考慮して算定しております。 

以上によりまして、歳入歳出予算の総額を平成２２年度に比べまして１億７,３２０万円、

率にして３.４パーセント増の５２億８,２８０万円としたいものであります。概要につきまし

て福祉保健部長に説明させますので、ご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○福祉保健部長  それでは予算書の３２３ページの事項別明細で説明を申し上げたいと思

います。３２３ページの歳入でございますが、歳入の１款保険料でございます。２２年度比

マイナス２.１パーセントの８億２,４６６万円でございます。被保険者数でありますが、１万

５,８００人で算定をしておりまして、２２年度から２６０人の減ということになりまして、

２.１パーセント減の要因となっているところでございます。また収納率でございますが、現

年度分の普通徴収分の収納率９３.５パーセント、それから滞納繰越分の収納率２０パーセン

トで見込んでおります。 

 ２款であります。分担金及び負担金でありますが、前年比２９.５パーセント減、６２４万

円で計上をしていますけれども、認定審査会の運営費の湯沢町負担分ということでございま

す。湯沢町の所要額が減額をされたことによりまして、負担分が少なくなっているというこ

とでございます。 

 ３款使用料及び手数料は前年同額でございます。 

 ４款でございます。国庫支出金でございますが、前年比３.６パーセント増の１３億１,１６

０万円ということになりました。国のルール分、２５パーセントということでありますが、

負担金として２０パーセント、それから調整交付金として５パーセント相当額ということに

なっていますけれども、負担金につきましてはルールに基づき算定をしまして、歳出の方の

給付費の方の伸びに連動しまして、３.８パーセントの増額ということで予算計上をしてあり

ます。調整交付金でありますが、２５パーセント中の５パーセント相当額ということでござ

いますが、２３年度は交付率を７.１９パーセントで見込んで予算計上をしてございます。ま

た、地域支援事業の補助金でありますが前年同額で見込んで予算計上をいたしました。 

 それから５款でございます。支払基金交付金でございますが、前年比３.５パーセント増の
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１５億１,４２５万円で予算計上をしてございます。第二号被保険者保険料ということでルー

ルに基づきまして、歳出の給付費の３０パーセント相当額が社会保険診療報酬支払基金から

市の方に交付をされるという内容のものでございます。 

 ６款でございますが県支出金でございます。ルールに基づく算定率１２.５パーセントとい

うことになっております。国と同様に給付費に連動しまして、前年度比３.２パーセント増の

７億４,２８５万円で予算計上をいたしております。地域支援事業の補助金につきましては前

年同額で予算計上をしているところでございます。 

 それから７款の財産収入は１,０００円の計上でございます。 

 ８款でありますが、８款の繰入金につきましては前年度比９パーセント増の８億７,８８３

万円で予算計上をいたしました。一般会計の繰入分につきましては、ルール分１２.５パーセ

ント相当額と職員人件費１０名分、事務費等ということで、前年比３.３パーセント増の７億

８,１７１万円で予算計上をしているところでございます。また、処遇改善の臨時特例基金で

ありますが、２３年度は第４期計画の最終年であるということから、臨時特例基金の残額全

額であります１,２５２万円を予算計上したところでございます。また、準備基金では保険料

の減、それから給付費の伸び等を配慮しまして、前年比２倍になりますが８,４６０万円ほど

を予算計上しているところでございます。なお、８,４６０万円を準備基金から繰入れをする

ことによりまして、２３年度末の準備基金の残高でございますが、１億８,０００万円ほどの

見込みということになっております。 

 それから９款でありますが、諸収入は前年比１７.２パーセント増の４３０万円ということ

になっております。増額要因は地域支援事業の実費分の増額によるものということになって

おります。 

 ３２４、３２５ページをお願いいたします。歳出でございます。１款の総務費でございま

すが、前年比０.４パーセント増の１億３,９１６万円で予算計上をしております。職員人件費

１０人分、事務費、認定審査会の運営費などの費用をここに計上をしたところでございます。 

 ２款であります。保険給付費でありますが、前年比３.６パーセント増の４９億９,７５２万

円を予算計上してございます。全体では認定者の伸び等の自然増、それから前年２２年度の

実績等を反映しまして見込んでおりますけれども、地域密着型のサービス給付費につきまし

ては、先ほども説明をしましたが、２２年度中の整備分、グループホームが３箇所、それか

ら小規模多機能が１箇所、ミニ特養が１箇所ということで、平成２２年度中に整備が済んで

いますけれども、そうしたものの伸びを反映しまして前年比１０.９パーセント増ということ

で見込んでおります。 

それから要支援者の介護要望事業でございますが、２０パーセント増ということになって

おりますが、平成２２年度の実績、それから要支援者が利用ができるグループホームやデイ

サービス事業所が整備されたというようなことを反映しまして、予算計上をしたところでご

ざいます。 

 ３款でございますが地域支援事業費は、内容的にはほぼ前年並みということで０.４パーセ
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ント増の１億４,１９１万円を予算計上しているところでございます。昨年の制度改正がござ

いまして、２３年度からは生活機能評価の廃止がございまして、昨年から比較をしますと、

若干の予算の組み替え等をしておりますので昨年比較はちょっとできませんけれども、全体

としまして認知症の問題、それから高齢者虐待、それから筋力作り、リハビリ、成年後見等

の費用を前年同様の事業実施を念頭に所要額を予算化したところでございます。 

 ４款につきましては実績により予算計上しておりますし、５款の予備費につきましては前

年同額の予算計上でございます。以上で説明を終わります。 

○議   長  質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

 質疑を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって質疑を終わります。 

○議   長  ただいまの議題となっています第１３号議案は社会厚生委員会に付託しま

すので、審査をお願いいたします。 

○議   長  日程第２６、第１４号議案 平成２３年度南魚沼市後期高齢者医療特別会

計予算を議題といたします。本案について提案理由の説明を求めます。 

○市   長  第１４号議案 平成２３年度南魚沼市後期高齢者医療特別会計予算につい

て提案理由をご説明申し上げます。後期高齢者医療保険料率につきましては、新潟県後期高

齢者医療広域連合において２年ごとに見直すこととされております。平成２２年度に見直し

が行われ、平成２０年度から据置きと今なっております。均等割額が３万５,３００円、所得

割の率が７.１５パーセントであります。 

歳入では後期高齢者医療保険料一般会計繰入金を、歳出では広域連合納付金人件費を含む

事務費等について、広域連合から示された額を基準に編成をいたしました。以上により歳入

歳出予算の総額を前年度比５１０万円、率にして１.１パーセント減の４億６,５４０万円とし

たいものであります。概要につきまして市民生活部長に説明させますので、ご審議の上、ご

決定賜りますようにお願い申し上げます。 

○市民生活部長  それでは予算書の３６５ページをお願いいたします。事項別明細で説明

させていただきます。まず歳入でございます。１款保険料３億１,４４７万円でございますが、

南魚沼市の被保険者９,８０２人ということで、前年より１１２人余計になっております。こ

れに対する保険料ということで、保険者である新潟県後期高齢者医療広域連合において算定

された額の計上でございます。 

 それから３款繰入金でございますが１億５,００６万円でございますが、一般会計からの繰

入金でありまして、低所得者に対する保険料の軽減分、それから人件費、職員二人分、それ

から事務費の繰入れでございます。 

 ５款の諸収入７１万円ほどでございますが、これは保険料の還付等に伴って計上をさせて

いただいております。なお、平成１９年度から職員１名を広域連合に派遣しておりましたが、
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平成２３年度について派遣がなくなるというふうなことで、ここで雑入が７４０万円ほど減

額になっているところでございます。 

 それから３６６、３６７ページ歳出の方をご覧いただきたいと思います。１款の総務費１,

７７０万円につきましては職員給与を含む一般管理費でございます。職員二人分ということ

でございます。こちらにつきましても広域連合への派遣１名分が減額になっております。 

 それから２款の後期高齢者医療広域連合納付金４億４,６７２万円ほどでありますが、連合

において算出いただきました保険料の収納分、それから保険基盤負担分ということで、これ

は低所得者の保険料の軽減分ですが、それをあわせて計上をさせていただいてあります。以

上で概要の説明を終了いたします。 

○議   長  質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

 質疑を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって質疑を終わります。 

○議   長  ただいま議題となっています第１４号議案は社会厚生委員会に付託します

ので、審査をお願いいたします。 

○議   長  日程第２７、第１５号議案 平成２３年度南魚沼市城内診療所特別会計予

算を議題といたします。本案について提案理由の説明を求めます。 

○市   長  第１５号議案 平成２３年度南魚沼市城内診療所特別会計予算について提

案理由を申し上げます。平成２３年度からご承知のように病院事業会計から離れまして新た

に特別会計を設置して、城内診療所単独の運営を行うために歳入歳出の総額を４億６,２２０

万円として予算を編成させていただきました。引き続き１９床の有床診療所として、地域の

皆様の安心・安全の医療を提供することを目的として、健全経営に努めてまいりたいと思っ

ております。概要につきまして城内診療所事務長に説明させますので、よろしくご審議の上、

ご決定賜りますようにお願い申し上げます。 

○城内診療所事務長  第１５号議案 平成２３年度南魚沼市城内診療所特別会計予算の概

要についてご説明申し上げます。先ほど議決をいただきました内容によりまして、２３年度

から新たに特別会計を設置して運営を行うために新規に編成した予算であります。款項目等

予算書の編成につきましては他の診療所特別会計を参考に、当診療所の内容に則したものと

して編成を行いました。予算の詳細につきましては３９１ページからの事項別明細書に記載

のとおりでありますが、新規予算につきまして前年度予算額が空欄になっておりますので比

較できません。款項目の詳細については省略させていただきます。 

予算編成の基本方針につきましては、ただいま市長が申し上げましたように、１９床の有

床診療所を継続し、城内・五十沢地区を中心とする地域医療の核として、地域の皆様に安心

と安全の医療を提供することを目的として運営することを基本方針としております。 

 歳入につきましては、一般病床１５、介護療養病床４の計１９床の入院診療を始め、外来



 - 82 -

診療、在宅訪問診療を行い、特定健診、各種検診さらには市事業の実施による収入を加えた

診療収入を主な内容とし、具体的には１日当たりの患者数を入院１８人、外来８０人として

おり、年間延べ数としてそれぞれ６,５８８人、及び２万３,６８０人を見込み、平成２１年度

及び平成２２年度の実績を基にした診療単価の予測により算定しております。 

 歳出では歳入と同じく、これまでの診療所経営の実績を基に、削減可能な経費をできるだ

け調整して算定を行いました。歳出の主なものにつきましては、人件費、医薬品等の材料費、

施設及び医療機器等の管理費ですが、職員の給与費につきましては、現行の診療体制の継続

を基本に常勤医師２名の他、非常勤医師７名とし、医療スタッフにつきましても現行の体制

を維持することを目的として計上しております。 

また、材料費では医薬材料費等の適正管理に努め、その他の経費につきましても診療環境

及び労働環境の改善を進めながら適正支出を図り、相対的な節減を目的とした内容となって

おります。これらの積算によりまして、歳出に対して歳入の不足する額９,７１７万５,０００

円を一般会計からの繰入金として充当し、結果として歳入歳出の総額を４億６,２２０万円と

するものであります。詳細につきましては事項別明細書をご覧いただきたいと思います。 

なお、３８５ページ、議案の第２条でありますが、保険者からの診療報酬の支払日と職員

給与や材料費等の支払日が前後して現金に不足が生じた場合、万一の場合を想定しまして一

月分の診療収入相当額であります３,０００万円を一時借入金限度額として定めさせていた

だきました。 

以上、予算の概要について申し上げました。よろしくお願いしたいと思います。以上です。 

○議   長  質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

 質疑を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって質疑を終わります。 

○議   長  ただいま議題となっています第１５号議案は社会厚生委員会に付託します

ので、審査をお願いいたします。 

○議   長  日程第２８、第１６号議案 平成２３年度南魚沼市下水道特別会計予算を

議題といたします。本案について提案理由の説明を求めます。 

○市   長  第１６号議案 平成２３年度南魚沼市下水道特別会計予算について提案理

由を申し上げます。平成２３年度下水道特別会計予算は引き続き各地域の完成目標年度に向

け、事業計画に沿って各種事業制度による国庫補助財源等を確保しながら進めていくことと

しております。 

まず大和地域につきましては、集落の面整備が平成２１年度でほぼ完了していることから、

残っている部分の枝線管路の敷設を行います。六日町地域につきましては継続地区として西

泉田、東泉田、奥、青木新田、宇津野。新規地区として余川、川窪、四十日、四十日新道、

大杉新田の整備に着手をいたします。塩沢地域につきましては昨年からの継続区域のさらな
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る整備と新規区域として、滝谷、泉盛寺、五十嵐の整備に着手いたします。浄化槽市町村整

備推進事業では引き続き六日町地域と塩沢地域において事業を進めてまいります。 

大和クリーンセンターの増設が完了したことから、今後は施設更新のための長寿命化計画

の策定に着手をいたします。 

以上によりまして、歳入歳出予算の総額を前年度比７億５,３５０万円、率にして１２.２パ

ーセント減の５３億８,２５０万円としたいものであります。総予算額減の主な要因は、大和

クリーンセンターの増設化工事が完了したことによるものであります。後の概要につきまし

ては企業部長に説明させますので、ご審議の上ご決定賜りますようにお願い申し上げます。 

○企業部長  それでは４１９ページをお開き願います。１款分担金及び負担金ですが、こ

れは前年度とほぼ同額で設定しております。１.２パーセントの増で出ております。 

 それから２款使用料及び手数料につきましては、５.６３パーセントアップというようなこ

とで９億９,５６９万円を算定しております。主に先ほどちょっとお話がありましたが、使用

料及び手数料につきましては、毎年５００件から６００件のつなぎ込みがあるという中で想

定をさせていただいています。 

 それから３款国庫支出金でございます。２億３,５２０万円ほど減になっておりますが、こ

れも先ほど、補正予算の中でちょっとお話しましたが、前倒しで４億円、事業費で４億円食

っていますので、この国庫支出金に該当する金額はそのうちの半分でございます。９億４０

万円に２億円足すとなから前年度並みの国庫支出金になるかというような感じでございます。 

 それから４款県支出金でございます。これは大幅に減になっておりますが、２５.２パーセ

ント減というようなことで、４７１万円ほど減でございます。これは農集の県が補助してく

れる０.８パーセント分の起債に対しての補助金でございます。 

 それから５款繰入金、これは一般会計からの繰入金１７億８９０万円というようなことで、

５.８７パーセント増というような形になります。 

 それから７款、これは２９.８パーセント減、９３４万円の減というようなことで、２,１９

７万円でございます。これは２,１９７万円を計上しております。 

 それから８款市債でございます。これが６億５,３２０万円減の２８.３パーセント減という

ようなことで、総額１６億５,５１０万円を定めるものでございます。 

 歳入の合計５３億８,２５０万円を歳入で計上しております。 

 続きまして歳出の部でございます。４２０ページ、４２１ページをお願いします。総務費

においては職員１３名プラス２名というようなことで１５名の給与費が主な内容となってお

ります。これは５３０万円ほど２.５パーセント増でみております。２億１,５２３万円という

ようなことでございます。 

 それから施設管理、４,５３１万円ほど増でみております。この主な内容につきましてはク

リーンセンターが完了し本格稼働によるもの、また工事の進捗によりマンホールポンプの施

設が増えていること、それから六日町浄化センターの水処理の増加によるものが主な内容だ

ということになっております。そんなことで施設管理が６億１,５９８万円というようなこと
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で算定をしております。 

 それから３款下水道事業費でございます。これが７億８５７万円ほどの減、２６.４パーセ

ントの減で１９億７,１４３万円を見込んでおります。この内容としましては特環で先ほど市

長の方から縷々、その工事場所等がありました。これは特環と――特環は六日町が主で、大

杉新田、四十日、四十日新道、川窪、余川。先ほどちょっとお話した内容はここであります。

それから浄化槽は一応２５基を想定しております。それから減額の主な要因としましては先

ほどお話があったように、大和クリーンセンターの増設工事が完了というようなことで、そ

れから昨年度といいますか、この１２月補正で汚水処理交付金４億円の前倒しというような

ことをしたことから、ここは減額になっております。 

 それから４款公債費。３.５パーセントの減というようなことで９,５６４万円の減で２５億

７,５８５万円を想定しております。 

 それから５款予備費は４００万円を前年並みで計上をさせていただいています。歳出合計

５３億８,２５０万円を計画しております。 

それからちょっと戻りますが、４１６ページをお願いします。これが地方債の１６億５,５

１０万円の限度額を定める内容になっております。 

以上で説明を終わらせていただきます。よろしくご審議の上、ご決定を願います。 

○議   長  質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

 質疑を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって質疑を終わります。 

○議   長  ただいま議題となっています第１６号議案は産業建設委員会に付託します

ので、審査をお願いいたします。 

○議   長  日程第２９、第１７号議案 平成２３年度南魚沼市水道事業会計予算を議

題といたします。本案について提案理由の説明を求めます。 

○市   長  第１７号議案 平成２３年度南魚沼市水道特別会計予算について提案理由

を申し上げます。平成２３年度は業務の予定量を給水件数２万３,５００件、給水人口６万人、

年間給水量６７４万３,３０４立方メートル、１日平均給水量１万８,４７５立方メートルと定

め予算を編成いたしました。収益的収支につきましては、収入が２３億９,８３１万円、支出

２６億８,１１６万円といたしました。これは資産減耗費が今年度に限り５億１,０００万円計

上しておりますので、実質的な部分は黒でありますが、数字上はこういう形で赤字が出るわ

けであります。 

資本的収支につきましては、収入６億７,９８９万円、支出２０億９,８１９万円といたしま

した。主たる事業としては４つの簡易水道を上水道に経営統合することにより、畔地浄水場

を核として国庫補助事業による遠隔監視システム整備事業が３カ年計画の最終年度となりま

した。新施設への移行には既設の機器施設と、それから整合性を図りながら安全、円滑に作
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業を実施していきたいと思っております。また、栃窪、岩之下地区において老朽化した配水

管を国庫補助事業として昨年度に引き続き２カ年計画により配水管の布設替えを実施いたし

ます。 

以上でございますが、概要につきまして水道事業管理者に説明させますので、よろしくご

審議の上、ご決定賜りますようにお願い申し上げます。 

○水道事業管理者  それでは水道事業会計の予算書１ページをお願いします。第１条につ

きましては、今ほど提案の中で業務の予定量を明確にお話がありました。それでは、第３条

収益的収入及び支出でございます。合計については３,５９８万円ほど前年度より少ない内容

で２３億９,８３０万９,０００円を定めたものでございます。この主な内容としましては、営

業収益につきましては前年度より１,２９３万円ほど減で算定しております。昨年度は１７億

６,６００万円で、今年１７億５,３００万円というような形ですので、若干の減で編成をさせ

ていただいています。 

営業外収益、これは一般会計からの繰入れが主な内容になっておりますが、一般会計から

約６億円、それから下水道関係の収益、料金を水道料と一緒にとっている関係でそこらあた

りの負担でございます。そこらあたりが４,０００万円くらいあろうかと思います。そんなこ

とで２３億９,８３０万円という形で収益をみました。 

 それから支出の方、先ほど来お話がありましたが、２６億８,１１５万円というようなこと

で、前年度が２１億円ぐらいですので５億円から増えております。そんなことでこれにつき

ましては４ページに明細が出ております。４ページの支出の部分の営業収益、営業費用の中

の５番が減価償却１０億９,７００万円、それからその下へ６番が資産減耗費というようなこ

とで５億１,０００万円というようなことで、これはやはり昔の中央に関する監視システムそ

れが２５億円ぐらいの規模でつくりました。そうしまして２０年経過で落としていくのです

が、一度にぼんとできたわけでなくてやはりその間に１系、２系という形で整備されていま

すので、そういう形の中で遅くできたものが遅く引っ張られていると。 

それとそっくり１００パーセントの水を作っていれば減耗は同じく落ちるのですが、片一

方しか作らないときにもう１系の方の機械の使用割合が違うというようなことで、そこらあ

たりがちょっと帳簿上ありまして、やはりこれは３年間でそれを機器更新しようということ

で、それがこの２３年度は末端の年でございます。ここで完成の日になると、そこで帳尻を

合わせるために余っている資産をそこで落とさなければならない。そして２４年から今度は

新しいものが償却の対象になっていくという帳簿上の処理をしなければなりません。という

ようなことでここで５億円の開きがある。まあ４億８,０００万円ですが、それはやはりそう

いう形で帳簿処理をして、資産が４００億円ある中の一角を占めていたというようなことで

ご理解を願いたいと思っております。これが今回の水道の中では一番の、この会計の中では

一番かというふうに思っております。 

それから４条予算、２ページ目をお開き願いたいのですが、これは資本的収入で６億７,０

００万円というようなことで、昨年度とほぼ同額でございます。それから支出の方を見ます
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と、２０億９,８１８万円というようなことで、前年度より６,６１８万円ほど減になっており

ます。これは償還金が主な内容です。償還金が主と、それから建設工事が７億６,０００万円

というようなことで、工事の面につきましては前年度より６,５５５万円ほど減で見積もって

あります。 

そんなことでこれの差も、４条の下に書いてありますが、資本的支出に対して不足する額

１４億１,８２９万９,０００円は損益勘定留保資金等で補てんするというような形になって

おります。これもひとつは、減価償却等を踏まえまして、そこから１１億円引きますと、３

億円ぐらいがこちらからの持ち出しという形になろうかと思います。 

以上で説明は終わらせていただきます。失礼しましたが、６条、７条とありますが、これ

はまた後で委員会の中で説明をさせていただきます。よろしくお願いします。 

○議   長  質疑を行います。 

○笠原喜一郎君  資金計画についてお聞きをいたします。前年度の決算の見込みをみます

と、繰越金から差し引きして残る金額を見てきますと、大体２億円ずつ減っているわけです。

今年度も１２億円の繰越しが、最終的には１０億円ぐらいというようなことで、毎年２億円

ずつぐらい、その年によって若干前後すると思いますけれども、なっている。そうすると今

現在の留保資金というのは大体１０億円ぐらいということから考えると、５年たつとその留

保資金が底をつくのかなという形が見えます。そうなったときに当然あとは料金の値上げ等

でいくふうになるわけですけれども、そのまず見通しについてお聞きをいたします。 

○水道事業管理者  内部留保資金の関係になろうかと思いますが、一応平成２１年度のし

っぽで１２億５,６００万円。それから今年、２２年度の見込みでございますが、資金計画と

少し離れて、この貸借対照表を見ると下の方に流動資産計から――左側の一番下から２番目

のそこから、次のページの流動負債合計を引きますと大体内部留保が出てくるようになって

います。それをしますと平成２２年度の内容は１２億５,０００万円ぐらいになるのかなと、

そういう形になろうかと思います。 

それと今年のこの予算の最後になりますと、恐らくこれが９,０００万円ぐらい落ちる予定

になっています。今、開いてみると。ただこれが、全部が全部使ったときの内容で編成しま

すので、工事もある程度していきますと余りも多少出てくる、そういうものを含めると端数

が寄って３,０００万円、５,０００万円という形になろうかと思うので、まあまあ、余り急激

に落ちるような状態ではないと。その分一般会計の繰入れの方で今まで見られない高料金の

他に、水源対策債とかそういうものを見てもらっていますので、一度に落ちないような形。

うちの方の減価償却とあわせて高料金を計算しますと、めっためったと落ちる形になります

が、そこをくんでいただいているからこういう結果になるのかなと思われます。長く上げな

いで済むような形を当然とっていただきたいというのが、私の切な願いでございます。以上

です。 

○笠原喜一郎君  そこで、でありますが、他会計からの繰入れであります。今説明があっ

たように、今までは高料金対策ぐらいだったのですけれども、今回水源開発だとか簡水の統
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合とか入っていますが。前に勉強させてもらったときには、もう一つ広域化対策というもの

があるわけですけれども、これについては入っていないわけですがその辺のこと。 

それともう一つはこの今の水源開発等についても今年度から入ったわけですけれども、以

前にも当然その部分が予定をされていたのが入ってきていないわけですので、その辺のいき

さつというか、繰入れを今回予算を組むについてどういうふうな話がなされたのかお聞きを

いたします。 

○水道事業管理者  これは一般会計からの基準内繰入れというようなことで、ルールがあ

ります。それについては先ほど笠原議員さんがいったように、あらゆるものを見られる式に

なっておりますが、当初やはり７億円以上の繰入金をいただいたときには、高料金だけでそ

れになりましたので、まあまあそれに簡水を入れたりいろいろのことをしながら今の推移を

保ってきております。 

この他に広域の方のあれを入れますと、１億円以上の金額が増える予定になろうかと思い

ます。それはやはり本家、新宅の問題で、いただけるのであればそうした方がいいぐらいな

いですけど、そこらあたりは払う方ともらう側。それから今の料金体制でいくにはどれだけ

必要かというのは逆算すればすぐでます。だけれど、そこらあたりの中で、まあまあ君たち

これで我慢しなさいというようなことが、多分恐らく合併前からどこの市町村もそれをやっ

てきたと思います。 

ただこれ、企業ですので、一つはその後料金に反映しなければならないということになる

と、そこらあたりをみんなきれいに清算してからでないと住民に申し訳ないという気持ちは

あるのです。企業をやっている以上は。そこをうやむやにして「上げます」と言うわけには

ちょっといかないというのが本音になろうかと思います。 

そこらあたりを協議した中で最大限みてもらおうということで、今年の場合はそれは入っ

ていません。それ以外のやつはみんなほとんどいただいておりますので。まあまあ、料金に

反映が近い将来くるやに思われますが、それまでの間にそちらの方も手当てがしていただけ

るのではないかと思っております。 

○笠原喜一郎君  市長にちょっとお聞きをいたしますが、合併をされて６年ぐらいが経過

をしたわけですけれども、いまだ広域水道の水道料金と、それから簡水の料金というのは、

今は多分違うかと思いますけれども、そろそろそろえるという部分が私は必要かなというふ

うに思っているところがあります。 

それと先ほどいったように仮に値上げという部分になったと考えるときに、今まで入れな

ければならなかったこういう交付税措置をされていた部分についても、さかのぼって水道事

業会計に入れて、まずそこからだというふうなお考えでいるのか、そこをお聞きいたします。 

○市   長  簡水につきましては、一応全ての簡水をこの上水に統合します。ですから

料金体系は、もう全部整ったのかな、もうちょっとかな。（「もうちょいです」の声あり）事

業を例えば栃窪、岩之下を今やっておりますし、それから後山等をやっております。簡水と

名のつくものについてはもう統合計画に組み入れてありますので、全て統合して料金をそろ
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えるということであります。 

問題は塩沢地域で専用水道とかそういうものがあちこちにあるのです。これはなかなか

我々の範ちゅうでございませんので、極力この水道区域に入ってくださいというお願いはし

ているのですけれども、なかなかそれが実現化しないという部分があります。簡水について

はもう早晩、そろうようになりますから大丈夫です。 

それから水道料金のことでありますが、例えばですね、例えば値上げをしなければならな

いという状況が出るときには、当然いろいろの部分のことを考慮しながらお願いしなければ

ならないわけでありますので、何をどういうふうにするかということは別にして、市民の皆

さんが納得いくようなことをやらなければならない。私は値上げするつもりがありませんの

で、これから棟を下げていこうという思いですから、全く値上げのことは考えたことが私は

ございません。下げていくと、そういう方向で今一生懸命頑張っているところであります。 

○議   長  質疑を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって質疑を終わります。 

○議   長  ただいま議題となっています第１７号議案は産業建設委員会に付託します

ので審査をお願いいたします。 

○議   長  日程第３０、第１８号議案 平成２３年度南魚沼市病院事業会計予算を議

題といたします。本案について提案理由の説明を求めます。 

○市   長  第１８号議案 平成２３年度南魚沼市病院事業会計予算について提案理由

を申し上げます。平成２３年度病院事業会計予算は先ほどから申し上げましたように、城内

診療所の予算は特別会計に移行することでありますので、医師の確保、経営の健全化に努め

て市民の皆様に安定した医療を供給する、このことを目的に編成をさせていただきました。

収益的収支では歳入で医業収益と介護保険収益の合計を３４億８,６７３万円、歳出で医業費

用を３７億３,０８９万円としまして、医業外収益、医業外費用を加えた歳入歳出予算の総額

をそれぞれ、３７億６,９６０万円としたいものであります。 

資本的収支におきましては、医療機器等の購入及び企業債償還による歳出を２億２,６２２

万円と見積もりまして、歳入ではこの財源として繰入金を主体に１億３,５６４万円を計上し、

不足する額を過年度分損益勘定留保資金等で補てんをしたいと思っております。 

概要につきまして大和病院事務部長に説明させますので、ご審議の上、ご決定賜りますよ

うにお願い申し上げます。 

○大和病院事務部長  では説明をさせていただきます。１ページをご覧ください。第１条

は総則でございます。第２条業務の予定量、それぞれ病床、患者数、１日平均患者数、それ

ぞれ記載のとおりでございます。なお、外来は２８４日の診療日で計算をさせていただいて

おります。 

第３条収益的収入及び支出でございます。これは前年と比較ということになりますが、前

年比は城内診療所の分が４億６,０００万円ぐらい入っておりましたので、これから申し上げ
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る比較はそれを除いて、前年大和病院の分とそれから２３年度の大和病院の分ということで

お聞きをいただきたいと思います。 

第１款の病院事業収益でございますが、３７億６,９５９万円でございまして、前年比１０

１.３パーセントでございます。そのうちの第１項医業収益が３４億２,９４６万円ということ

で９８パーセントでございます。介護保険は５,７２７万円で８７.２パーセントでございます。

医業外収益、これがちょっと今回は大きいのですが、２億８,２８６万円ということで１８２.

７パーセントでございます。これは後ほど説明をいたします。支出ですが、病院事業費用と

いうことで第１項の医業費用が３７億３,０８９万円でございます。前年比１０１.４パーセン

トでございます。医業外費用３,５７０万円、前年比９６.６パーセントでございます。３項、

４項は前年度と同額でございます。 

第４条は資本的収入及び支出でございます。次のページ２ページをご覧いただきたいと思

います。収入、資本的収入でございますが、これは繰入金がほとんどでございます。１億３,

５６３万円ということで、前年比１０５.０パーセントでございます。支出、資本的支出、第

１項の建設改良費、これは医療機器が主体になりますが、５,１２０万円で昨年と同額でござ

います。２項の企業債償還金１億７,５０１万円ということで、前年比１０７.６パーセントと

なります。 

それから第５条は一時借入金ということで前年度と同額１０億円でございます。 

それから第６条 議会の議決を経なければ流用することのできない経費ということで、職

員給与費、交際費それぞれ記載のとおりでございます。 

第７条はたな卸資産購入限度額６億１,６３６万円でございます。 

それから３ページをご覧いただきたいのですが、予算に関する説明書ということで、１番

の平成２３年度南魚沼市病院事業会計予算実施計画、それから６番の平成２３年度南魚沼市

病院事業予定貸借対照表、それぞれ記載のとおりでございます。 

２０ページをご覧いただきたいと思います。２０ページ、２１ページは、昨年の城内病院

診療所が入っておりましたので、一応今年もその形をとらせていただきますが、左の大和病

院のページだけで説明をさせていただきます。先ほど款は説明させていただきましたのでポ

イントだけ説明させていただきます。 

３項の医業外収益、他会計補助金をご覧いただきたいのですが、今年度は２億５,５６８万

円ということで、前年度１億２,６３４万円を大きく１億２,９３３万円上回っております。率

にしますと２０２.４パーセントになりますが、これは一般会計からの繰入金を増額していた

だいたということでございます。それによりまして、歳入の医業収益の方も、例えば外来収

益、それからその他医業収益――その他医業収益というのは検診事業ですとか、人間ドック

ですとかそういうことになるのですけれども、そういったものを歳出から歳入をみるわけで

すので、ちょっと今までは過大といいますか、無理をして見積もっておったのですが、そう

いうことで実行可能な数値に見積もることができたということでございます。 

それから歳出の方でございますが、給与費２４億１,９２７万円ということですが、これは
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職員、昨年は２２８人で見積りをいたしましたが、今年は２２６人、２名減で見積りをさせ

ていただいております。それから材料費、これは薬品費と診療材料費が主になりますが、昨

年に比べて４,０９０万円ほど多くなっております。これも歳出の関係でちょっと厳しく見積

もらないと収支のバランスがとれなかったというところがありますが、実行通りに当初予算

から見積りをさせていただいたということでございます。 

それから下の方の収益的収支でございますが、先ほど説明したとおりでございまして、収

入から支出を引いた額が９,０５７万円ということになります。説明は以上でございます。 

○議   長  質疑を行います。 

○寺口友彦君  ２０ページ、２１ページの概要の方を見ながらちょっとお聞きいたします

けれども、昨年に比べて医業収益が７,１１７万円減でありながらも、給与費については１,

９５９万円の減であると。午前中の審議にもありましたけれども、給与費が医業収益の７０

パーセントに相当しているというこの事態が、余り改善をしていないというふうに思えるの

ですけれども。 

そうした中で一時借入れを７億円実行して、６億円を返済していると。一時借入れ１億円

の残であるという、そういうふうな資金計画であるのですけれども、城内診療所の方を分離

したといっても、大和病院自体の病院事業会計としてみた場合に、なかなか改善をしていな

いのではないかと思うのだけれども、どの部分をどう改善をしていこうかということがこの

予算書には見えないのですけれども、その分をお聞かせ願います。 

○大和病院事務部長  改善は見えないということでございますが、ひとつはある部分で先

ほども申しましたが、歳入、それから歳出、ある程度実行可能な予算を組ませていただいた

ということでございますし、給与費はある程度人件費の削減できるものは削減をさせていた

だいてこういう数字を――人勧による減ということもありますけれども、そういう医師は２

名増えるわけですが、他の部分で事務部門ですとかそういう部門、あるいは検査の部門だと

かそういったところで、いろいろ人件費全体としてみるとよくわかりませんけれども、中身

の内訳の中でそういう努力をさせていただいたということが１点。 

それから病院会計の運営といいますか、収入というのは、一つは診療報酬がほとんどを占

めるわけですし、それからもう一つは繰入金ということで人件費、それから材料費、経費、

減価償却だとかそういったもろもろのものを支出していくということになるわけです。医師

の確保によって、それぞれの収入がもう少し見込めるのではないかという気はしております

けれども、その辺、余り過大な見込みはできませんのでそういうことでご理解をいただきた

いと思います。 

○寺口友彦君  なかなかその理解は難しい部分もありますし、医師確保というのは非常に

難しい状況もあります。ですが、昨年も診療のポイント、点数が上がったのですね。薬につ

いては下がったと。そういう中で外来収益が４,８３０万円の減ということで予算を組んでい

るわけですけれども、この部分ですね。やはり医師を確保した中で、特に外科であったり整

形外科であったりすれば、相当の収益が見込めるのであろうと思うので、この部分について
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の多分医師確保を重点的になさるのではないかと思うのです。医師確保については内科も含

めてですけれども、この科を特に頑張るのだというところがあったらお聞かせ願いたい。 

○大和病院事務部長  ご指摘のとおりで内科が一人増えますし、それから外科が一人４月

から増えます。今まで常勤１６名体制だったのが１８名体制になります。４月からの新年度

が始まりますと途中でとれるかもわかりません。ただ、医師の場合というのは下駄を履くま

でなかなかわかりませんので、あとそれ以上のことは申し上げられませんが。常勤医師の確

保が一番ですし、それからそれに伴う非常勤の医師も、常勤医師をサポートするという意味

でとっておかないとなかなかできません。 

今年の冬なんかですと、整形外科の医師が２名おったのですが、１名女医先生がおめでた

になりました。それがわかってすぐに緊急的に行って医師を確保するということで、何とか

ここが回すことができましたが、４月以降もそういった支援。それからもう一つ、非常勤で

すが月、水、金と一人の医師が来ていただけるという約束はいただいております。 

そういう医師の確保をしながら診療報酬を伸ばすということなのですけれども、なかなか

すぐ伸びるわけではなくて、やはり医師を確保して、スタッフを確保して、周知をしてどう

いうことをやるかとやって、３カ月、半年しないとなかなか患者さんがつきませんし、それ

によって診療報酬が伸びるということができません。やはり半年ぐらいかかります。 

そういうこともこの中にはもちろんただ外来の数を全部で４,７００減らしたというだけ

ではなくて、増やしている、もちろん医師が増えている外科とか内科とかは増やしています

し、それからそうではない手薄になったところは減らしていますし、そういう調整をしなが

ら見込みをたてているということです。とにかく医師を確保しないと取り得ませんので、積

極的にまた引き続き医師の確保に努めてまいりたいと思っておりますので、ご理解をお願い

したいと思います。 

○中沢俊一君  １点お願いいたします。その医師確保の一番のポイントが病院機能評価と

いうことで説明がありました。８００項目もあるこの全てをクリアしなくてはだめというこ

とですけれども、申請の時期とこのクリアの見込みといいますか、１点だけお願いします。 

○大和病院事務部長  今、鋭意対応しております。予定では今年、今年というか新年度に

なってからですが、秋の１０月ぐらいに申請を受けたいと思っております。今なるべく――

なるべくというかクリアするように全力で対応したいと思っておりますが、ひとつ今、議員

さんの方からお話があった、医師の確保というのは機能評価もさることながら、医師を確保

するシステムというものを作らないと確保できないと思います。いろいろなものがあります

けれども、やはり若い先生、病棟ができる、何でもできる若い医師、将来も残ってくれそう

な医師を確保することが、基幹病院も含めた病院再編の中でも非常に重要なことだと思いま

すので、そういう医師を確保できるようなシステム、あるいは人員スタッフの配置、そうい

ったものを今、鋭意対応しております。それが今ちょっとずつ出てきているかなという感触

を得ております。引き続き努力してまいりたいと思いますので、ご理解をお願いしたいと思

います。 
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○議   長  質疑を終わることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。よって質疑を終わります。 

○議   長  ただいまの議題となっています第１８号議案は、社会厚生委員会に付託し

ますので審査をお願いいたします。 

○議   長  以上で本日の日程は全部終了いたしました。本日はこれで散会いたします。 

次の本会議は３月９日午前９時３０分、当議事堂で開きます。大変ご苦労さまでした。 

（午後６時００分） 

 


